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建築積算業務の電算化NCSシステム

積 算 業 務 の 多 量 の 入 力データも、 独 自の

データシート (計 算 用紙) により、 経 験 の

浅L 、技術者ても記入が容 易 な 記 入 要 領

が確立されており、拾し、作業 の 時 間 短 縮

がはかられ、さらに各段階て、めチェツクシス

テムや変更積算の即時処理等 が行なえ、

大 幅 な 時 間短 縮、計 算 ミス ・転 記 ミスの

解消など、数々の利点、が挙げられます二身 近

に置けるシステムとして、ぜひご検討下さし、。
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V 内外装データシート

- 集録プログラム

NCS - RC躯体数量積算システム

NC S- S鉄骨数量積算システム

NCS - D内・外装数量積算システム

. プログラム 開 発

日積工務株式会社 積算開発部

大阪市南医仏之 |λJ l 11114孫27}，-;・8 ω -251- 3195

・)1矧57，0001l 1( ソフ ト込み) でご平'1111 ｾ 、ただけます 。
※ カタログをご前求下さ L、

( j J 株 式 目 白 山 一

会 社 I ^I 回ヨ，事] ' 3

電 子 計算 機 事 業部

本社 - 〒 104東 京都中央区新}112丁目4番7号

T EL. 03  - 555 - 4131({-¥;) 

大阪営業所 ・・・ ・・ f i 06- 262- 3012刊

札幌営業所・・ー ・ー・・ ・f i 0l1- 214- 8651附

仙台営業所 ー ............. f i 0222- 25- 5191制

高崎営業所ー .. ・・・ ・・・ .. ・・・・合0273- 23- 3215閥

横浜営業所ーーー ・・・・・ f i 045- 212- 4573附

名古屋常業所 ..... ... ・・ f i 052- 262- 1371刊

広島営業所 ー… ー . . fi 082- 249- 9571間

福岡営業所…・………. . 'f i 092- 715- 8561附
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日本建築協会会告

マイクロコンビューターの

建築への利用研修会

一 道具としてのマイクロコンビューターの可能性一

近年、エレク卜ロニクスの開発、発展には目を見張るものがあり、コン

ビュータ一分野においても、ソフト、ハードともに日々改良されつつあり

ます。 Iやでもマイクロコンビューターの発展と普及は、策くべきスヒードで

法透しつつあることは 、皆傑ご7 } ( 知のとおりであります。

建築界においても、すでにマイク ロコ ンビューターを利用して大いに成来をあげ

ているところや、これからの導入を検討しているところなどさまさ3 ですが、はた

してマイクロコンビューターの可能性を充分に引き出し活用しておられるのでしょうか。

そこで今回は、マイコンで* 何ができるのか。 や実際どのように利用されているのかゆ

また、、使いこなすためのノウハウは" ーなどの内容を主とし、各分野でマイクロコンピ

ューターを積極的に利用されている方々を講師にお初きして研修会を開催いたします。

多数のご参加をお待ちいたします。

時 昭和] 58年 3 月 8 I : l ( 刈開場13 : 00 開会13 ・30→閉会17 :  00 

場 建設交流舘・ 61滑' 603! i を( 大阪市西区立売掬12 丁目 1 i得 2 サ・Tel 06 543- 2551 )  

ただし、地下鉄・四ツ橋線「本町駅」 ⑫出口より西へ徒歩約 5 分、なにわ筋商入

る。あるいは、地下鉄・中央線「阿波座駅J ②出口より東へ徒歩約 5 分、なにわ筋商

入る。( 市バス「立売繍 2 丁目」バス停前すぐ) 。

定 員 100名

参 加 会 費 会. l J . 6 ，000円( 資料代含む) 1  

} 当日受付にていただきます。

会只外 7 ，000円 ( 1/ )  J  

プログラム及び講師

13  :  30→ 15  :  00 r設計の道具としてのマイクロコンピューターの可能性」

山口重之氏( 京都工芸繊維大学工芸学部建築学科助教佼)

15  :  05→ 15 :  50 r建設業におけるマイク ロコ ンビューターの利用とが例紹介j

奥山 工 氏( ( 的竹 中工務庖情報セ ンタ - ' '''' 1報部情報謀長)

16  :  00→ 16  :  45 rマイクロコンビューターの笑務利用へのアドバイス j

荒 井 清 氏( ( 的J l ζ 畑建築事務所取締役設11m部長)

16  :  45→ 17 :  00 質疑応終 ・閉会

日

会 申 込

l Huはがき l 名に l 枚とし、

氏名 ・年令 ・勤務先1，J. え所

J/J!， 計11，深 1'， ・所イo也・屯話番

号・返信用宛名 ・郵便醤号 ・

会以、会以外の区別を記入

し、 h" イコンの建築への利

用研修会」と明記の上、 2

JJ 2811 (11) までに建築協会 ・F

1長・諜( 大阪市点区北浜 3 丁

"  37番地 . Tel 06 23ト9640)

へお Ij l 込み下さい。定以超

過の場合、 11hせんにて決定

し、お知らせします

也築と社会/ 1983年 2J J 号 1  



一一一 一 日本建築協会会告

4 大阪ターミナルビル新築工事の見学会

日本建築協会・大阪府建築士会・大阪建築士事務所協会・大阪建築設計監理協会 4 会共催

関西の玄関口、国鉄 ・大阪駅が一新されます。

大阪駅は、明治 7 年( 1874年) に誕生したときより「梅田すてん

しょ」として親しまれ、京阪神交通園の一 大拠点として発展を続け

てきましたが、近年のぽう大な乗降客 ( 1 日、約70万人 ) に対応で

きる駅全体としての総合的機能の向上、Ｂｉ， ｾｗｪ 改善をめざしてこのた

び改良計画をされ、新しい駅ビルとして鐙設が進んでおります。

この大阪ターミナルビルは、国鉄と新しく設立された大阪ターミ

ナルビル株式会社が協力して建設されたもので、育 1'1:庖 ・ホテル ・

l苫告ili などからなる複合ビルで、乗降旅客、 一般市民の多様なニーズ

に応じた利便な施設と、悔団地区周辺地肢の発展に大きく寄与され

た、大阪の表玄関にふさわしいターミナル文化の中心的建物として

新しく生まれかわりつつあります。

今回は、竣工直前のご繁忙中を国鉄大阪工・ ｴｾ 局と大阪ターミナル

ビル株式会社並びに安井建築設計事務所、大阪駅ピル工事共同企業

体の特別のご厚立とご協力により建築 4 団体共催で見学できること

になりました 。 お申込みは重複しないようにご関係の団休 1 ヵ所へ

お願いいたします 。

- 日本建築協会の展示窓のご紹介川

第 55回展示写真

「ザ・シンフォニーホール

一新たな音楽創造空間」

ー展示期間 昭和58年 1 月28日より 2 ヵ月間( 予定)

炉展示場所 大阪、淀屋橋~北浜問・地下通路

( 北浜寄り南側ショーケース・本会所在地付近)

ＱＱ［ ・ 年 ＱＰ 月、大阪市大淀区の ａｂｃ センターの ー ｬｬｨｪ に、ｩ￭Ａ ｪ 日欣送 ｾｉｪ iL30周年

ぷ; 念 'j ，; ; t のひとつとして 「ザ ・シンフォニーホール」が完成しました

すでにや; 必12月号( 1982年) でもご似介しましたが、このホールは、 Il il内

でもj ?lj のないコンサーい. 手間のホールとな っており、そのため、 ffT平安h!R

に対しては故大の努力と英知が似みi f ( ねられ、 f長特時J l t l約 2 秒という、 Ilhj

ｊｾ ｉＨｉ Ｈｊ な ｛ＱＱ 平ＧｬｩＺ ｴｈ ｉ が ｦ￬ｬｬ リ ｈｉ されています 。 また、 ｩｶＨ 必 ｊ 守と聴衆の一体感を ｲｾＧＺｊ

める} j 法として、アリーナシアター形式が 11 本てゆJめて係用され、 1700に

及ぶオーケストラフロア ｬ 市および Ｒ 屑のバルコニー ｊ ，ｾ［ が本日の美しいステ

ージをとり閥んでいます。

2  

日 時 3 月11 日掛 ・集合 13 :  00→解散 17: 00 

集 合 場 所 大阪 ・悔凹、大阪駅正断 rll 央の西側付近 ・日付: 会旗

定 員

参 加 会 費

( 集合所付近に見学会の立石板あり )

総 数 200名 ( 各会 '.';IJ 当50名)

会 員 500円

( 当日受付でいただきます )

会員外 700円

炉 、

申
込 往復ハガキ 1 1'， に l 枚 |反りとし、氏名 ・勤務先: Y， ・所 属

。 お願い

音[1諜名又は役職 ・述絡' ，I l 話番号 ・返信用宛1 ' ，・ 郵 便 番 号

を記入し、 2 月28 日Oll までに「大阪ターミナルビルの見

学」と明記の上 、処築協会事業課へ。( 大阪市点区北浜 3

ＭＳＷ ・ ｔ･ｉＰＶＭＲＳＱＭＹＶＴＰＩ 定Ｎｷを超過の時は会 ｊｾ 優先で抽

せ ん に て 決 定 川 お 知 ら せ し ま す の で 必 ず 鋭 沈 殿

の区別をご記入 ＯＧｾｮ います

見学に参加される方は、運動靴( ズック) に限ります。( スリッパをご持参でも可

・ポリ袋を用意いたします)

〔建築概要〕

所 街 地 大 阪 市 北 区 悔 凹 3 丁目 1 番 l 号

建 築 主 日本国有鉄道 ・ 大阪工 Ｇｊ Ｇｾ 局

大阪ターミナルビル株式会社

設計政埋 日本国有鉄道 ・大阪工 'F局

安井，建築設計事務所

施 工 大 林 組 ・鹿 島 往 設 ' it'f JK怨 設 ・竹中工務庖 . HIJ 組共同企業体

総 造 規 模 鉄 骨 造 ・一部鉄骨鉄筋コンクリート造

地 下 4 階 ・地 上27階 ・賂 犀 3 階

敷地面干況 がj 48 ，800m'  

建 築 而 制 約 4 ，800m'

延 床 面 約 約 135 ，OOOm'

高 さ 由主高 'Iil 二高 117. 7m 1t>l : 向高さ 122. 3m

外 装 ア ル ミ カ ー テ ン ウ オ ー ル

用 途 コンコース ・ 百 Ｑ ＧｩＺｊＮ可 ・ ホテル ・ 庖 ｾ￬ . その他

て 期日併日54年 10月→58年 3J J

現 {I : 、すでに純々のコンサートがf I i ' されていますが、すばらしい庁楽を聴

くことの必ぴと! 感動を与えてくれるこの 「ザ・シンフォニーホールJ こそ

まさに音楽の殿堂の名にふさわしく、 l刻丙の文化. J ; ' 芸術の発展に寄与する

ものと JUI 待されます

本l長ぷ場には、冬木立の rjJ にみえる (1 ＧｴｆＮ の外観 ＢｪＺｬ
Ｑ

ＮＮＨＮ のほか、従来な・ ＧｾｉＺ ｬｉを

形つ Ｇ くるグランドホワイエ、オーケストラの演奏光［止などをＤＺｾ介しました 。

展ポWllill はJ' ，.j 己のとおリです おj[ i : くをお通りの時はぜひご覧下さい

なお、. - 1>: 1長ポを企 llhj するにあたり、大成往設株式会社殿よりご協 1t をいた

だきましたこと、必上よリJ r ! - くお礼 lt し 1'.げます。
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褒紙デザイン :

水野哲雄( 京都芸術短期大学講師)

特集予告

.3月号/ 多機化する運動施設

.4月号/ 建築と 品質管理

・5 月号/ 計画におけるコミュニケーショ

ンとプレゼンテーション

・6 月号/ 大阪ターミナルピル( 仮称)

会 長 福 田 朝 生

副 会 長 足 立 孝 ・市川 宏

佐野正一・松村雄二

編集委員会( 昭和57年度)

編集委員長 j  河 法 隆 之

償 山 誠一 :  阪 阻 弘二

編 集 理 事 :  ‘ i唱柳 飽

井上 r且 j  雌附，If二郎

今列 ｩｬＧｾ 之介 :  ・脳 柄 拘 恰

今 凶 作 目11 :  . 開 閉 普 弘

小林 IJ t :  中尾 正

竹中 錬- ， 西 牧 忠 吉

武[ ! ] {/i; 一 :  三浦 康 夫

長谷部開1011 :  櫛 井 征 夫

刷 内 史011 :  古 村 桂 造

，jii f H 量太郎 !  ・法令分科会

松村 ｊｾ 三 Ｚ 坂 稚勝

街 山 誠一 i 刻中 関 巌

波辺 .'1!: :  (投稿棚小委員会)

編 集 委 員 i  池 口 和 雄

(特集小委員) :  務総 i圭一

0 稲 悶 "n，韮 :  谷 崎 敏 邦

・ai 剛分科会 :  0 羽 生 克 彦

|珂閉 口幸 li'悶 平

11111(品 蹴 9) :  (作品作且4委員会)

伯 木 治 ー ;  卯悶 1
1
章一

川口 正 。 : 0 小 野 ゐ-

tr 本 卿 介 :  小野知佳子

‘ 旺l 中 l証人 (  佐々木昭男

竹 本 俊 平 ;  志 方 敬 背

中!.!¥ ｾｾ良 :  向 山 司 自11

手 納 純一 :  寺 厄 通 夫

白 川 熊 : ; s 名 正

雌 4持制i :  能 丸 弘 毅

藤本態太郎 (  宮 崎 宗 久

船 越 町 吐1 :  俗 世 画'1嘆員会)

宮 口 恒 樹 Ｖ 荒川治 ｲｾ

山口 繁 雄 l  池榊'I ! 貴男

. m泣分科会 l  合 僑 岩 夫

M 観汗 延 平 j 田中 功

柴 田 辺生 1  下 nii 裕一

問削11 ｾ ｾ嗣Ｚ r.. 悶 淡

町橋 尚 : 棚 橋 和夫

中 西 尚 兆 :  rl -I河 克 日11

山 口 縫 : 阪 回 常 介

・設備分科 会 j  耐 l' y.仰 l

織田 憲生 : 0 渡辺 忠

大 tr 良司 i  

。剛委只長 百幹事 A 面1I 委只長代行

編集人 松 )1  目白 光

印 刷 l昭 和 58 年 2 !-120 日

発行日目手II 58 年 2 11 25 目

先 行 人 占 [11 悦 二

発行所 (社) 日本主Il 築協会

大阪市東区北浜 3 - 37 

1ft 06 - 231- 9648 

括mn (皇 太 阪 39975- 1

印刷所 目本写航印刷株式会社

llt 06- 606- 111 1(他

大口印刷'1ft 式会社

ｾ ｦｴ＠ 06 - 451- 7631(! 1:l 

定 価 750r l ( 送料別 )

法令コーナー 179

新建材紹介コーナ ー76

読 者 の 頁

建築と社会ニュース

設 計 者 の プ ロフ ィール

レポート

見 学 記

都 市 気 球 2

日本建築総合試験所だより

建 築 の 眼

3ー か 1

権 造の 頁 102

設 備 の 頁101

特集・マイコンの建築への利用

S PE CIA L  F E A T URE S  O N  THE  MICR OCOMPUT ER  A P PLlED  T O BUl L DJNGS  

7 イクロコ ンビュー ターの，建築への利用研修会一 辺 l ｾ として の マイクロ コ ンビ ュ ーターの可 能 性

大阪ターミナルビル新築工 '1'; の礼学会 日本，注築協会の展示窓の ご初 介 ... .... .. .. ・ .. ••• 1  
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五 位 堂 車 庫

設 計 監 理 近 畿 日 本 鉄 道 ・ 小 笠 原 浜 田 建 築 事 務 所

施 工 大日本土木・奥村組共同企業体( 建築) ・近畿工業( 建築設備)

• 



所 在 地 奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 狐 弁373

敷地 面積 79 ，OOOm'  

建 築 面 積 25 ，373m'  

延 床 面 積 28 ，054m'  

構 造 規 模 ( 主検修棟) 5 、1 F 、1 部 2 F  

( 管 理 棟 ) 5 、2 F  

工 期 昭 和55年 1 月~ 昭 和57年 10 月

最 寄 駅 近 鉄 大 阪 線、 五 位 堂 駅

| 1 出

l  主検修悦 I+jlfli

航 空η 点

正門

4  管理棟

5.  40 l 天井走行クレ ーン

搬 ｾｪ ・ 河野 ｾ ＨＳ ＺＴ )、

ほか蔚. x H[



五 位 堂 車 庫

トト- H

6  北而会最

7  解級装場入出検1 ! ' i ，晶

8.  ｾ制 ・ 戸 ｉｾｉ 作ｾ場

抽t彬 ・河野忠 ( 6 )  

ほか大日 7 才ー ト

配置図

近鉄大阪線五位;立駅付近で当線に隣咳し、年間1

1000両の '11阿の検修能力を持つ検修 'li J i l ' . である 。

適切なコストで故良の作業環境を初、省エネル

ギーを計ることが設J Iのテー7 であ った。主検

修練内は) ; [ j Yj 一宮11の作業場内を| 徐いて冷房しな

いのが条件て' あったから、屋娘、外壁の断熱を

計り必袈卜分な ｮ 然換気によ っ てＩ［｛ｪ ｾｪ の主ＡｬＺ物内



の温度上昇を極力低< -1
1
1
1
えることにした 。 また |  ための屋収 1mのエアームーパー と外壁面の関口

ソフトな而からは、明るいイメー ジの他脱出J な |  面積を決めるに当 っては、各作業場ゾーンでの

作業環境造りに留意した 。符エネルギ一計画と |  夏期! の作業域i:lliJ .立を幾j 9 1 J かに設定し、各々 での

して、 1)金光照明利用、 2) 1' : 1然換気、 3)屋線、 |  場合の トー タル コス トを算出し 、最も効来的な

外壁の断熱、 4)雨水、中水の利用、5)太陽熱手IJ I  仕様と商紛がii ! i ばれた 。

て、こ の部分に私共は この検修司I J! I，の外部空間

で最もソフトな 構成となるよう 心がけた 。広場

は正 8 角形とし、 中に同じ正 8 角形の縦模様が

あし らわれた 。そのイメー ジは輪( 和) である 。

広場の前には校振りの良いけやき の樹が植え ら

れた 。用が挙げ られる 。

屋恨の断熱、ト ップ ライ トの仕様、向然換気の

管理僚と 主検修練 を接続するi J i r . り廊下は配1J ・徽

引きをカ バー しており、そ の中間に広場を 設け ( J1日11好|経/ 小笠原浜閏建築事務所)

主な協力業者 { 順不同)

鉄 骨
松 尾 橋 梁 k 阪市大i E 区鶴町 3 T I J 4 酢 18 1} T  E  L  06- 552- 1591 

I! 横 河 橋 梁 製 作 所 大阪，11 ｾｴ ｬｸＺＭＺ［Ｚ［ｾｾ＠ 2 丁日 I 1昨27サ( 桜焔千代悶ピル ) T  E  L  06- 34 1- 5951  

I! 駒 井 鍛 工 所 大阪 rlii l
同I王何本町 l 丁日 2 昨14 '} T  E  L  06- 534- 0331  

I! 近 畿 日 本 工 機

コン? リ ー ト 谷 山 商 庖

鋼製建呉 A L C版 近 畿 エ 業

A L C 版 樫 野 石 灰 工 業

I! 光 商 事

内装 近 鉄 百 貨 庖

樋、エア ームーパ一 大島応用化学工業 SE太田ul 1 Irrll :  1  14昨地 T E  L  06 745- 5121 

屋根 大 同 建 材 工 業

硝子、屋根
銅 富

50  
1001m) 1  硝子

橋 本 硝 子 工 業

ｊｦ 阪市 ｊｉ ＡｉｾｲＺｬｪ 凶 ｬ 品 Ｒ ｔｾＱＴＱ 岳地 T  E  L  06- 203- 4061  

k 阪府) 1 ; 1(，;，1; 並，t 祈 家276 1  T  E  L  0726- 29- 0101  

ｰｘｬｬｬ ｲｬ ［ ， ｴｪｾｾ Ｑ Ｑｉ Ｒ＠ r 114 昨 10り r E  L  06- 384- 1271  

塗装 手口 田 塗 装

金 属 上 野 金 属 工 業

AJ 阪 rl i問11. 1'( 守山北 4 l i l  5 昨20サ r  E  L  06- 968- 3115  

よ阪 rl lI; i! -( 虫干軒町 2 1'1125酢j也 T  E  L  06- 768- 6861  



圃写点と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所在地 b .  ｾ並 ｉ 也ￏＨｊｈＡＧ Ｑ C . 建築面- I l ! d . 延床面千l

l

f e .  f，Yli 立焼m f  ユこ ｊｾｉ g .  JI止寄駅

1639 大 阪 市 加 島 地 区 青 少 年 館 附 設 体 育 館

設 計 : 大 阪 市 ・三座 建 築 事 務 所

施 工 : 原 因 建 設 工 業

a  大阪市淀川区JJ 日仏 1 丁目 5 8 - 8  

b .  4，589m'  

c .  2 ，703m'  

d . 3，680m'  

e _  S 、 1 F  

f .  11自利55年 9 月-11召有156年 4 月

g . 市バス神的tm線、加 J:11j 停留所

1642 長 岡 日 本 J 、ム

1645 

8  

設 計 . 三 座 建 築 事 務 所

施 工 : 福 田 組

a . 新潟り.t長岡市新日r] IIrf2956 - 13 

b .  4 ，852m'  

c .  I  ，249m'  

d .  1，408m'  

e .  S 、 2 F  

f  昭和55年 5 月 - I I ( H日55年 I I 月

g  回鉄f2 ; 越本総、長問駅

リ バ ー サ イ ド 二 の 丸

設 計 : 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : ユ ニ チ カ

a 京都市伏見区 lil]L，' J 二の九回f 387

b .  586. 62m'  

c .  245.  16 m'  

d .  665.  82m'  

e .  R  C 、 3 F  

f .  II!H1l 56年 12)-J - 1I ! HI157年 8 rJ

g . 近鉄京郎線、向μ 却t

1640 徳 島 県 果 樹 試 験 場

設 計 徳 島 県 ・ 湯 浅 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 尾 崎 建 設

a . 徳山県勝 i，111抑 制1I 町大字沼江宇中筋11- 12

b .  6，850m'  

c  .  878m'  

d .  1，500m'  

e  _  R  C 、 2 F  

f .  ｬｉ ｾｦｄＵＶ 年 Ｘ 月ー日目相 ＵＷ 年 Ｕ 月

ｧ Ｎ 凶鉄徳 ｉｾｾ 駅下車、 ｬＡｅＮ ｨｾ パス西岡停留所

1643 信 光 寺 会 館

設 計 三 座 建 築 事 務 所

施 工 . 山 田 組

a 大阪市内成区梅雨 1 丁 [1 5  - 32 

b .  1， 706m'  

c  .  880m'  

d .  1. 119m'  

e .  R  C 、 3 F  

f . 昭和56年 4 r J - 昭和57年 12J ]

g . 地下鉄四ツ絡線、玉出駅

1646 水 苔 歯 科 医 院 併 用 住 宅

設 計 . 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 田 中 工 務 庖

a .  '_j三ifi ，Ii 大久保町北ノ山4 3 - 6  

b  640.  85m 

C _  250. 75m'  

d .  421. 75m'  

e .  S 、 3 F  

f  1昭和55年 4 rJ - 1昭和155年 10)-J

g  近鉄点目 ｉｉｾ 阜、大久保駅前

1641 田 辺 屋 本 庖

設 計 三 座 建 築 事 務 所

施 工 . 小 阪 工 務I苫

a  高槻市上回辺町 5 - 1 8  

b  177m'  

c .  144m'  

d  _  705m'  

e  R C 、 5 F  

f .  11首相57年 3 月-11自制57年 II 月

g  阪急京都線、高槻駅

1644 今 西 電 算 セ ン タ ー

設 計 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 播 磨 相 互 建 設

a . 宇 di l 打11:型f'H町

b .  332.  95m'  

c .  143. 00m'  

d .  665. 72m'  

e .  R  C 、 5 F 、 P 1  

f . 昭和53年 8 月- 1I i ' i 利54年 3 F1

g . 近鉄京高11線、大久保駅

1647 宇 治 市 観 光 セ ン タ ー

設 計 . 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 下 岡 建 設

a  宇治，li 字 it，I:苔の川 1 - 5  

b  1. 102. 41m'  

C .  283. 50m'  

d  490.  OOm'  

e .  R  C 、 2 F  

f .  II!J，初56年 12月- 1昭和57年 5 J] 

g  京阪、岡鉄、' 十 ifi!l li

、

v  



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 7 9  

調 理 室等 に 設 け る 換気 設 備 の 技 術 的基 準 の 改 正

調理 室等に設ける換気設備の技術的基準につい

ては、昭和 45年建設省告示現; 1826号が一部改正さ

れ 、昭 和57年 10月16 日付け建設省告示第 1673号に

より公布され、同年12月 1 日から絡行されている

が 、その改正された主な内容および運用方針等を

ご紹介する。

1. 都 市 ガ ス に 係 る 廃 気量 KQの 算 定 方 法

かんがみ、排気フ ード の椛造について一部緩和 を

行うとともに 、 これに伴い 、排気フードを有する

排気筒の有効断面舵およびこれに設けられる換気

扇等の有効換気誌の算定方法中 K の算定に関して、

燃料の単位燃焼註当たりの理論廃ガス量に采ずべ

き数値を i 20J から i 30J に改めた 。( 表 2 )  

なお、改正前の告示第 3 第 5 号 (1)の 規 定 に 適 合

する排気フードを有する排気筒については、改正

後の告示においても、当該数値について従前と同

じものとしているので、注意されたい。

表 1 都市ガスに係る廃気量K Qの算定方法の新旧比較

- - - -主!?l l |日 新

単位がス髭( m' / h) ガスの位百lにかか

当たりで定められ わらず、単位燃焼

ている. 最( KcaI / h) 当たり

で定められている.

K (理論廃ガス泣) ( 例)

4.5∞KcaI /m' 内ガス

4. 85m'/ I1l '  O. 00 1  08m' / KCaI 

11. ∞o  KcaI /m明ガス

12. 1m'/ m' 

Q(燃 料消費 ，:;1) m' / h  KcaI /  h  

表 2 機械換気する 場合の、排気フードの形状と必要風量

形 1K 風 :!Ii: 

@ 附 」川 以41下6}問土ヨ。見1t i7: 主ムL  

K Q= 2 0K Q  

( 従来通り )

燃娩器具

@  I 」 L1 排 気 ー ま 廃

K Q  = 301<Q  
「ー ガスをー織に j南

H(I m 以下) 集できること

(新 基 憎)
L  ＭＢ Ｍ ｾ＠ ｾＭＴ＠

ｾＰ 口。ｼ
燃焼器具

。上J己以外の 7 ード / ( Q =40K Q  

都 市 ガ ス に 係 る 廃 気 量K Qのt ) : 定方法が、 表 1

のと お り改正された 。 なお、この部分の改正は、

従来、都市ガスの極類ごとに呉な っていた計算を

一本化する目的て' 行われたもので、実質換気温; は

従来と変わらないので注意されたい。

3  . そ のf也 注笠付換気1.，" ( 40/( Q ) は従米泊りである .

告示首 ＱＳ 首ｾ 4 号 お よ び 第 5 号 (1) の「廃ガスの捕 にl話i して詳しい解説を付した「換気設備技術基準

2 . 排 気 フ ー ド の構 造

集について、これと同等以上の効力を有するよう ・同 解 説j の改訂版が( 財) 日本建築設備安全セ

に設けられた排気フードJ に閲する個々の判定等 ンターより近日中に刊行される予定であるので、

一般家庭等における簡易な排気フードの普及に 告示の運用の詳細については 、今 回 の 改 正 の 内容 これを参考とされたい。

( 大阪府建築指導謀 中 国 巌 )

建日中止とヱ第. " . . ，ロ

試 盲 ロ 不 第 1673守 川 川 川

建築基準法崎行令 ( 昭和25年政令Z i i 338 号 ) 第20粂の

4 第 2 項第 4 号、Zi i 6 号、Zi i 7 号及びZ i i 9 号の規定に

基づき 、昭和45年ill 設省告示首¥1826号の一昔11を次のよ

うに改正する。

院l 白書11 ( 以下「火師、等」 という 。) 及びその ハ排気フードの集気部分は、 Ij[ ガスを一様におIi

周開Ｈ火 ｩ ＱｴＮｾ 等から排気フードの高さの Ｒ 分 集できる形状を有するものとすること 。

の ｉ 以内の水平 ｾｈ 維にある部分をいう 。Ｉを (2) 令 m2 0粂の 4 m 2  Jj.( 第 1 号、首¥4 号、第 6 号及

緩うことができるものとすること 。ただし、 ぴ第 7 号に総定する換気上有効な換気扇その他こ

昭和57年 10月16 日 火線等に聞して下I也及び仕上げを不燃材料 れに恕1するもの( 以下「換気扇等J という。) の有

建 設 大 臣 始 | 刻 伊 平 としたｾその他これに航するものがある場 ')}J 換気品は、次の式によって計n した数値以上と

合には、当該部分についてはこの限りでな すること 。

し、 。

白 Ｑ｜ Ｓ 詰ｾ 2 号泣ぴZ i i 3 号中 「立 JY メート l レ又はキログラ 付 却l'公フードは、その下部に 5 センチメー

ム」を「キロカロリー又はキログラム j に改める 。 トル以上の垂下り部分を有し 、かつ、その

Zii 3 第 4 号を次のように改める . 集矢部分は、水平面に対し 10度以上の傾斜

4  令第20条の 4 zii 2  J買第 7 号の規定により排気フー を有するものとすること@

ドを有する排気筒の有効能rr 而h'll 二ついて建設大臣が Q  火を使用する設備又は器具の笑況に応じた

定める数値は、次の式によ って il l ' t ) : した数値とする 燃料Wi i H，J: (単位 l 時1mにつきキロカロリ

こと 。 一又はキログラム )

η  排気筒の IJj J I) の数

l  排公フードの下端から排気筒の頂音11の外気

この式において、 A v、/( 、Q 、" 、/ 及び h は、 に開放された部分の中心までの長さ (単位

それぞれ次の数値を表すものとする 。 メートノレ)

A v 排気筒の布効断I耐，'( (単位 平万メートノレ) h  初公フードの下端から 排気筒の取音11の外気

K 燃料の単位燃焼量当たりの法論廃ガス世に に| 銅版された苦11分の中心までのおさ( 単位

30を来じて得た! i l ( 次の( イ) から付までにより j ートノレ)

設けられた排気フード文は l苑ガスの掃i集につ 第 3 第 5 号(1) 及び(2) を次のように改める 。

いてこれと同等以上の効力を有するように設 (1)  令Zi i 20粂の 4 Zii 2 項第 2 号、第 5 号又は第 7 J 'J-

に規定する排気フードは、次のイからハまでによ

V = f ( Q  

この式において、 V 、!( 及びQ は、それぞれ

次の数値を表すものとする。

V  f良企i耳j等の有'))J 換気:hk (l il 位 1  時/i ll につ

き立万メート J レ)

I< 次の( イ) から付までにぬげる場合に応じ、そ

れぞれ次の( イ) から付までに定める品 ( 単位

立方メートル)

印刷及び付に掲げる場合以外の場合、首12

号に定める K の世

(ロ) 焼突に設ける場合 Zii 3 号に定める K の

) tf  

付担I ' $ . ¥フードを有する排気筒に設ける場合、

liii 号に定める/ ( の ':il

Q  火を 1! l ! J T1する設1ljj 文は日正jLLの実況に応じた

燃料il'j'{'l: ，J: (単位 l  時1::1につきキロカロリ

ー又はキログラム)

けられた排気フードを有する排気筒にあ って

は、燃料の単位燃焼量当たりの理論l苑ガス -:i(

に20を采じて得た量とする 。) (単 位 立 }Y ;I

ートノレ)

1) 設けられた排気フード文は廃ガスの1j 自集につい 別表を次のように改める 。

(イ) 初公フードの高さ ( 火潟! 又は火を使用す

る設制 ｩ￬ｾ Ｚｲしくは器具ーに設けられた掛気のた

めの IJ日口部の中心から排気フードの下端ま

での正月さをいう 。以下同じ。) は 、 1 メート

ル以下とすること。

(ロ) 俳伝フードは、火lJ fJ! 又は火を使用する設

備若しくは昔話共に設けられた俳公のための

てこれと同等以上の効力を有するように設けられ

た排気フードとする こと。

イ 初公フードの7 ，: ，lj さは、 i メートノレ以下とする

こと 。

ロ 排気フードは、火源等を鋭うことができるも

のとすること。ただし、火源等に而して下地及

び仕上げを不燃材料とした笠その他これに :mす

るものがある場合には、当該部分についてはこ

の限りでない。

(<1 燃 料 的 傾 Ui ＨろＩ旦ｾ "iufie ガス 11.(

燃料のず，材、 発 熱 'I(  

l キロカロリーに

(1) 耳目oI i ガ ス っき 0. 00108 (LJ i  

ノートル

L Pガス (プ
l キロ グラムにつ l キログラムにつ

(2) 

ロハン主体)

さ 12.000キロカロ "  12.9 也)' jノ ート

リー J レ

1 キロ グラムにつ 1 キロ グラムにつ

(3) tr i1h き10.300キロカロ
"  12. 1i Ui メート

リー ，レ
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 Ko.97)  

唱コンプラスト 211 申

姐 体 防 水 用 非 空 気 連 行 性 標 準 型 減 水 剤

- は じ め に

近年のコンクリートは、骨材司王怖の悪化と; R ンプ

圧 送 の 普 及 に よ り 単 位 水 量 の 過 剰lが 当 然 の も の と

な っ た 。 ま た 生 コ ン プ ラ ン ト の 普 及 と 配 合 の 徹 底

し た 標 準 化 の た め 、 ほ と ん ど す べ て の コ ン ク リ ー

ト が 空 気 連 行 す る と と も に 配 合 に 関 す る プ ラ ン ト

へ の 依 存 度 が 大 き く な り 、 そ の 結 来 、 「透水と 亀

裂 は コ ン ク リ ー ト の 宿 命 で あ る 」 と の 絞 った 3思議

が 建 築 技 術 者 の あ い だ に 浸 透 し て い る 。

ここに紹介する「コンプラスト 211J は30年 前 に 英 国

で 開 発 さ れ た 非 空 気 連 行 型 の 高 い 減 水 性 能 を 持 つ

混 和 剤 て ¥ コ ン ク リ ー ト の 強 度 ・密 度 を 高 め 、 透

水 せ ず 亀 裂 の 入 ら な い コ ン ク リ ー 卜 を 作 る こ と を

目的とした製品である。

来: < ! J i . 貿易側が英国から輪入を始めてから 18年 を 経

て お り 、 官 庁 ・ 民 間 を 問 わ ず 数 多 く の 笑 紛 をmね

て い る 。 現 在 圏 内 生 産 を 始 め て 3 年縫っている。

・ 特 徴

Ｑ 余分な空気を迎行せず、作業性を落さないてＮｾｲＮ

皮 密 度 を 地 大 す る 。

2 ミ y ク ス に 粘 り を 与 え f1・材分離を防止して、ジ

ャ ン カ の な い 均 質 な コ ン ク リ ー ト を 作 る 。

3. 粘着力が強〈躯体の拘束! 交を高め、収総iに よ る

ク ラ ッ ク の 発 生 を 最 少 限 に 抑 え る 。

4. コ ン ク リ ー ト 躯 体 内 の 毛 細 管 を 閉 饗 す る 不 透 水

性 ゲJ レの形成を助長する。

5 有 害 な 塩 化 物 を 一 切 含 ん で い な い の で 、 鉄 筋 を

腐 食 さ せ る こ と は な い 。

6 以 上 の 相 互 拶11* と し て コ ン プ ラ ス ト 211 の コ ン

クリートは、 亀裂 せ ず 透 水 せ ず 、 凍 結 融 解のサイ

ク ノ レ に も 強 〈 、 コ ン ク リ ー ト 本 来 の 優 れ た 耐 久 性

を発揮する。

・ 諸 物 性 ( 表ー 1 参 照 )

・ 用 途と 目的

コンプラスト 211 は 慨 に 全 国 各 地 で 使 用 さ れ 、 処

理 場 、 ポ ン プ 場 、 プ ー ル 、 地 下 鉄 、 地 下 駐 車 場 、

ピ ル の 地 下 組 体 、 屋 上 等 の 躯 体 防 水 を 目 的 に し た

も の を は じ め 、 工 場 、 倉 庫 、 卸 売 市 場 、 !ltllI 場 等

の 床 面 の 耐 久 性 と 亀 裂 防 止 を 目 的 と し た 施 工 笑 紛

が 多 い 。 ま た 最 近 は 一 般 躯 体 コ ン ク リ ー ト そ の も

の の 耐 久 性 が 見 直 さ れ 、 全 身l昼 休 に 採 用 さ れ る ケ ー

スも多い。

防 水 : 従 来 行 わ れ て い る シ ー ト 、 ア ス フ ァ J レト、

主主 際 、 い づ れ の 防 水 工 法 も 高 価 で は あ る が 完 全 と

は い え ず 下 地 コ ン ク リ ー ト の 欠 陥 に 起 因 す る 漏 水

事 故 も 多 い こ と か ら 考 え て 、 コ ン ク リ ー ト そ の も

の で 防 水 で き る と い う こ と の 君 、 義 は 、 経 済 性 、 耐

久 性 、 維 持 管 理 の 容 易 き い づ れ を と っ て も 計 り 知

れ な い も の が あ る 。 ま た そ の 信 頼 性 に つ い て も 、

18年 間 の 笑 縦 、 特 に 結 来 が 顕 著 に 出 や す い 屋 上 防

水 に お い て 既 に 15年 の 経 年 笑 紙 が あ る こ と を 考 え

れ ば ま ず 問 題 な い と い え よ う 。

耐久性 Ｚ近年の骨材 ｚ ｲ［ ｦｾｪ の悪化、特に海砂使用に

起 因 す る コ ン ク リ ー ト の 耐 久 性 の 低 下 に l期 し て は

業 界 全 体 で 憂 慮 さ れ て い る 問 題 で あ る が 、 建 設 省

の 指 針 が 示 す よ う に コ ン ク リ ー ト の 鷲 皮 を 上 げ る

こ と が 耐 久 性 向 上 の た め に 必 要 と さ れ る よ う に な

大阪芸術大学

縁本英世記念館

東亙貿易株式会社

本庖 干530 大阪市北区幌国 1 丁目大阪駅前第二ビノレ1111皆8 号

T  E  L06- 346- 0212 

っ て 来 て い る 。 コ ン プ ラ ス ト 211 は 空 気 通 行 せ ず

に 従 来 の 混 和 剤 と 同 等 の 減 水 性 能 を 発 揮 出 来 る の

で 、 コ ン ク リ ー ト の 耐 久 性 向 上 に は 最 適 と い え る 。

特にモノレタノレを省いてコンクリート打放し商に直

接 化 粧 材 吹 付 け を す る ケ ー ス が 多 く な っ て い る 現

在 で は 、 こ の 種 の 混 和 斉IJ を 使 用 し た 高w度 コ ン ク

リ ー ト の 必 要 性 は 高 い と い え る 。

・ コ ン ク リ ー ト の 配 合条 件

a) 水 セ メ ン ト 比

強 度 に よ っ て 決 ま る 他 と は 別 に 以 下 の 条 件 が あ る 。

水 圧 を 受 け る 躯 体 ( 屋 上 水 槽 ・ 地 下 躯 体 )

躯 体 厚 300 mm 以 下 の 場 合5 0 %以 下

躯 休 厚 300 mm以 上 の 場 合5 5 %以 下

地 上 の 一 般 躯 体 ・

コ ン ク リ ー ト 打 放 し の 場 合5 5 %以 下

表 面 に 保 設 材 料 が あ る 場 合6 0 %以 下

コンクリート直抑えの床而( 工場 ・倉 庫 ) :  55% 以 下

b) ス ラ ン プ 水 平 ス ラ プ 、 梁 : 12cm以 下

壁 、 住 15cm以 下

打 設 が 困 難 な 場 合 、 コ ン プ ラ ス ト の増 量 に よ って

約 3 cmスラ ン プ他 を 上 げ る こ と が 可 能 で あ る 。

c) 単 位 セ メ ン ト 註 1  m'当 り300kg以 上

d) 混 和 率 と i成 水 率 :

セメント 100kg当り 330c . c . 添加、約 8 %

表・1 路物性

性 状 71i 安

附縞色液状、 18 t 缶

と200 t ドラム

比 m 11. 17 (20"C)  

脱制安定処理された

主 成 分 リグニンスルホン般

l.il. 

i瓦化物音イj 1;事 無

空 気 連 行 車 +  0  - 1 . 0 % 

( 打訴時) (対プレー ン比較)

規定量的 2f告混和し

た場合、若干の遅延

過剰混和町彬噂 が生じるが最終強度

は落ちるニ とな〈む

しろ増大する.

使用セメント ポートランドセノント

A  S  T  M C494  A  

セメント 100kg当り 420巳c 添 加 、 約 1 2 %

・ 代 表 的 民 験 結 果

( 1 ) 一般性能( 表 - 2参照) 、 (2) 配合試験( 表 - 3参 照 )

- 代 表 的 施 エ 例 ( 写品工参照)

大 阪 芸 術 大 学 塚 本 英 世 記 念 館 ( 全 躯 体 コ ン プ ラ

スト 211 を使用)

道領土問書ｾ 3  f : 主合ピノレ( 地下堀体のみコンプラス

ト211 を使用)

大本教本音11(1色岡第 3 安 生 館 ( 全躯休コンプラス

ト211 を 使 用 、 屋 上 は 防 水 層 な し )

・ 使 用 上 の 注 意 事 項

1. 打設 l時 に 充 分 な 締 め 固 め を 行 な う 。

2 鉄 筋 の 依 り を 正 雌 に す る 。

3. 五IU鍛 中 、 現 場 に お け る 加 水 を 絶 対 に 行 わ な い 。

4. コ ン ク リ ー ト の 誕 生 を 充 分 行 う 、 特 に 屋 上 ス ラ

プ は 必 ず シ ー ト 掛 け 養 生 を す る 。

コ ン プ ラ ス ト を 使 用 し た た め に 特 殊 な こ と を す る

必袈はないが、 一 般 の 注 意 事 項 を 充 分 に 守 る こ と

が 大 切 で あ る 。

. お わ り に

コ ン プ ラ ス ト は B S お よ び A S T Mの 減 水 剣 規 格

に 合 致 す る 混 和 斉IJ である 。 我 国 の J 1  S  ( 尖) も

最 近 公 表 さ れ て お り 、 こ れ が 公 布 さ れ た 折 に は そ

れ ぞ れ の 規 格 値 に 対 す る 検 討 も 必 聖 書 と 与 え ら れ る 。

タイプ.

適 合 組 絡 B  S  5075 :  Part 1  

道頓掲第 3 住倉ピル 大本教本部亀岡第三安全館

:  1974. 

その他同際線格

表 - 2 一般性能

単位センント最 セメント 100 kg当り 水セメ スランプ 圧縮強度 ( kg/c耐) 28 日密度

項 目

( kg/m' )  211i 昆和量 (c. c) ント比 (cm)  7 日 28 日 ( kg/ m') 

l 様 持主 300 
。

0 .62 5  250 370 2，395 

2 作 業 性 向 上 300 300 0 .62 10 260 380 2，392 

3 強度w度地大 300 300 0. 55 5  335 455 2，413 

4 セメント減量 270 300 0. 62 5  250 375 2，395 

いずれも普通セメント使用、 tt 材は3 4 %砂、 66% 砂利。 ( フォス ロック 中央研究所)

表 - 3 配合鼠験

配 合 セメント 100 kg当り 水セメ 細骨材率 水 セメント 細管材 キfl 骨材 スプンプ 空気設

番 合 ＲＱＱｩｾ Ｚｦ日 ｩ ［ｊＺ ( cc)  ント比 ( %)  (  e/ rn') ( kg/ rn') ( kg/ rn') ( kg/ rn') (cm)  ( %)  

I  
。

50 38 179  358 686 1，161  15. 7 0. 6 

1I 300 50 38 179 358 686 1，161  21. 0  2. 1  

III 300 50 38 161 322 695 1，178 15. 3 2. 2 

I の無混和自己合は制骨材Z艇が低いため粗骨材が目 立ち分騰しみ3い状態. 1I は 211 協和て' 作業位向上、但しスフ

ンプ値が高過ぎる。 10% 減水と減セメをした 111の配合は良好な粘りがあって分雌せず、組休防水に過している。

使用組fi 材はいずれも川砂利6 0 %、時石4 0 %.( 束 !IE貿易技術部)

(北山 悟 / 側 松村組大阪本応工務部品質管理課)
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ア メ リ カ 建 築 巡 礼 記 そ の 2

N e w Y o r k，N e w  Y o r k  

小竹 達 也/ 日目制設計

読者の頁

可ムのらくがきか募集

0 1 イトルを適当におつけ ( 1; : さも 」 ま たスケ γ チ場所などを宮崎

て 2∞ 'jq'I' 目皮肉コノントをつけて下さい

。 サイズは ｉＵＰ ｘＲ ∞ミリ 校皮肉白紙にＮできるだけ川インキで ｾ ｉｾ い

たものとします {ハ ガキ .kでむ zl しっかえあリません.l

o j品純分には脱定的指科をさしあげます. I阜UIJ としてスケ y チ的即.

倒的 ｩ 邑却はいたしませんが、返却品質問場合はその行持 ｾ･ 下さい Ｎ

0 氏名、住所、職1匹、年併を明記してω日本挫築協会制 lllffil 宛お送

り F さい

1英が初めてニューヨーク市に足を踏み入れたのは

34番街のペンシルベニア駅の地下プラ y トホーム

に降り立 ったl時だ。何も分らず広い椛内を歩き回

り、や っと 地上に飛び出した 。その時僕は自分が

ニューヨークという街のどこに居て 、そこがどう

いう所なのかほとんど知らなかった 。J ! J i ! を出て後

を ｊ 辰りｪｩＧｩ ｊ いた ｬ 侍、巨大な曲面ｾＺｴＺをもった建物が ｊ ［ＡＧ

えたが、それがマディソンスクエアーガーデンだ

とは知らなかったし、またしばらく行くと大きな

古ぼけたホテルがあ ったが、それがあの建築学大

系にもでていたウォルドルフ アストリアホテル

だとは後で知ったことである 。 とにかく伐はさま

ざまな感覚総にとぴ込んでくる情報を監理するの

に利一杯だった 。

そこは巨大なビルの谷間にゴミの倣活しした通り、

i¥'L' ，'A  < 汚れた石の建物に種々な繭胞が並び、多在fi

多様な人組が行き交う雑踏の最中だった。だれも

この一人の呉邦 人のことなど気にかけない。街角

でプレ ッェルを焼〈匂い。道路からはシューシュ

ーとぷ気が出ている 。車道をイエローキャプがク

ラクションを I鳴らしつつ走り過ぎて行〈 。すれjfi

う女ーたちが話している言築はすごい早口である 。

何 という悦乱と忙しき 。{ 尖はすぐ自分が大都会の

J' r中にいることに気付いた 。そして何かしら俄し

い! 恐怖を持ったものだ。歩きながら見上げると、

地上数百フィートの摩天機が視界の中に主主えてい

た。i買はもう自分がニューヨーカ ーにな ったよう

な気がして 、こ の巨大な j祭天機群の足元を沼をす

ぽめて平然と通り過ぎて行〈向分の姿を、何か誇

らしく感じたものだ。 る。建築は高きが故に尊いとは言えない。 また超

摩天楼、このニューヨークといえばすぐ思い浮ぷ 高層ビルが林立する街区が都市計画上、常に普ーい

景観の立役者たちは笑際、この者11会のもつ魅力の ものとは言えないにしても 、こ の圧倒的な景観は

象徴である 。それはあらゆるものがそこに集合し、 人聞のもつ、 filJ ili 7; の波さということについて、

それらのものが絶えずI王雌な活力によって更新さ 何に も均して説初力をもっ。

れていく大都会の持つタ“ イナミズムの形象化てあ

書評 、老人のための居住空間庁

をよんで、

藤本尚久

近畿大' 下品附m築計画
"

刊

以
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やはり摩天機は体大である 。

5番街、ロックフエラーセンター附近

わが国も高紛化社会へ|古l かいつつあり、その対策

が急務であるといわれながら、建築学の分野では

「老人がどのように住むか j の研究は相変らず地

味な存在である 。このままでは、高齢化段階が現

笑のものとな ったl待、またぞろ、従来の住宅施策

や都市施策のように、急坊の調査をもとにして、

て、材料 ・寸法 ・納まり等で雄築設計がどう対処

しなければならないかを説明したもの。 2 i ! ' tは老

人のための住宅の公的助成の法定恭準と推奨必椴

そのものの全訳であり、わかりやすいイラストが

ついている。 3 章は老人ホーム建設のために政府

が、処築家 ・技術者 ・関係者向けに出した設計婆

制度 ・ 基準や際準設 ｾＧ ｉ のずテ Ｇッ チ上げられるという 領内。 4 i ' ! ! は在人住宅そのものではないが、被害

悪弊に陥ることになろう 。 者の70%を老人が占める住居内事放の防止の設計

ここで事前の一石を投じようというのが この本で

ある 。英国の老人住宅政策に関する 5 fl tl- の文献を

和訳して 5 ￮ｾ の Ｍ ＱＱＦ として編集したも のである。

1 章は老人の身体的 ・生理的 ・心理的特性に対し

手引 。 5 ￌｾ は、これらのプリン ｹ プルが生きたも

のになるために続けられている事例の記録と追跡

調貸である 。わが国でも知られるスティーヴネイ

ジニュータウン内の老人向けよ長合住宅の計画 ・主I!

F  



建 築 と 社 会

二L

ニュ ーλ 原稿をお送りください。

「ウ インドー・ルーム ・ファニチュアー」展 開 催

( 大阪展)

日 時 1983年 3 月 2 日同 - 3 月 9 日( 村

午前 11時より午後 7 時まで

場 所於大阪市天王寺区四天王寺会館ギャラ

入 場 料 無 料

( 大阪シンポジウム)

日 時 1983年3 ) =12 日( 村

午後 6 時30分~午後 911寺まで

石井手口紘( 控築家)

藤井陣己 ( 往築家 )

植田実( i l l 築制集者 )

泊 l京えっとむ ( 画家 )

定 只 300名

入 場 料 1，000円

述 絡 先 機 崎 新 ア ト リ エ 、 間03- 405- 1526

場 所於大阪市天王寺区四天王寺会館大ホー 「ウ イ ン ド ー ・ル ー ム ・フ ァ ニ チ ュ ア ー」

j レ 展 に つ い て

N S K講 演 会 開 催

、建築仕上の耐久性を考える F

主 flij 日本，建築仕上材工業会

日時 ｉｉｾ 和 ＵＸ 年 Ｒ 月 Ｑ Ｘ 日幽

午後 1 時 - 4 時30分

場 所 日本建築学会 ( 建築会館)

( 国屯田町駅下111徒歩 5 分、都営地下鉄

三回国駅徒歩 3 分)

講 演 者 検 木 発

及iiil 組 (;也，i ) < 省建築研究所第 2 研究部耐久性研究室々長 )

建築仕上塗材の耐久性 13  :  00- 14 :  00 

小俣一夫

( 日本ill 築仕上材工業会副会長 ー技術委 l U<)

外壁の改装と仕上i針 -1' 14 : 00- 15 : 00 

センチュ リーウォ- ) レをめざして

山田 幸 一

ＨＯ 品 ｬ 州大 ， ＧＨ工学部教 ｪｾ .  J : I'. V- )  

住自ft自の大修理 15 :  10 - 16 :  30 

連絡先 日本建築仕上村工業会

03- 861- 3996 ・3844 052- 581- 6311 

06- 373- 0228 

テ ー マ 「建築に於ける概念とその表現J この展覧会は 1981年 l l r J にニューヨークのクーパ 個 展 見野健治油彩小品展

ノぞネラー トy ド ・ウィリアムス ーユニオンで聞かれたもので、同校のト ッ ド ・ウ 明 赤 い 煉 瓦 の あ る 風 拭グ

イ 1) アムス、リカルド ・スコフィディオ両教授が( 処築家 ・クーパーユニオン教授)

リカ l レド ・スコフィテ'イ オ 企画し、建築の基本的な嬰ぷである「ウインドウ 日 時 昭 初58年 3 月22 日( 刈 - 3 月31 日以

(，辿築家 ・クーパーユニオン教授 )

石井手口紘 ( 建築家)

・ルーム ・ファニチュアー」をテーマに、三つの 午前 1111寺~午後 71時 ( 日開日休Jils )

エレメントの機本的な意味と相互の| 主I A性を々え 場 所 今 続 四Jllfi (Tel 06ー203- 4583)

上回 鰐 ( 建築家 ・大阪大学教妓 ) て作品にすることを、建築家のみならず広〈画家 大阪市京区今橋 2 丁目 21藤浪ビル B 1  

渡辺盟手口

(建築家 京都芸術短大教授 )

伊東12雄 ( 建築家 )

定 只 300名

入 場 料 1，000問

( 東京展)

. 彫刻家 ・'13:点一家 ・詩人などに呼びかけて合計110

点に及んだ。

今回は、ニューヨークから送られてくるこれ等の

作品に対し、日本Il ! 1] からも迫力11出品を加えて吏に

桁極的な意味を求める展覧会にしようとする 。同

時に上記の両教授を迎えて日本 Il ! 1 ] のパネラーと共

日 時 1983年 2 月11幽 - 2 月24 日L

午前 11時より午後 711寺まで

に、クーハーユニオンでの建築教育とこの展覧会 ホフ。レ ス テ イ ク グ

の関連性、また広 O]! ; ? s とその芸術的表現の 可能 ( 昨年必自Ilfl J)

場 所 東 京 日11港区六本木アクシスビル 4 F  性などについても J7えるシンポジウムが計阿され 大 阪 都 市 環 境 会 議 編 集 ・発行

アクシスギャラリー

入 場 料 無 料

ている 。 連絡先 : ｃｏｍｾｉＧ 同研究所内 06- 652- 2660 

( 東京シンポジウム )

日 時 1983年 2 月24 日( 村

午後 611年30分より午後 911与まで

場 所 来 京都新宿区西新宿2- 4- 1

N.  S. ビl レ16F ミサワインテリアホール

山品者1f t 1] には、フランク ・ゲーリ一、ジョン ・へ

イダ y 夕、磯崎新、チャールズ ・ジエンクス、リ

チヤード ・7 イヤ一、スタンレー ・タイガーマン

などが含まれ、追加 U¥ＱｾＷＱ オ Ｇ￭ｦ ｊｬリには、亦 ｗ ｉｩ川Ａ京、 ｆ 、

: m: ; 宇光、 安 Ij;長Jど、u:l k、付十点! 位blt 、上 l封筒、 M日1:A、

相原えっとむ、合1長lt 削、渋沢孝側、白紙l注目1¥、

テ ー " 7 i 建築デザイン教TJ と表現 ( 仮題 )J 111原佐一 、マイケル ・グレーブス 、松沢宥、7 iO協

ノマネラー トγ ド ・ウィリアムス 愛子のれ氏が予定されている 。

(4.]! ;築家 ・クーパーユニオン教授 )

リカルド ・スコフィディオ

(処築家 クーパーユニオン教授 )

設内容と入居者の住まい方、それに、 j元住環境と 町、非には具体的な設計ディテールと数値が12'4i て'

しての評価の調作紡糸が、写点と図而を駆使して ある 。 わが同ではそのような本を出すには、その

紹介されている 。 Ｑ つ Ｑ つに「科学的似拠がない ｊ などという ｾｉ ， 科

ill Wi 占のせかいでは輸入された本が出処lる頃には 学的な維くせがつけられることを党惜しなければ

訳占もまたお日比えするという はんらんぶりが ならないが、この本では、そういうことよりも、

みられる 。中には昨占片手に原諸を 5えんだ万がま 提案ー建設一追跡調 ｦ 十一 ｈｾｉｊ 支 ・ 基準の相互のつな

しな伎の粗1末なものも多いが、この沢" ｾＺは目立た がりが行機的であることと、そのありさまを‘ 1<明

ないながらも n分たちの学判として地道に取り組 な形で公表 ・普及することが、あらゆる住空I i りの

む謙虚さと、多くの人々に読んでnおうとする恩 問題解決の法本であるということを教えられる制

いやりが訳語の選ぴ万にうかがえる 。 lt にな っている 。

あえて注文をつけるならば、この本の原; ; . ' ，: が一冊

でないことでもあり、折角のタイトルからしても、

別意として、わが国の老人住宅の研究や施策の概

観を、 「訳者まえがき j の中にある訳者の私論を

含めて加えられて欲しかった 。

10年Nrj i j に身障者のための設計告がやはり茶番か

ら訳された時、データよりも、その巧え方や手法

が安11 られるようになり、現イf 公刊されている国内

の手引 II"}: の原動力とな ったのと 、同 じような役制

をWI 待したいものである 。

住接 とH 会 1983年 2 J j {; '  13  



ＺＺｴＢｾＧＺＺＺｊ＠ F i ' - J : : J ヨ〉穂武轟祉

本 社

大 阪 支 唐

名古屋支底

広 島 支 l吉

高 松 支 庖

広 〈 建 築 界 に ご 奉 仕 す る

大阪市西区西本町1 - 1 3- 8s 06 ( 532) 5841 

名古屋市千種区内山2- 8- 6s052 (73  2)  3281 

広 島 市 橋 本 町 4 - 3 合日 82( 221 ) 0337

高松市屋島西 町1899- 5  s 0878( 43) ・001

- 営業所・代理I吉

連 ・舷阜・ 豊橋 ・浜松 ・金沢 ・富山 ・福井 ・和歌山 ・神戸 ・尼崎・

京都 ・奈良 ・姫路 ・岡山 ・福 山 ・松江 ・宇部 ・高知 ・松山・ ・徳島

東 日本 ナ ブ コシステ ム世帯 n- 03(591)6411

九 州 オ リエン ト産機憐] 雪印2(781) 7561

製造元 日本エアーブ レーキ脚 色078(251) 8080  
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| 設計者のプロフィール 7  関西の昭和生まれの建築家 I

三輪泰司
地域計画建築研究所

略 歴

聞 き 手 ・編集委員 下前裕一 ( 東畑建築事務所)

プロフィール海軍5 島 修一 ( S T UDIO A  T )  

生 年 月 日 日 目 初6年8 月27 日生 ( 51歳) : 教 職 京 郎 工 芸 繊 維 大 学 品 師 j  

出 身 地 京 都 市 ( 非常勤 )

最終学歴京都大学大学院工Ｇ下研究 ｩ おもな受賞内閣総理大臣特 ｾｉｊ ｴｴＨ共同 ｩ
料建築学専攻昭和33年卒業 r21世紀の国土と国民生活の量計J)

職 場 地 域 計 画 控 築 研 究 所 代 表 ; 代 表 作 品 凶鉄吹田駅前市街地再開

取締役 j  発 '1>: 1; 計画( 大阪府吹田市 ):

事務所所イビ地 干600 京都市下京区内粂 白 京郎社会事業財団二条{呆

jrfj ; Qj 念西入 J レ 大相銀行 ( 宵! 盟 ( 京都市中央区 )

京都ビル :  京航ゼミナ- ) レハ ウス

公 職 都 市 計 画 コ ン サ ル タ ン ト : ( 京都府北桑 111 1m)  

協会旦Re)> :趣 味 絵 画 、 登 山 j  

京m建 築 設m'iUl I l 協会 ｪ 好きな さ ｾ Ji IJ 紙聞新橋地区、 '1' 悶西安

専務理事 j  の ｾ通

国鉄吹田駅前市街地再開発 Ｉ ｊ ｯ［Ｎｾ位計図 京都ゼミナールハウス

都市計画ホ仕掛人か

16年前の 1967年、節分の日京都 ・吉田山のふもとで、建築 ・土木 ・

経済など分野の追うものが集まって、 3 - 4 人で小さなアトリエを

開設した 。今日の地域計画 ・建築研究所である 。いまでこそ都市計

画を専門とする事務所も数多いが、当時は" f ，[S市計画砂という言葉

さえ世間から十分に理解されてはいなかった 。 [ " 都市計画が学聞

か、といわれていて、はたして社会的需用があるかどうか心配だっ

たj と当時を振り返る 。 ところが E X PO' 7 0 の計画が始まり、その

会場計画に参加したり、折からの高度成長期で、この分野への要求

が明えはじめた 。先行きの読みの j架さがズパリ適中した。 そのうち

に都市計画に関する法的体系も次第に充実して、学問体系としても

急速に発達してきた 。その一翼を担ってきた人である 。

したがって、単体への建築のアプローチも地域や社会環境が前提と

なっている。「建築物は地域空間を構成する一安安である J [ " 処築と

は土木、建築、都市 、すべてを包括するものとしてとらえている」

と巾広い建築械を持って爪動にあたっている 。

この視野の rll の広さは経歴の多彩さからもうかがえる 。京都大学で

は森庇i慶一、嶋田友也両先生からの教えを受け、さらに西 山タ[1三、

故紺谷裕規先生からのJ1341i が大きいという 。 さらに 、東大の吉武奈

水先生の指導をうけたり、一時、施工会社にも所属していたことが

ある 。

さて、「良い建築を造るにはオーナー、それに土地に惚れること」と

建物の建つ土地や地域を介してその周辺からみる、ものの見方の大

切さを説〈 。この意味からいえば今日の設計に費やされる時間は、

ややもすれば短かすぎるという 。業務は地域、都市計画と処築設計

の杭l方を両立させているが、「この両者は性質が呉なる 。都市は不特

定多数の原理で成り立っている 。いつまでたっても竣工がない、や

り変えることができないから、何んらかのf:li. fl，IJや誘導でガイド造り

をしていくことが心要J {9IJ えばこの成功例として兵庫県 ・械崎町の

地域計画を上げる 。人口 6000人あまりの町で 6 つの公衆浴場がある。

地蔵助、御所の湯などと名づけられたこの公衆浴場を 町のカイドラ

インとしてそれぞれに個性を持たせて設計した 。これを中心に周辺

にできていく建物を誘導していく方策をとったわけである 。地域ご

とに例性ある対鋭が形成されていくばかりか、 IIrf Jえのコミュニティ

ーも弁はえている 。 また、地域計画は「土地の倍ほどの権利がから

んでくる 。生前改善や業経転換 、さらには財産管理に至るまでの相

談や剥盆をしなければならない。 この為にはどの桜度住民の中に入

り込んで、本音を引き出せるかが肝心j と時にはネクタイなど投げ

恰てて、相手の懐に飛び込む地道なｩ￬Ｑｾ宣活動を行う 。 しかし こ れも

「人間に興味を持 って、社会環境の一部と思ってやったら面白い」

といい、また「土地を離れた農民と同じものが都市の中にもある」

と経験の深さに基づく ｾｬｬｩ しさものぞかせる 。

これからは「経済に裏打・ちされた地方の独立性の時代J と位置づけ

る「地方と中央の競合の JI寺代で、この中で地域計画をどのように展

開させるか、大変可能性がある J このためには 111 の広いものの見方、

知必が求められると語る。| 町並保存の仕事も数多く手がけている。

「過去の文化のもつ意味はトンネルを取る技術と同じ、うしろを見

てl拐を刷る 。未来への予 iWJ には常に後ろの測点が必要。この意味で

過去の文化は大切にしたいd と工学者らしい文化論を展開する。

ところで 、700年も京都に住み続ける生粋の京都人である 。京都には

あまりオリジナリティーがないが、過去、腕の良い職人など集めて

きては新しい産業を起こしてきた 。京都はア ッセンブリーやコーデ

ィネートの街、それに情報の街で批評の要素があるという 。 この意

味からはみずからも仕船人を自認する 。「事業を仕ゆけ、火花をもえ

上がらせていく、これが成功した H寺が段高の面白さ J と諮る 。今 、

その一つに南山城の学術研究都市がある 。惚れ込んだ地域に深い洞

察と巾広い見識で仕掛を仕組んでいく 。そして何よりもすべてを包

み込むような人制の大きさの魅力がある 。

最後に、 「人づくりが最高の芸術j と誘ったことが印象的であった 。

〔次号の受場者は '1' 川洋一氏( 安井建築設計 ・J'; 務 所) )
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建 築 の 原 形 を 求 め て く III>

風のなかの難波宮

狩 野 忠 正

伝統のより深い理解は伝統の否定を行うことによ って 、はじめて

なされる。伝統の否定は創造への契機を苧み、伝統をより強〈受け

継ぐ ことになる。批判されることなく持続する伝統をたち切ること

により 、思想、の裏打ちを怠らぬ伝統を持っとき、伝統は既成の形式

に堕することなく創造の土壊たりえる 。前固まで私は遠〈、西洋に

おけるデルフォイ、西洋と東洋の問におけるべルセポリスへと歴史

を逆流した 。これらの泣跡から、私は 言葉を超 えた圧倒的な美を 経

験し 、その 「美j が現代とは全〈異質の文化、政治、経済のもとで

生まれたものであるにもかかわらず、時代を超えて私の内に生きて

いる ことにだ; ! いを至した 。美は 永遠であり歴史とは無関係に生き続

けると同時に、その永遠の美はある特定の時代、場所、作者によ っ

て創造されるという側面をm二せもつ。そうして生まれ育 った文化の

総体が伝統として歴史のなかに編み込まれていく 。つま り、新たな

る創造は、いつの時代にあ って も伝統とせめぎあい、五!;K揺をとおし

て実現されるものといえる 。今 回は伝統の歴史を撤11 るべく、難波宮

を考えることとした。

日本建築の伝統は中園、朝鮮からの彩響に よって培われたといわ

れるが、日本民族の強靭な批判精神により我国独自の建築空間を形

成することとな った。 日本建築の優雅、繊細、科1翠は中園 、朝鮮と

異なるものである 。 4 世紀頃から高句麗 、新羅、百慌の興亡は 、海

を越えて日本に影響を及ぼすこととな った。大陸から移動してきた

騎馬民族と大和民族の間の文化の交流がはじまったのであるが、彼

らの文化をそのまま受け入れることがなかったのは、古代人の経験

からくる批判精神がそのようにさせたからであろう 。

応神天皇の時、外国との交流を 言十る場として大限宮が計画された 。

難波宮の原形である 。 日本書紀によると大限宮は現在の天神紙近く

に建築され、附近はスミノエといわれ、その清澄なる水域がミソギ

の神事を行う村l孟の場として選ばれたとなっている 。倣恨の布11司王は

仁ご二コ 前剣難;直宮

E 二 コ 後期総波宮

ーーーーーー 史跡指定地

ーーーーー 追加指定

予定地域

O  発 掘 次 数

難 波 宮 跡 復 原 略 図

民間の信f耳目: 結びつき、大限宮周辺は古代人の信仰の坊となった。

政治と交易と宗教が合体した日本的な建築空間を形成することとな

った。大限宮は計画的になされたのではなく、内、外の状況により

単体の建築として造営された。 6 世紀初めは倭の五王といわれる時

代であり，天皇制がまだはっきりとしていない時である 。国家とし

ての形体も整っていない JI寺である。大王から天皇、地方の集合から

国家へ、古代人の精神の中で基本的な思想が激しくゆれ切J いた JI寺代

であった。 538年仏教伝来により、精神高揚は頂点に達することと

なった。天皇制による国家統ーは仏教思想を基本とする我国独自の

ものであった。

645年大化改新により難波宮が都市計画にもとずく、大規模な宮

者 ＱＱ として、現在の場所に計画されることとな った。大陸文 化のＩ［ｾ斡

を受けながら、律令国家としての政治の中心地として、維波宮者11は

考えられた。相: は: I l i i立柱、屋線は板、納l支王} ーであった。紫材に対し

ては 20年も使用すれはー十分という考え方であった。むしろ、 20年の

サイクルで建替を行うことが日本建築の持つ精神性と巧ーえることも

できる 。朱塗の直径60cmの位の亨IJ が大地に直立する僚は、人々の意

識の底にしっかりと定治していた民族のエネルギーをおもわせて強

烈である 。復府の回廊は結界であり、内部に向けて、精神性を高め

て行〈場の設定となった。政治を務る初| 湯殿は回廊に囲まれた中に

あって、投影する光線によって躍動感にあふれていた。中庭に敷き

つめられた砂利は大地の主気をふくんでいる 。 日本の空間の考え方

は土と一体になるところから始まるといえる 。外国の建築が大地と

完全に分自 ｉｾ して考える のとは大いに呉なると ころである 。 南北事 ｢ を

中心に対称形に配置された建築の考え方は百済の建築の彩特である

が、野I f j 皮112; 全長から受'ける印象は日本的である 。それはディテール

に対する与ーえ方が違うところからくるのであろう。ティテールは大

地に桜づき 、自然、と調和し、同化しているように恩われる 。束西500

後期雛波宮( 内裏から南方草月堂院を望む)
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M 、南北 7 0 0 Mの宮都は当時の上町台地の広さからはやや大きすぎ

るスケールと忠、われるが、景観の全体像を計画の中にイメージする

古代人の認識の雄大なところからくるからであろう 。古墳時代、仁

徳天皇陵のエレベーションを海から訪ずれる外国人を意識して構築

したことを考えあわせ、古代人のスケール感は内容の違うものであ

ったと考えることができる 。難波宮都完成後、者[1は一つの場所に限

らず、飛鳥富者[1、大津宮都と陪都の形をとり、政治を行う場が並列

形態をとるようになる 。場の多面展開によ って、社会の安定を身え

ることにな ったのは、理性よりも感覚で全体の統ーを計ろうとした

現れである 。坊を移動することによる伝統の批判がここに生まれる 。

次の場から巧える元の場はより笑存感がは っきりすることになる 。

686年難波宮は建替を待たずして、焼失してしまうこととな った。

聖武天皇にな って、難波のI也が歴史的に紘自の地であることから、

難波宮を再興することとな った。後期難波宮といわれる 。樹立柱で

あるが屋根は瓦立となった 。大極殿の屋般には鴎尾がのせられ、軒

瓦に同心円の紋様が描かれている 。 板主 Ｇｩｾ の屋般の前期と比べ後期瓦

屋恨の景観はま ったく異なるものである 。長くのびる庇の上に重く

のる土色の素焼瓦の屋根は中庭を行きかう人々に新たな感動をよび

おこしたであろう 。杢と大地を明解に分ける屋般は日本の風土にふ

さわしいものとして受け継がれることとな った。雨をふくんだ砂利

数の道を踏みながら行きかう人々の背景になる赤い連子窓、丸太位、

直線の白壁、そり屋根はどのように感じられたであろうか。建物の

高さからくるスケール感はヒューマンスケールとな って理解された

であろう 。生活感情は日目、激しく受けとめられた 。

難波宮に始まる木造建築はあらゆる試行をくりかえし、すでに完

成の域に到達した 。1300年の歴史に耐えた木造の伝統はたえず聞か

えされながら創造されてきた。 この 11寺問の重みの持つ材料1'1生を学ぶ

必要がある 。木造建築の様式が美しく我々に語りかけることがあ っ

ｾ＠ _____L" 

/  

/  

L  L _  

内 裏 か ら 大 極殿 跡 を みる

ても、それによ って現代建築の解を見つけたーすことはできないよう

に思われる 。難波宮跡は私にと って訪ずれやすいこともあるが何度

か足を運ぶようにな ったのは何故か。土中深〈思没する住亨IJ の跡、

赦砂平IJ 、瓦片、自分の日で確かめることはできないが、その地上に

あって、古代人が建築する姿を思いめぐらすこととなる 。時時の意

識の流れにより考える対称、は変わることとなるが、私の内で激しく

動 < I底流には、たえず古代人の建築するエネルギーが紡御として感

じられる 。先日訪れたときは夕芥れまえであ った。南の四天王寺の

上空は芸が黒々として、切れ間が明るすぎるぐらいであった 。暖冬

といわれた冬も 1 月になると、急に寒波におそわれることとなった 。

上H汀台地は風の通る i立である 。 この風道は大正の昔から変らないも

のであろう 。

例入、個人が自分の感覚の中でどれだけ深〈現代を理解すること

ができるだろうか。感覚は風土の中でみがかれ 、新たなる経験とし

て、体の中に認識されることとなる 。伝統の持つ村神性を把握し、

経験を重ねることにより、感覚をたえずきたえることをせずして、

創造することはできない。創造は普遍的なものにおいて 、思i位、をあ

らわすこととなる 。現代建築の創造は抽象化された感覚を始めにお

く必要がある 。理! 性からくる判断を jl l ' えることにより、現代必要と

するものを自分のものとして理解することは感覚のレベルでまずど

うなのかを通過することである 。今回、ギリシヤ、イラン、日本と

名々の古代泣跡、の中に、建築の原形をたずねたのは、現在での感党

の位置( っーけであり、今後、さらにくりかえし、その坊に己が身をお

くことにより、感覚はあらたなる認識をも って、伝統への問いかけ

を行うこととなる 。伝統に対する批判精神は、怨築する上でたえず

経験の純化をともないながら内面にし っかりと定着する必要がある

ように恩われる 。

( か のう た だ ま さ / 竹 中 工 務 院 )

大 極 殿 か ら 朝 陽 殿 跡 を み る
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手 の 軌 跡

一一高松伸・設計の織陣( ひなや本社) を見て一一

加 藤 力

以前に一度、この建物の前を急ぎばゃに、タ さて、視線の探索は輪郭に近い部分でゆるや

必うよう

クシーで通り抜けたことがあ った。だしぬけ かに鷹揚にと面と線をなぞっていく 。 ところ

に視界をよぎ った一瞬の風景であ ったが、内 が中央部にきて、不意に急転して均衡が破ら

部感覚の底に深〈浸み込んで桜みついてしま れる 。深い空| 僚の開口部が縦に切り開らかれ

うものがあった 。はっきりと見定めたわけで て走っている 。昂揚が訪れ、たおやかさが放

もないのに、 j亡淡とした周辺の環境から、そ Jl旦さに変わり、静寂きが不安に変わ った。石

の輪郭だけが焼きついていた。重い、容赦の であることの頑固さやガラスであることの滑

ない建物だ、と思 った。 目を閉じてしまえば らかさなどのすべてを忘れて亀裂がめくれ内

記憶の隊問からすぐにでも逃げ去 ってしまう 部の一部をさらけ出している 。すべての精力

印象の氾 j監の中で、視覚のうちでは消そ うに と視線がこの部分に集中する 。 さけめの底か

も消せない強い匂いの感触が残 っていた 。視 ら内部の冥さを予見するかのようなかげりが

党の判断だけでは頼りのなくな った薄暮の街 あらわれている 。 しかしすぐにまた、視線は

で、あせくさい少女の脇を通りぬけたような、 その部分からみてはならぬものを逃れるよう

そんな身体にいちばん確かな感党の確証が残 にと下方へと移 っていく 。正面の入口が小さ

っていた 。 くそこにある 。からだと意識とがすい込まれ

円熟と生硬、 校締と放語、強靭と脆弱 、枯渇 るようにとその部分に入 っていく 。極端に凝

、つ ひ っ

と充溢、清訟と騒然。あらためてこの建物の 縮された入口が、ここに きて建物のありかを

前に立 った。車の 中からのl瞬時の抑止した風 人の身体に具体性をも って刻みつける 。

長と遠がわぬ記憶が魁った 。両義性を求めた 地面と建物と の接府、は、その様い重みで沈下

という設計者のもくろみが、意図か無意識か してしまうことを避けるかのように、ささや

さまざまな思惑の中であらわれている 。その かなカンティレバーを形づく って器用に支え

錯誤した表情の中にはどこか居直 った諦観が ている 。内部に入る 。視線は正面でぶつか つ

あった。うらみにも似たさみしさがあった 。 て、首をぐるーと回すように下から上へとた

それでりて艶やかな官能の匂いがあった 。

ファサードはゅうに 3 層分の高さがあるが、

赤い御影石で被いつくされていて、スケール

の判断を i亡洋とさせている 。 日常ーのなじみの

ない輪郭の特典さが、その分だけよけいに周

辺から浮き立たせて形の大きさから目を奪 っ

ている 。 ただ人の手の触れる i喝さの範ちゅう

にだけ打ち込まれた真鍬の化粧ボルトが、わ

ずかに大きさの基準を暗示している 。表面に

あらわれた質感はすべてが硬く、冷めたく、

沈黙を保っているが、一方ではどの断面をと

っても、ゆるやかにまた急激に、ねじれ、ま

がり、うね って幾何学的な秩序を崩している 。

沈静の中に動揺がある 。素材の硬質感をあざ

む〈形の有機性がある 。 どこを取 ってみても

造ろうとした者の手のぬくもりがある 。手の

苦悩と軌跡、が見える 。

かつて、この年代の設計者たちを評して、名

も力もある建築家がいとも短絡的な性急きで、

手の修練の欠如をたしなめたことを思い起し

た。 しかし、ここには執均までの手の動作の

集積と手の修練の苦悩とがあらわれている 。

部分のさらにその小さな部分にまでも及んだ

手の動きの名残りがあらわれている 。すぐれ

た環境が人に与える機能の一つに覚醒の作用

がある 。造ろうとした者の手の鍛練と苦悩の

跡は、人の隠れた部分の感覚までも刺激して

党醒の作用を起こさせるのであろうか。
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くし上げられる 。 上からｼ場の光が Ｑｾ ちてくる 。

光も音も、空気も意識も、警も悪も、い っさ

いを沈澱してしまうかのようなシンと静まり

返った空間があ った。表の赤い御影の残像に

よって、荒いコンクリートの壁のほのH音さに

あ 包

Dみがかかる 。壁の厚さや素材の荒さの分? 必

する迫まりくる強さがあ った。同じ程度の意

志の強さで押し返さなければ、た ちどころに

打ち負かされてしまうような目に見えぬ力が

あった 。 これでもか、これでもかと投げかけ

てくる形にならぬものを、必死で・受け止めな

ければ、この深い空間の中で身も心も収縮し

てしまうような腕力があ った。支配しようと

するものと、支配されまいとするものその双

方からの投げ出す微妙な平衡の緊張があ った。

あるいはそれとも、す っかりとすべてを明け

渡してしまえば、それはそれで済むような虚

脱感もあ った。 自分の預り知らぬ外界のこと

と黙してしまえばそれで1斉む。

このホールには中央に表に聞いた笠| 療をはさ

んで 2 つの制11い階段がついている 。 21;皆は展

示場とな っている 。 2 階に上 って冥さの印象

はさらに煮詰ま って、間に向 って下降する 。

H音さの中であちこちに見え隠れするディテー

ルはここでも鏡舌、波艶である 。 ときに華麗、

ぜい 吻ょう

接 j京である 。H音うつだけの空間ならばどこに

でもある 。 しかし 、ここでは風土のかげりが

繁茂して 、さらに深い| 鵠の詩情を潔よわせて

いる 。おそらくはこの設計者の生まれ育った

山|注の風土に線ざした 聞の冥さか? プランに

は一つの剥lが設定されている 。視線と意識は

この軸にそ って向けられているが、人の動き

は装はらに、取hのまわりを担 って回る 。

短い時間であ ったが建物の内部をぐるりと廻

ってまた玄関ホールにくる 。厚い壁の問から

再び外に出る 。見慣れた日常の風去が戻って

きて、フイ ッと硬質の暗さの重量から解放さ

れる 。 ちょうど視界が明かるさに l順応してい

くときと同様に、強い3Fの気分から次第にと

き放たれていく 。惑い夢ではなか ったが強い

夢でありすぎた 。不吉なくらさでなか ったが

深い冥さでありすぎた 。 しかし、ここでは何

よりも不可知なものへの渇仰や、強い意志に

よって造られた党躍がある 。生を 触発する 支

配への不思議な反発の作用がある 。虚脱と心

もうろう

地良い疲労が広がった。隊脱とした意識の晴

れ聞から、通用口の脇に目を移す 。安 普 請

の隣家の壁に、京都特有の地蔵尊が小さくこ

ちらを向いていた 。家屋が建て変えられるご

とに、自分の意志とは無関係に生きのびてき

た仏たちである 。思惟もなく、 j出| もなく、た

だ淡々と初冬の白い| 場の光の中で、この建物

を見据えていた 。

( かとう っとむ/ JI' : f，l 1工主主機維大学住環境学科講師 )



- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

. カーテンウオ ールの 内壁に

・夕、、ク ト、 タンク 、パイプに

. 近代建築 ・プレハブの 内装

・浴室、調理室の天井側壁に

・テレ ビ無人中継所、発電所

など ・重 ・弱電に

- その他あらゆる結露場所に

うすい塗膜 ( 0.8- 2. 0 ミリ )

の塗布型防露剤セ キユ レー

トは工期の短縮、簡単かっ

経済的に皆様の 問題を解決

しています。

エ ア レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根裏 折 板 吹 8 付 け 京 都信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カタロ グ 進呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキュレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55 ( 三 和 ビ ル ) (干 541) T  E  L 大阪 ( 06) 203 - 5331附

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 1 - 1 - 9 ( 干 111) T  E  L 東京 ( 03) 844 - 6171肘)



都市気球2

住 宅 情 報 誌 の 中 の 都 市

角 野 幸 博

「美しい公園都市の創造J 、「圧巻の眺望j 、

1I侍を こえて心満たす街に j 、「羨望の地J ..

どのページでもよい、住宅情報雑誌をひらい

てみると 、こんな ことばが目にとびこんでく

る。 どの広告もそれが理想のすまいであり、

そこが最良の住宅地であることを、ことば巧

みに訴えかけてくる 。住宅情報雑誌は、さな

がらユートピアへのガイドブ ックである 。そ

してカネさえ払えばあなたもそのユートピア

の居住権が得られるのだという 。

住宅を決めるのに最低限必要な情報という

と、広さと価格と交通に関するものだろう 。

しかしこれだけで家を買うわけではない。 こ

うした条件が優先するにしても、なおかっこ

だわるものがある 。たとえば土地柄、近所の

住人、 付ー近の街並、子供の学区等・々 … 。こ

うしたものが広告のコピーの大半をしめ、イ

メージの世界にユートピアを構築する 。

たとえば 1 * 干のマンション 。マンションと

いうと、そのもt 有面積によ って間取りはいく

つかのタイプにまとま ってしまう 。 これでは

住宅本体だけでは、戸々の個性などありょう

がない。イメージっくりは周辺の政筑にたよ

らざるをえない 。 また実際の生活にしても、

周辺におおきく依存する 。一戸建ての場合で

も、よほどの大邸宅をのぞいたらマンション

生活とそう大差はない。

結局このような住毛は、ライフスタイル自

体を売買の対象にしてしまう 。朝どこの公園

でジョギングをして、どこで買物をして、ど

この病院に行き 、子供はどこの小学校へ行〈 。

苧主は朝何時に起きてどこの駅から屯車にの

る。夜はリビングから夜訟を l眺めながらくつ

ろぎ、休日は家族で遊園地へいく 。広告はこ

んなストーリーをつくるシナリオなのである 。

[所イf 地. 克通. 地目 . m違地且. を也Eべい1耶'恥1. 容附車.

|陥瞳地由楠. 担聾面耐f附R. 誕1床k 耐耐?附夜ι. 柵遣 脱1慌E丸. 間取'り
}  

慨J頃丘一 l 干4布t面附 パ〈ルコニ一而f附自ι. 総戸 監. 駐} 凧1匹t吋普古I 監

l! l 軍岨品必z需号. 価冊、管理 I' i . 完成年) . 1. '11輩玉. 阻

ｾＧ￩ Ａ 晶 ＿ 曹、品 ＮＧ ｴ 施工Ｎ管理会社道路Ｎｯｩｊｴ蝿

住' 邑本体に 1

土 地 柚

閲する，記述: 1  r  l I : 通例便性. 生 i&何慢性 . 11市性. 怯1 :  

11 定雄 H ての品俗 世R世帥けさ l  

記 '11 ト ! 珂境巳1瑚斗| 唖史11. ｮｾ との帥班、 ｮ 米性 州
: す る記述 11 定の則 。学臣、眺盟. 付近の肋量 |  

， 11 文化的I環境 余町. l Im. ru院の遊び)11

i，金計画に 1 ｌ ｾ Ｑ￭＠ J  

l則する記述 L  
. 崎品等町分術

に 施工にｾ r駅. 制刷、 iXl t' 脳 級宵瞳G. I

l閉する記述 1官 企 庁 史 版 社k 文化地G. 1剖

L瞳 昌 企111. 水 辺 白 州L 量鎚機附

図面、 Z兵庫 L  

図 1 情報誌の誌面構成
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8  住宅は、そこにひとが住めなければ何時味もないー これはあらためてむまでもないことだ。住宅 δ

Q  は、しかし、われわれがふつう持ちうる財産のうちでもっとも大きなものの一つであるかぎりにおいて、Q

i ;:;r;! ぷ;???L:ニ 加 え て 他 の 様 ざ ま な 価 値 を お び や 九 そ し 叫 が た と え ば 3

δ  それでは、ニの交換価値を決定しているのは、いったい何であるのだろうか。 それを知るための手段と Q  

R  して、ここでは、住宅情報誌に散在するキャ y チ ・フレース'の分析がなされる 。 8  

0  残念なことに、紙幅の都合もあって充分に展開されたとは言いがたいけれども、 こうした分析を拡大L - Q  

討 てゆくならば、やがては住居空間をめぐる日本人の欲望のありょうを明らかにしてくれる 、一つの記号 0  

8  論を組み立てることができるー そんな見通しもまたここにはふくまれているのである 。 ( 富永茂樹) 8  

0  

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

もちろん、だれもがこのマネをするのではな

いし、購入者はも っとしたたかに違いないの

だが、こんな姿がまるでマンションのモデル

/ レームをみるように、モデルライフとしてう

つしだされる 。そのモデルライフは、広告で

みるかぎり、大きくは都心生活型と郊外生活

型とに分けられる 。 もちろん圧倒的に多いの

は郊外生活型で、マンションといえども例外

ではない 。便利な郊外に住んて湘i心へ通う、

こんな図式が何の疑いもなくモデルライフと

して呈示される 。 これは明治末期に私鉄が関

西ではじめて住宅を売り出したときの広告を

みても同じで、決して新しい現象て、はない。

このような理想的ライフスタイルのおすすめ

が、毎朝新聞にの って届けられるのだから、

八つつあん、クマさんとい った下町風情を良

しとしていた人もしだいに洗脳されて、「よし、

オレもマンションを買おう」という ことにな

るらしい。

ライフスタイルの売買だから、当然それに

使う大道具や小道具も売買の対象になる 。広

告には、環境の良さについてのありとあらゆ

る美辞腿句が、惜しげもなく使われる 。 これ

が環境の商品化、環境の切り売りである 。 し

かもライフスタイルのようなイメージの問題

だけではなくて、現実に切りきざまれて売ら

れているといってもよい。 たとえば施設とし

ては、駅、購買施設、学校、病院、役所、公

園、自然、社寺、文化施設などが住宅とだき

あわせにされて売りに出されているのである 。

またこのような施設の他にも、r ' ri' けさ、眺望、

品格、中学 ・高校の学区、歴史、付近の街並

長観の美しさなども重要な財産である 。 こう

した意味て。は、住宅は環境にまとわりつく 「ひ

もJ だとい ってもよい。

たとえば図 2 は、住宅がまとわりついてい

る状況を、ある広告記事の中から地図にした

ものである 。住宅を中心に描いた円は、徒歩

10分以内の距離を示している 。地設の分布状

況にはいくつかのタイプがある 。たとえば A

の郊外型では、各施設は特定の方向 ( 駅の方

向) にまとま っており、徒歩10分以上の距離

に位置するものが大半である 。 B の都心型で

は、各施設は住宅の周囲に一様に分布し 、徒

班J eす < . . ・に ut主奮縛社. '

lE 舟公園がtIl わ根' め感l

峻工に先がけ，希望の階からの眺望を確臨 .1

五月山を背に箕面川河畔に登場したシックなR

背後には六甲山の緑，眼下には青い海を一望 i

まわりの自然にしっとりとけこむ白い館一 一

文教都市西宮，中でも屈指の教育環境

周辺には関西学院や神戸女学院，県立西宮高4

上品な白いレンガタイルの外観，3面採光中心 ・

たたずまい豊かに御影に誕生

ステイタスを物語るレンガタイル張りの外観

歩 Ｑ Ｐ 分以内の ｅ 間ｉ￭ｾにまとま っ ている 。 また阪

神間1に立地する C では、山と海という眺望対

象が紬線をつくり、各施設は束西方向に分布

する 。ただし各施設までのE凶 IEはあまり短〈

ない。

このような施設は、日' 治的に利用する必要

不可欠なもの ( 駅、購買施設、医療施設、小

中学校など ) と、必ずしも日常的に利用する

とは限らないもの( 都市公図、美術館、観光

施設など) とに分けられる 。後者はさらに、

人々の和極的な活動をうながすものと、直接

利用するわけではないのにセールスポイ ン ト

にな っているもの ( 有名大学、付近の街並み

など ) とに分けられる 。 また眺望の対象とし



結束の強かった時代には 、クラブ的性格は「お

町内」というかたちでどこにでもあったし、

そこへ新参者が加入するためには、多くの制

限や条件が課された 。 ところが現在は、それ

が事実上フリーパスの状態である。クラブの

会貝権がカネで売買されている状態に近い。

イメージの上のみでクラブが残っているとい

えるかもしれない。 また名前だけがひとりあ

るきしていることも多い。たとえばある住宅

地の近くにイメージのよい地名があると、住

所は呉な っていても、その名前を住宅地に借

用したりするのである 。

このように、住宅地の価値とは住宅広告で

みるかぎり、周辺の環境との関係に大きくか

かわりつつ、一方ではひとつのまとまりとし

てのクラブ的性格を重視しているといえる。

他のさまざまな要素が広告のポイントになる 。

その要素というのが、必ずしも利用するとは

限らないものなのである 。 これは、非日常利

用施設を日常的に利用できる場合、そのよう

な特権意識にささえられた住宅地は、かなり

よいイメージをも っているとも考えられるだ

ろう 。 また{ 主主とJ也のイメージは、単に便利か

どうかというだけで決まるものではないこと

を示しているのかもしれない。

このようにして形成された住宅地のイメー

ての山や海、夜景: なども忘れられない。 この

ような施設と住宅との関係によ って、住宅地

をパターン化できる 。たとえば都市型は、近

距高lt で多方向に立地する場合が多いが、日常

利用施設のみが周辺にあるものばかりでなく、

社寺や観光施設などの非日常利用地設の混在

する、京都のような場合もある 。者11市近郊で

は、 日常利用施設と余暇施設とがちょうど反

対方向に位笹する場合がある 。 さらに郊外へ

行くと、長距離一方向型がふえたり、非日 n"

- 豊緑と掻光の地・

ただしこのクラブ的性格とは、権利義務関係

の希薄な 、出入り自由のイメージだけのもの

かもしれない。

住宅地の悩値が、環境との複合的なかかわ

り抜きには語れないこと、そして現在それが

切り売りされて急激に疲へいしているという

事実、にもかかわらず住宅地のブランドイじが

すすみ、イメージの上での高級住宅地 を求め

4号

、ミI

物件と周辺施設との関係図 2

ている人々はひきもきらないこと、そこでは

モテソレ住宅に住み、モデj レライフをおくる、

こんなことを住宅情報誌はおしえてくれ る。

ところで、都市を計画するといえば、住宅

地区の計画が大きな割合をしめている 。実現

されたニュータウンといえば、単なる住宅団

- 引IIJII'"皮肉

向い抽. 1

口利 JII 聞庄町 且

0¥い施. a ‘

A 刊JII f' ljiH正に L 会い抽. 1

_ E 書道

且 直

地が大半である 。にもかかわらず住宅のもつ

都市的性絡、つまり関係の複雑さはあま り考

服、されたことがない。ツリー的関係が不都合

をひきおこすことは、近隣住区批判l をみても

明らかである 。

ただしこれは、混在こそ住宅地の型恕とい

う意味ではない 。住宅広告のパターンをみて

も、 1 戸 l 戸パラパラに分解して都市の中に

ほうりこまれるのを是とするのではなく、あ

くまで集団化をのぞんでいるものが大半であ

ることはまちがいない。だからこそ、「付近

の住宅の街並み」が重要なセールスポイント

になるのである 。 このような柴田化が、いわ

ゆる近隣コミュニティの育成と同' 白であるか

は疑わしい。 しかし一種の利益共同体として

の生きるみちはあるかもしれない。

鮮としてのまとまりをもちながら 、住宅以

外の嬰索と 複合的な関係をもちつづける こと、

こんな理必像が住宅情報誌をみているとうか

んでくる 。

布11市のひとつの定義を 「関係の空間化した

もの j とするならば、このような住宅地のな

りたちこそ、きわめて都市的であるべきとい

、ではの、ゆとりある一日
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えるかもしれない。

( かどのゆき υ ろ

(rj且刊住宅情報 J S .  57 第33号よリ作成)

ジ広告は、 l 利便性 ・くらしやすさ、 2.歴史

・由緒 ・情報、 3 風格 ・あこがれ、 4 自然 -

i去、 5 . IWけさ ・おちつきという 5 項目にまと

められる 。 この 5 項目が充尖してくると住宅

地としての知名度が高まり、「あのOOJ とか

「憧れのOOJ というキャッチフレーズが登

場するのである 。住宅地のブランド化がすす

むとい ってもよい 。

フランド化した住毛地では、そこに住むこ

と自体がひとつの大きな fi lli 他 としてとらえら

れる 。この芯:1床で、きわめて会只佑IJ クラブ的

性格がつよいともいえる 。広告でも、そのグ

/ レーフ。にやI'f:lj 入りできるということを、 11走大

のキャ y チフレーズにするのである。 I也紋的

利用地設と日常利用施設との闘係が逆転した

りする 。 またいわゆる邸宅街では、都心部で

も住毛のすぐ近くに施設が立地せずに専用住

宅の集団を形成し、その縁辺音11に立地する 。

このような施設の立地ノ マターンが、住宅地

のイメージに大きな ［ｪｬｾ 響を与えているのは、

たやすく忽像できることである 。 とくに非日

常利用施設の分布が、住宅地イメージに大き

く; ; 診押しているように思われる 。

つまり 、日常的な利用を前従とする ｬ ｢Ｇｾ民施

設や医療地設、それに小中学校などは 、それ

が利用しにくい状況にあるときは、「不使な」

という止l ' 1i闘をうけるのみなのに対して、いわ

ゆるイメージのよい住宅地というのは、その



ｾ＠ i建築と社会J 誌バックナンバーのおしらせ 川川川川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥650(55年 4 月 号 以 降 は ￥ 750) で す。 な お 、 郵 送 料 は 笑 賢 い た だ き ま す 。 年間購読( 12官u- ￥9，000 ・送 料 当 方 負 担) の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

* 印は欠号

よ¥き l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  

唱陣

工 事別建 築 工 事別建 築

昭和39年

建築と! ! l ¥明 プ レ ハ ブ 外 部 空 間 ホテル建築 鋼 管 構 造 施 工

第 11 回

宅 地 開 発

オリンピ ッ

交 通 総 設 材 料 集 成 材 料 集 成

(45集 ) 青 年 建 築 家 ク競技施設

( 上 ) ( 中)

工事別建築

第 12 回 'ー 中 小 企 業昭和40年

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発 施 工 の 手 続 建 物 管 理 建物と騒音 医 療 施 設

(46集 )

( 下 )

青 年 建 築 家 団 地

ー-

.  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年 万 国

ス' U息ュ

最 近 の

市街地改造

公 害 と

(47柴) 設 備 国 際 会 館 青 年 建 築 家 博 会 場 計 画
図 地 下 工 法

都 市 ・建 築

=・
日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協 会50周年 社会と建築

者I1 市 と

住宅と設備i 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 敢 近の外装

第 14 回

建築と生命

(48築 )

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青年建築家

'‘ 

省与

*  
4・

昭和43年

者I1 市 生 活

者I1 市 の

50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 者I1 市 供 給 1洋としての 都 市 の ア 第 15 回 新都市計画

(49築 ) いこいの場

事 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年技術者 法の諸問題

‘  

鉄筋コ ンク
計画と住民

建築史の方
建 築 行 政 転 換 =・

ー-
*  

.  
昭和44年

建築産業の

リート構造

一中音I1から

老 人
向一現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民家の系譜 第 16 図

九州|からの

(50築 )
耐渓設計の

と す ま い
よみがえる られる公害

報 告

構造と方向
再 検 討

の 報 告
過 去 一

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計画 青年技術者

ー‘
昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グ ッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

ア イ ベ 第 17 回 山陽 ・山陰

(51集 ) と は 何 か と技術開発 システムイじ イ ン 運 動 問 題 おける契約 需 品 題と ｪｾ 任 ロ ッ ノ守ーー 青年技術者 からの報告

住 宅 - 60年
都 市 エ ネ ル '包

昭和46年
代の総括と

ギと無公害 建 築 基 準 法

者I1市生活と

企 画 と 設 計 解 体 工 学 都市と港湾

転換期のニ 軟 弱 1也主主 変 貌 す る 第 四 回 自 然 、 と

(52集 )
70 年 代

み ど り ユータウン と 震 災 建 築 生 産 青年技術者 レジャ空間

の 展 望
イlニ ビ j レ のプロセス

冬季オリ ン -邑 都 市 住

昭和47年

ピ ン クと

600号 イ ンテリア 者I1 市 交 通

水 利 用

盆i l E 住宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

(53集 )

札 幌

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 桂中学) アプローチ

青 年 技 術 者 新 建 築

泉北ーユー .  
'‘ 

昭和48年

建 築 教 育

タウ ング〉コ 大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 { 主毛ー建築

新 用 途 地 域 構 造 と 施 工 仕 上 と 材 料

第 20 回 ヨーーロ ッノマ

ＨＵＴｕｾ Ｉ＠ こユニアイ j レテ。イング 古車 設 ルデインク コミ ュニアイ 家のすまい 青年技術者
の

施 設
j[J II と 環 境 まち づ くり

明 日 の 既成市街地 建築生産と 高層プレハ
唱豚

-・

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

北摂ニ ュー

流通機構の

ビ ル の 省

ブ 住 宅 の み ど り

屋根防水工
第 21 回 ピル防災に

(55集 ) 環 境 保 全 タウン計画 エネルギ化
事 の 失 敗 例

青 年 技 術 者 関する 12:4t

どうなるか 整備の方策 変 容 構 造 設 計
とその対策

ー-

p  c 板 を 4・建築とプレ 生 活 排 水

.  
4・

昭和50年

図 書 館

東 海 の

イ ンテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 最 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集合住宅の

(56集 ) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青年技術者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備

吉正百 '76 - 集 f主 体 の 結 露 防 止

司豚

昭和51年

建築テザイ

建 築 基 礎 椛

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

工場建築と 鉄骨構造の

、 ー ド と 対 策 と

第 23 回
設備iからみ

ＨＵＷｾ Ｉ＠ 造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青年技術者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  
兵庫県 ーそ

- 日本建築協 コンクリ 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザインの

の風土と主主

会60周年記念号 トの品質管
日彩規1I i I l と

身障者施設 照 明 設 備

るm造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

(58集 )
動 向 部 分 - ニ ュータ 君! と行政指

法
大阪南港と 芦

青年技術者

と 全 体
築 ・建 築 界 ウンの1) . ・現 華字の方向 屋浜を例として

建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン 医療施設ー
組合方式に C  A  0 ー

事

昭和53年
の 動 向 一

71く

病 院 建 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

(59集 )
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 渓 設 計 青年技術者

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビ ュータ

*  
ホテル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 ;μ 規 制 と 情 報

j込村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60Ua)  

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年代の者I1 調ド

*  
喝惨 - 第27回背年技術

設計のため

昭和55年
市と建築 ー - 今後の省エ - 最近の銀行建築

住 宅 の 建築行政と

最 近 の

者I1市景観と 屋 肉 体 育 7)( ぎ わ の 今 後 の 外 装
者

の 新 耐 渓

(61集 )
まちづ くりの ネJ レギーの趨勢 - 安井建築設計

耐 久 性 法 規 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづくり l次付仕上材
- 転機にたつマン

歴史と展望 - 建築金物 事務所作品集 防 水 工 法 ンョン 集合住宅 設 計 法

調跡

台所まわり 災害と法一 者I1市住宅一 -建築物t 風 デ
住宅 回都市整1首公

障害者の主主

昭和56年

職 能 論

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

回一関西における 間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

(62集 )
一 北 京 の '81 材 の 知 識

都市整備を中心と
性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想 - 日建設計作品集

した新企図の役割 環境と設備

医療施設ー 者I1市景観ー
- 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新 た な 商 業 省エネルギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大阪市庁舎 音とホ ール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ< 1) 年 技 術 者 風 土 ・空気

(63集 ) 空間の展開 ーと |刻口苦I1 地主主と地質 ( 第 1期 ) 建 築 t品 造 作 品 集
- オー ・エムホ - 地方の庁

と 人 間

設イ' i lli 計 画 観への誘い
テル日航ピル 舎 建 築

昭和58年

関 西 の 7 イコンの

多様化する 建 築 と

グラフ イァク

建 築 文 化 建 築 へ の プレゼン テー

(64集 )

を 考 え る 利 用

運 動 施 設 品 質 管 理

ションの伎法

雑誌の大きさは第48l1! からは現行的 A 4 判変形、それ以前は B 5  t'l 
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財団法人 日本建築総合試験所だより

コンクリ ト用細骨材の品質実態調査( 昭和57年度) 結果

1  .  まえカぜき

当試験所と日本建築学会近畿支部材料施工部会は、京阪神地区で

使用されているコンクリート用納骨材の品質実態調査を、昨年度 ( 第

l 回) 1  )2) に引き続き今年度も実施した。 その主な調査結果をここに

ご紹介する 。詳細については、当試験所の機関誌 rG  B  R  C  J  29号

をご覧] 頁きたい。

2  . 試料

昭和57年 6 月から同年 7 月にかけて、当所々貝あるいは上記材料

施工部会の メンバーが、京阪神地区で任意に選定した 6 0の生コン工

場の骨材スト ックヤードあるいは工場内におけるベルトコンベアー

から、約40k gずつの試料を係取した 。試料の内訳は、山砂25試料

( うち単昧使用試料19 ) 、海砂4 0試料 ( うち単味使用試料29 ) で、産

地5 ] 1 ] にみると山砂については減l場産20試料、垂水産 3 試料、枚方産

2 試料であり、海砂については室木産 11試料、日比産 10試料、大槌

品産 5 試料、盟島産 3 試料、小豆島産 2 試料、[ i ! み産、 堅場産、

lゐ産、笠岡産各 l 試料、そのほか瀬戸内海域産 5 試料とな っている 。

3  . 試験項目および試験方法

( 山砂)

主ま

耳照明

信きさ 5  

悶

ぷ反ｾイｼ
長ま4ト1  

4量

電、主ー

実施した試験は、ふるい分け試験 ( J  1  S  A  1102) 、洗い扱失量

試験 ( J I S  A  1103 ) 、単位容積重量試験 ( J I S A  1104) 、有機

不純物試験 ( J  1  S  A  1105 ) 、比重および吸水率試験( J  1  S  A  

1109 ) 、粘土塊量試験 ( J  1  S  A  1137) ならびに塩分試験( J  A S S  

5 T  - 202、1 M:少のみ ) である 。

4  . 試験結果

試験結果のうち 、ふるい分け試験、洗い損失量試験、粘土塊畳試

験ならびに塩分試験の結果を図ー 1. 1，1. 2 ならびに図ー 2 .1 - 2. 5 

に、また単味使用試料の試験結果を J A S S  5 の規定値と比較した結

来を表ー I に示す。

5  . まとめ

今回の調査の結来、京阪神地区で使用されているコンクリート用

細骨材の品質の笑態の一部を知ることができた 。本調査結果から判

断すると、山砂の場合は洗い損失量 ( 0. 074 mm 以下の微粒分が多い

こと ) を、海砂の場合は粒度分布 ( 0. 15mm以下の微粒分が少ないこ

と) を特に注意する必要があろう 。

.r =3.04 

11 王= 1. 56 

6=1. 68 

. =0. 74 
ν = 107.7 

，=24.3 20 

( 海砂) :

473%%%-2555%  %  %  
5. 69%- 2.  

ｾ＠ 15 6. 90%- 2 

主10

E軍空窓: n

蛍主主 5  

111 i =0. 75 .r 1・日

. =0. 69 

111 

ｾ＠ ｶ］ＹＲｾｏ＠

t  

王=0. 62

σ=0. 32 

ν=51. 6 

( 海砂)

Fh史， 15 

2. 42%- 2.5% 

円円円

0.5 1. 0  1  

0.3 0.6 1.2 2.5 5  10 

ー→ ふ るいの呼ひ・寸法( mm) 図ー1 . 2

図ー 1 粒度幽線( 単味使用試料)

粘 土 地 盆( %)

図 - 2 . 2

図 - 2 品質の分布

1  )  必は単味使用 試料 を示す.

2  ) 図中 I 、H 、UI は J A S S  5 で規定する I 、

1I 、III 級の規定値である 。

3 )  :r .  t1. ν はそれぞれ全試料の平均値、線部偏差、

変動係数( %) を示す

表一 1 ..J A S S  5 の規定値を満足する単味使用試料の比率

山 砂 i毎 砂

試 験 項 目
I 級 J;J，I. 定 値 日 級 焼 定 値 I 級 規 定 値 1 I 級続 定 {也

を満足する 試料 を満足する 試料 を満足する 試料 を満足する 試料

ふ る い 分 け 6 8 % 95%  21%  34%  

洗 い 打i 失 量 11%  47%  83%  86%  

平占 上 l.* 且I 84%  84%  79%  79%  

編 分 72%  100%  

全 試 験 m 目 5%  37%  10%  24%  

(i 毎砂)

塩 分 ( %)

図 - 2. 5

〔参考文献〕

1 )  GB R C  26 ( 1981 )  15 

11 日1

: i =0. 046 

，. =0. 071 

i ν= 154.4 

:  0. 215%- 2. 5% 

。0. 235%- 2. 5%
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入 場 無 料

市 庁 舎 ・市民会館などの建設が一巡し、昨年あたりは博物館・美術館ブームであった 。建 築 や 収 蔵 ・ 展 示

に も そ れ ぞ れ 特 色 が あ り 旅 を し た 時 の 楽 し み が 増 え た 。

..， ? てい

そ れ に し て も 私 達 建 築 に 携 わ る 者 は 、 建 物 を 完 成 さ せ 引 渡 し て し ま う と 、 ま ず 縁 が 切 れ て し ま う 。 有 休

に い え ば 、 館 の 運 営 に は 無 関 係 な の だ。 そ こ で 、 そ の 無 関 係 な と こ ろ に つ い て 日 頃 思Lって い る こ と を 述

べ て み た い 。① 入 場 無 料。② 金 曜 日 の 閉 館 時 聞 の 延 長。③ 写 真 撮 影 の 自 由。④ 収 蔵 品 . 91J 品 の 資 料 の 充

へ必 て

実 と 頒 布。⑤ 隔 の 除 去。

圏 内 で は ご く 稀 に こ れ ら の い く つ か を 笑 施 し て い る 館 が あ る の を ゑ 知 し て い る が 、 欧 米 の 多 く は こ れ ら

を実行している 。 い う ま で も な く ① : 教 育 投 資 と し て 長 い 目 で み た い 。② : 週 末 前 タ の 親 子 ・ 夫 婦 ・恋

人 達 の 対 話 の 為。③ : 研 究 者 へ の 便 宜 供 与。④ : 良 い 状 態 で 作 製 さ れ た ス ラ イ ド ・写 真 ・参 考 資 料 の 提

供 。⑤ : ミ ロ の ビ ー ナ ス ・コeヤ の 裸 休 の マ ハ 夫 人 で、す ら ノ ー パ リ ヤ 一。 ただ 1 件 レ ン プ ラ ン トの夜軍事は

例 外 だ っ た 。

利 益 得 失 多 々 弁 じ な け れ ば な ら な い が 、 何 と か な ら な い も の だ ろ う か ? ( T ' F )  

建 物 と 設 備 の 進 歩

新 幹 線 卓 内 誌 「 グ ッデ イ 」 の 随範 に 、 な つ か し い 文 が あ った。 ホ箱型の汽車にのり・・ - 上積ばかりかズ

ボ ン まで脱いで、 シャ ツ と ス テ テ コ 姿 と な り 、 窓 際 に 食べ 物をなら べ 、 足 も と に 新 聞 紙 を 敷 い て く つ ろ

ぐ・・・・夜明けにホ ー ム の 洗 面 所 で ジャ ブ ジャ ブと顔を洗う 。 と。 い ま 新 幹 線 の ホ ー ム に は 、 洗 面 所 は な

い。 汽J ' j 1時 代 の 駅 に は 必 ら ず 待 合室 があ った。 木 製 の 改 札 棚 と 手 荷 物の受付口、いかめしい切符先場、

そ れ に 別 棟 の 汲 み 取 り 式 便 所 で あ る 。 駅 員 の 風 呂 と 暖 房 ( ス トーブ) の た め の 石 炭 登 場 が あ り 、 貨 物 ホ

ームは 認 の 匂 い が し た も の だ っ た。

駅 以 外 の 建 物 で も 同 様 で盲、ごく 一 部 の 建 物 が ラ ジエ ー タ ー の ス チ ー ム 暖 房 を 備 え る く ら い で 、 冷房 など

は ど こ に も な か った。 昭 和30年 頃 の 話 で あ る 。 当時のコ ン クリート造ア パ ー トは最新型て¥ガス風 呂釜

・・マ ッチで火をつける・・・・・ ・は、 羨望 の 的 だ った。 洗 濯 流 し が 設 け ら れ て い た が 、 冷 蔵 庫 や 洗 濯 機 、 耐

除 機 、 テ レ ビ は そ れ ほ ど 普 及 し て い な か った の で 、 い ま で は ス ペ ー ス が な く 、 狭 〈 使 い 勝 手 が 懇 く な っ

た。 H寺代とともに、建物はどんどん変 っていく 。材 質 や 用 途 も 多 角 的 と な り 、 付 属 設 備 も 増 大 し て き た 。

新 や 石 炭 が 、 プ ロ パン ガ ス や 都 市 ガ ス に 変 り 、 ス テ ン レ ス 製 の 改 札 口 や オ ー プ ン 型 の 切 符 う り ば 、 水 洗

便 所 、 エ ス カ レ ー タ 一 、 冷 房 は 常 識 と な った。 電 車 の 駅 で は 待 合室 も凡かけなくな った し 、 わ ず か30，年

でこ の変 り よ う で あ る 。建 物 の 陳 腐 化 に 対 応 し う る 設 計 ・施 工 に 心 が け て い か ね ば と 思 う 。 ( T .  H )  

情景 - 2

ヨーロ ッパ の 古 い 街 の 中 に は 、 道 路 、 建 物 、 モ ニ ュ メ ン 卜 な ど が 混 然一 体になり、整った風景を展開し、

ま た 鮮 や か に 機 能 し て い る 街 が 多 い 。 その中のひとつ、ベルンの| 日市街地は、東に向 って少しづっ下り

ながら、左にカーブした石畳: の道路を中心に構成された街である 。 こ の 街 は 、 道 路 の 中 央 の 大 き な 時 計

台 と 、 こ の 時 計 台 を は さ む よ う に 道 の 両 側 に 5 階建程度の石造の建物が並び、その 1 階部分は、道路面か

ら2段程度の階段があり、何百メートルも列柱が続き、その列柱の内側に延々と歩廊や庖舗が速なっている 。

道 路 中 央 に は 100 mほどの間隔で、銅像と噴水とセ。ラニュウムなどの花を配したモニュメン卜があり、

ま た 直 径 5 mは 優 に あ る だ ろ う 金 色 の 輸 に 黒 色 の 文 字 を 浮 か し た 時 計 が 、 塔 の 壁 に 依 め 込 ま れ て い る 。

こ の ゲ ー ト の よ う に 道 路 に ま た が る 塔 と 、 周 囲 の 遊 歩 廊 に 囲 ま れ 中 庭 の よ う に さ え 感 ず る 道 路 が 、 こ の

街 の 特 徴 だ が 、 ど の ひ と つ の 要 素 を も 切 り 離 し て 語 れ な い 街 の 風 最 が そ こ に あ る 。

一方、郊外のハーレンや、タルマ ッ トなど、集合住宅にも同様の歩廊がある 。 冬 期 も 、 自 由 に 歩 行 で き る

道 系 空 間 を 軸 に 住 戸 が 配 置 さ れ 、 こ の 地 方 の 伝 統 的 な 手 法 を 窺 い 知 る と 同 時 に 、 こ の 地 方 の 建 築 様 式 と

都 市 空 間 の 歴 史 的 な 連 続 性 を 読 み 取 る こ と が で き る 。 ( T .  E )  

宅 地 価 額

20年 ほ ど 普 に な る が 、 千 里 山 の 住 宅 地 に 洗 濯 屋 の 工 場 が 建 つ こ と に 、 附 近 の 住 民 が 反 対 し た こ と が あ っ

た。 こ の と き の 住 民 の い い 分 は ~ 、 く ら 自 分 た ち の 生 活 に 関 係 の 深 い 洗 濯 屋 で も 、 近 く に 工 場 が 建 て ば

自 分 た ち の 住 宅 の 値 打 ち が 下 が る 。 と い う こ と で あ った。 当 時 は さ す が 算 銭 高 い 大 阪 人 の 考 え 方 と 感 心

も し 、 あ き れ も し た が 、 そ の 後 の 社 会 情 勢 の 公 害 問 題 か ら 環 境 問 題 へ の 高 ま り を 見 る と 、 こ の と き の 住

民 の 祭 服 に 頭 が 下 が る 思 い が す る 。現 に 大 阪 周 辺 の 住 宅 地 の 地 価 を み る と こ の よ う に し て 環 境 の 守 ら

れ た 住 宅 地 の 地 価 は 高 〈 、 住 み た く な る よ う な ま ち の 地 価 は さ ら に 高 い 。 本 来 住 宅 地 は 商 工 業 地 な ど と

違 い 、 住 宅 を 建 て て し ま え ば 非 生 産 的 な 土 地 と な っ て し ま う の だ か ら 、 結 局 住 宅 地 の 価 額 と は 環 境 を 買

うイ ｭｾ ということにな っ てしまう 。

大 阪 の 地 価 を 見 る と 、 ま ず 帝 塚 山 が ど う や ら 住 み た く な る ま ち の イ メ ー ジ を 留 め て い る よ う だ が 、 堺 の

浜 寺 は ぐ ん と 落 ち て し ま い 、 代 わ っ て 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン が 登 場 し て き つ つ あ る 。 何 と い って も 阪 神 聞 の

住 宅 地 が 、 住 み た く な る ま ち の 代 表 的 地 価 と な っ て い る 。行政庁や住民の環境や文化への努力と投資が、

宅 地 価 額 に 経 済 効 果 と し て は っ き り 現 わ れ て い る と こ ろ が 妙 で あ る 。 ( Y .  Y )  



マイクロ・プロセッサを用いたパーソナル・コンビュータの普及が各方面で著しい。建築

の分野におけるコンビュータの利用といえば、これまでは構造部門が先行し、主として「計

算する」という機能が活用されてきた。 コンビュータには、そのほかにも「周辺機器を制

御する」とか 「大量のデータを取り扱う」といった機能があり、建築以外の分野ではそう

いった利用も盛んである 。マイコンの登場は、コンビュータ利用の可能性を大幅に拡げる

ものと考えられ、建築においても「計算する」以外の機能を活用した、さまざまな利用が

期待される 。

マイコンの特徴は、本体・周辺機器とも比較的安価であり 、手軽なパーソナル・ユーズが

可能であるという点にある 。必要であれば、何昼夜でも個人が独占して使用できるといっ

た点は、大型機では得られない利点である 。 しかし 、大型機に比べて処理速度が遅〈、記

憶容量の制限も大きいから、いたずらに大型機と同じような機能を求めようとせず、マイ

コン独自の特徴を生かした利用が望まれる 。いいかえれば、大型機の場合のように「何で

もできる」汎用型のプログラムより、「一つのことしかできないJ 単能型のプログラムを使

いわけていくべきであろう 。

しかし一方では、マイコンといえどもコンビュータであり、低速・小容量 といっても、一

昔前の大型機より優れた機能を持った機種が出現している現在、大型機にできることはマ

イコンにもできるはずだ、という考え方もある 。建築におけるマイコンの利用は、その歴

史も浅く 、本格的な利用はこれからと考えられ、現時点における建築の各分野て'のマイコ

ンの利用状況を、ふりかえってみることは興味深い。

マイコンは本来、利用者が自分て' プログラムを作って利用するべきものであるが、末端の

ユーザーの中にはプログラムを自分で作ろうとせず、既製のプログラムをブラック・ボッ

クス的に利用する人も多い。 こういった利用の形態は、コンビュータというよりはむしろ

自動販売的な利用というべきであろう 。 よく設計された自動販売機は、不良貨幣の投入と

いった誤った利用を行っても 、せいぜい目的の商品がでてこないか、あるいは機械が故障

する程度である 。 しかし、できの惑い既製のプログラム、いいかえればチェック機能が十

分でないプログラムて' は、利用法を誤るととんでもない結果が出力されることがある 。 と

くにマイコンの場合は容量や速度の点で制限が大きいので、誤った利用に対する十分なチ

ェックをプログラムすることは難しい。それを補うためには詳細なドキュメントを付属さ

せることが不可欠であるが、詳細なドキュメントを作製する作業は、プログラムを作るの

と周じぐらい手間がかかるのが現実である 。たとえ、 ドキュメントが準備されていても、

自動販売的な利用者に限って、ドキュメントによく自を通さないで利用することが多いと

いうことの方が、もっと問題かもしれない。いずれにせよ、他人が利用することを前提と

してプログラムを作製する立場の人々の、社会的責任はきわめて大きいといえよう 。

( 柴田道生/ 大阪工業大学講師)
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田マイコンの建築への利用

マ イ コ ン の 現 況 と 動 向

ハ ー ド につ い て

マイコンと呼ばれるものが、日本で販売されるようにな って

4 年ほどになりますが、この聞のハード的な進歩、かつ低価格

化は、利用者がとまどっほどのものがあります。建築の構造計

算などを考えた場合、現在の 8 ビッ トマイコンで十分実用にな

り、ソフトさえととのえれば、かなりの能力の出せることは、

各所で実証されており、むしろ利用技術の方が遅れていること

を痛感します。にもかかわらず、ハード的前進は続いており、

16ビッ トが、採用されつつあります。

利用者側から見て、 8 ビッ トが16ビッ トにな って、どこが違

うのかは気になりますが、最も明確なことは、計算に直接利用

できるメモリーが、 10倍以上にしうることでしょう 。 C P Uの

種類によ っては 、 100 倍以上も可能だと言われています。この

ことの利点は、 8 ビッ トではディスクのような外部メモリーに

依存していたような、データ処理も内部のメモリーで行えるよ

うになり、処理速度の向上と、ソフトを簡素化できること、ま

た、大型で'用いていたソフトも DI MENSI ONなど、ほぽそのま

まで使用可能となることがあげられます 。いわゆる計算速度を

比較した場合には、現在、市販され始めている 16ビッ トマイコ

ンは、 1 - 4 倍程度にな っていますが、現状のままでは速さに

ついては、あまり期待できません 。 しかし今年中に、演算処理

を l ケタは速くできる補助プロセ ッサーが市販されるものと思

われます。 また、将来出てくる 16ビッ トC P Uはもっと高速処

理が可能になると思われるのですが、それ用のソフトの開発が、

日本で行われているかどうか疑問があります。

他方、ハードの進歩には、小型化の方向があり、ハンド ・へ

ルド ・コンビュータも見のがせません 。

ハード的にマイコンを見た場合に 、本体と 言われる C P Uを

含むユニ ッ トだけを見たのでは、十分で、はありません 。マイコ

ンの利用範囲を拡げる主役はむしろ周辺機器であるのかも知れ

ません 。周辺機器には、ディスク、プリンタ一、プロッタ一、

26 建築 と社会/ 1983年 2 月号
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音響カプラ一、計測器、それを接合するインターフェースがあ

りますが、これらもこのところ性能向上 ・低価格化にあり、こ

れらが、マイコンの利用範囲を拡げています。

われわれの研究室では、実験データをマイコ ンで取り込みフ

ロッピー ・ディスクに記録するようにしたところ、実験データ

の取り込みだけでなく、あとのデータ整理を含めて非常に楽に

なり、プロ ッターを接続して、グラフ化も苦にならなくなりま

した 。このような計測システムも、決して大げさなものは何も

いらないところが非常な魅力です 。それに音響カプラー ・電話

で大型コンビュータと接続すると、大型の力も利用することが

できます。

また、先に述べた、ハンド ・へルド ・コンビュータに、音響

カブラーを併用しますと 、建設現場と材土コンビュータを電話

でつなぎ、データの交換が可能となります。現在、ハンド ・へ

ルド ・コンビュータとカプラーがアタ ッシュケースに入り、 20

万円程度となっているので、かなり簡単に利用できます。

ソ フ ト に つ い て

マイコン用言語として最も一般的なのは BASI C であり、 ， 

こ数年の聞に 、いろいろなことに対応できるように改良 ・拡張

され、現在、マイコン上で最も便利で、機能の充実した言語は

他にありません。 しかし、二、三の弱点があります。

サブルーチンを用いるときに、データ( 引数) の引き渡しに、

サブルーチンの変数名と主ルーチンの変数名を閉じにしなけれ

ばいけないので、サブルーチンをライブラリーとして用いると

きに、若干使いにくいこと 。

インタプリータ( 1行ごとに実行時に機械語にする) である

ため、コンノ マイラー ( プログラム完成時に、まとめて機械語に

してから利用する Ｉ に較べて速さがｾＭ見程度となり、ハード

の性能が、十分引き出せません。 しかし、これについてはやが

て、 BASIC のコンパイラーが利用できるようになるものと思

われます。



プログラミング上の問題としては、 1 行ごとに行番号がある

ため、つい GOTO 文などを多用してプログラムの流れがわか

らなくなって、不明解なプログラムになりやすい点があります。

また、機械ごとに言語が作られる傾向があり、拡張され、便

利なものほど、互換性にとぽしくなるようです。

BAS1C は昨年、 ]IS 規格が制定されましたが、低レベルのも

ので、少々使いにくく、変数名も 2 文字で、 1 文字目がアルフ

アベ ッ ト、 2文字目が数字で、現在の拡張 BAS1C の便利さか

らは、低レベルすぎたように思われます。

以上のような弱点などありますが、やはり BAS1C は、プロ

グラム修正などに手間どらず、マイコンにとって最も適したも

のであると感じています。

しかし、多くの文献や大型計算機のソフトを利用したい場合、

ことに科学技術計算では FORTRANが使いたくなります。現

在、マイコン用の FORTRAN は、 8 ビッ トマシンでは、若干

メモリー不足など感じ、使いにくいようです。それに、 BAS1C

のように簡単にソフトを書くとすぐに走らせて見て、パグ( 誤

り) を取ることができず、完走させるまでの時聞が多くかかり、

ちょっとしたソフトには向きません。 しかし、 16ビッ ト・マシ

ンでは、少なくともメモリー不足は解消され、今までに開発さ

れたソフトを、若干の修正で利用できるのは大変な魅力で、も

うすぐ 16ビッ トで走る FORTRAN が発売されるでしょう 。

PASCAL は良質のソフトを書くのには良い言語ですが、こ

れについては、実例ソフトや数値計算のライブラリーなどが少

なく、あらゆるソフトを自分で開発するファイ卜が必要で・しよ

う。 しかし長い目で見たとき、このような構造化言語は、有用

なものであると思われます。

これら FORTRANや PASCAL は コンノ f イル型言語のた

め、多くの補助的ソフトの力をかりたり、テキスト( もとのプ

ログラム) や中間語、機械語を記録したりするために、内部メ

モリーだけでは処理しにくく、外部メモリーであるディスクや

フロ ッピーディスクの助けを必要とします。これをうまく処理

するには、 DOS (Disk Operating System)が良くなければなり

ません 。

DOS は、コンパイラ一、ユーティリティ、テキストなどのソ

フトウェアをディスクやフロ ッピーディスクのファイルに整理

して格納したり、テキス卜の修正、接続などを容易にし、マイ

マイコンの現況と動向

コンを大型のように、ソフトウェアの管理能力を上げるもので

す。

マイコン用 DOS として完成度の高いものとしては、 CP爪d

FLEX， MS- DOS， UNI X， UCSD PASCAL SYSTEMなどがあ

ります。最近の16ビッ トマイコンでは、 I BMのパ、ノコンに採用

された MS- DOS を、日本でも各社が採用しているようです。

どの DOS を用いるかは、プログラムの互換性、流通性を考え

た場合に、ハード、ソフトのメーカーにとってもユーザーにと

っても、重要なことであると思われます。

最近、作表 ・簡単な計算・作図 ・データ処理などを目的とし

た XXCALC という簡易言語が発売されており、使い方によっ

ては、有能ですが、閉じょっに見えても能力にかなりの差があ

るので、購入に際しては、内容をよく較べて見なければなりま

せん 。悪いソフトと良いソフトの価格差は 2 倍程度、能力は 10

倍ということもあるので、気をつけて下さい。

このことは、ワードプロセ ッサーなどにもあてはまります。

ただ、ソフトの場合、よく売れるソフトはある程度安くできま

すので、高いソフトが良いものとは言えないところもあり、ハ

ード以上に使い込まなければ、良いのか悪いのかわからず、高

いばかりの役に立たないものもあり、本当にむつかしいことで

す。

最近のソフトの話題としては、 Computor Graphics があり、

建築にたずさわるものとして興味があると思うのですが、 1 枚

だけのパースを描く場合にも、打込みデータ数が多くて大変な

作業ですが、建物を各方向から見たり、動的な処理をすること

になりますとかなり有効に利用できるものと思われます。こと

に最近では、色彩、陰影は言うに及ばず、反射や透過などを用

いて質感も出せるようになり、背景との合成など、いろいろな

ソフトが開発されているようで、近い将来、かなり利用される

ようになるのではないでしょうか。

最後に、マイコンの場合、マイコンの能力を完全に利用しよ

うとしますと、どうしても、直接、機械語ソフトが書けること

が要求されますが、これは C P Uごとに異なっていて、なかな

かマスターできませんので それを職業としている人にまかせ

ても良いでしょう 。

( わきやま こうぞう 大阪大学助教授)
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国マイコンの建築への利用

大 型 機 と マ イ コ ン

青 柳 司

コ ン ビ ュ ー タ 利 用

コンビュータ利用は現在常識となり、いろいろな分野でさまざま

なコンビュータが使われている。四則演算を速く正確にこなすコン

ビュータから、総合的かつ有機的なソフトウェアに支えられた高性

能のコンビュータへと進化したことが、この利用範囲の拡大をもた

らしたと言えよう 。 またコンビュータの価格が手の届くものとなり、

だれでも利用できるようにな ってきていることも、さらにこの現象

に拍車をかけている 。 1 人 l 台の時代もそう遠いことではないであ

ろう 。

一方、科学技術の進歩や社会情勢の変化は、以前にもまして計算

内容を高度化し，コンビュータ利用を不可欠なものとしている 。構

造設計を例にと っても、建築基準法や各種構造設計規準の改正に伴

って莫大な計算や高度な検討が要求されるようにな ってきた 。ある

意味では、コンビュータなしには構造設計ができないと 言っ ても過

言ではないであろう 。 このような状況の中では、いかにコンビュー

タを有効に使うかが重要な課題である 。本来、構造設計者がなすべ

き構造計画、構造設計の時間を確保するためにもコ ン ビュータを有

効に利用し，設計業務におけるルーチ ンワークを減少させる必要が

ある 。

今日コンビュータは、マシン自体の性能ばかりでなく、周辺機器

の多様化とともに、複雑な様相を 呈 している 。超大型機からマイコ

ンまで、その機種はさまざまである 。 したが

を例として、ハードとしてのコ ン ビュータマシンの導入の過程とソ

フトウェアの推移、およびそれらの背景とな った要因を述べ 、コ ン

ビュータ利用の流れを概括する 。

構 造 設 計 部 門 に お け る コ ン ビ ュ ー タ 利 用

当社の構造設計部門におけるコンビュータ利用の流れの概略を 表

ー 1 に示す。大型機の利用は昭和39年、 I BM1620導入時の40元程度

の架橋解析に始まる 。その後の機種の変更、周辺機器の充実に伴 っ

て適用範囲が広がる一方、利用範囲も架構解析ばかりでなく、振動

応答解析、- : r t 構造計算 システム、自動作図システム等、多岐に及

んできている 。 さらに、昭和56年には大型機と直結した端末機が構

造部にも設置され、大型機の利用がより身近にな ってきている 。

一方、 パ ソコンの利用は、昭和46年のマイクロコ ン ビュータSOB

A  X2700に始まる 。 このマシ ンの答量は 12メモリ一、 253 ステ ップ

と、現在の 7 ・ログラム電卓程度のものであ ったが、少ない容量を駆

使し、梁の基本応力算出、部材の応力算定、クレー ンガーターの設

計等、手計算と大型機の聞を埋める武器として大いに活用された 。

その利用形態は現在の EPSON HC- 20の利用に引き継がれている 。

BASI C 言語の使用、対話形式による処理、図表形式の出力、外

部記憶媒体利用等の機能を備えた本格的なパソコ ンの導入は昭和54

年と、ごく最近のことである 。機能、容量ともそれまでぜの マイクロ

コンビュータとは比較にならないほど増大しており、 全 く新しいタ

って、コンビュータを有効に利用することは、 図ー 1 構造段計部門におけるコンビュータ利用の流れ

複数のコンビュータをうまく使い分けること

とも言える 。単にマシ ンの性能だけからでは、

コンビュータの優劣をつけがたくな ってきて

おり、演算のスピードや入出力のグレードも、

その利用いかんで判断が変わ ってくる 。

つまり、マシンごとの利点や欠点を十分に

理解し、利用形態に相応しいマシ ンを有効に

利用してはじめて、コ ンビュータという文明

の利器を生かすことができる 。優 秀 な 大 型 マ

シン 1 台あればすべて満足されるとい った時

代ではもはやないのである 。

このような点から、コ ンビュー タ利用に当

た って、コ ンビュ ー タに対するユーザー の姿

勢が問題とな ってくる 。 どんな目的のために、

どのような使い方をす べ きであるか 。さら に

これらと表裏一体である ソフ トウ ェアの開発、

利用者教育をどうするか 。 これ らはマ シン の

発展に対応してなされる べき 利用者側 の姿 勢

のきりかえを意味している 。

以下に構造部門におけるコ ン ビュータ利用

28 建 築 と 社 会/ 凶83年 2 月号

年 代

Hil 39 

sri 41 

sil 43 

"ri 49 

Uil 52 

昭 55

uil 56 

H百 57

主な利用

プログラム

大型マシン

機 種 主記憶容量

[ I BM 1620 I  12. 5K 

4思構解析 (40元)

ffi!川01叫 16K 

|IBM 11301H司 64K 

保構解析 (1，000元)

IIBM 3町 illl 144 K  

ビル( 建BU築I一L D貫IN構G造) 計算システム

|剛 370/日 512K 

ｾ＠ 伽 | 4096K 

( BUI LDl NG- M2)  

端末機設置

|剛 山寸D 8192K 

- ピJレ建築ーrt 構造計算システム

- 振動応答解析

- 立体骨組解析

- 平商架機解析

- 自動作図システム( 構造図、断面

リスト、ペンデイングスケジュ

ール等)

マイクロコンビュータ

パーソナlレコンビュータ

機輔・、記憶容量等

|  12メモリー

SOBAX ICC- 2700 I  253スアッ 4プ

I  COMPET  PC- 3600 I  ｾｾメモリー
COMPET  PC- 3600 I  256スアッ 4ア

/  部梁の材基応本カ算応定力算定

I  Olivetti P6060 80K 

8担構解析(300克)

クレーン設計

|間NA附 OMC- l f l￹Ｇ￴ｾｾｩ＠ ._ _.. c-Ial 124 K  

梨構解析(500克)

I  NEC PC8800 124K 

I  EPSON HC- 20 

Ｎ ｾ構解析 - 部材断面性能

Ｍ クレ ー ンガーダ ー Ｑｾ 計算 - 梁の基本応力

- 断面検討( 柱、浪、基礎) - 鉄骨柱の柱脚検討

- 部材終局面す力算定



X. Y座標値の節点データ 入力

X( m)  ，Y ( m) つ

X( m)  ，Y ( m)。

X( m)  . Y( m】つ

X( m)  ，Y ( m) つ

)(( 町， ) ，Y( m) つ

X( m)  . Y( m) 今

日(10) . Y( m) つ

X ( m)  ，Y ( m)。

X ( m)  ，Y ( m) ヲ

日( m) ，Y ( m) 今

日( m) . Y( m) 今

日( m) ，Y( m) 今

X( m)  ，Y( m) う

)(( 10 )  ，Y ( m) ワ

日( m) . Y ( m) 。

＾ｾＨｭＩ＠ ，Y ( m) 。

X( m)  ，Y( m) 。

X( m)  ，Y ( m) つ

日(10) ，Y ( m) 。

X( m)  ，Y( m) ?  

NUM OF  NODEワ

2 3  

NODE # 1  

2 . 2 0  

NODE梓 2

ム， 2 0

NODE体 3

1 0 ，2 0  

N口DE # 4  

0 ，16 

NODE t う

4 ，1 6  

NODE緯 ゐ

1 0 ，16 

NODE # ア

1 4 ，16 

NODE # 8  

0 ，12 

NODE鈴 9

4 ，1 2  

NODE株 1 0

1 0 ，12 

N口DE梓 11

14. 12  

NODE # 1 2  

0 ，8  

N口DE株 1 3

ゐ， 8

NODE体 1 4

1 0 ，8  

NODE枠 1 5

1 4 ，8  

NODE特 1 6

0 ，4  

NODE # 1 7  

4 ，ゐ

NODE体 18

1 0 ，4.  

NODE体 19

1 4 ，4  

NODE株 2 0

0 ，0  

NODE # 2 1  

ゐ， 0

NODE併 2 2

1 0 ，0  

NODE縛 2 3

14 . 0  

モデル図

川

[

一

P

( 実行形式 D )

;1データファイル作成 1:

F タファイル受録 1:

I  ｾｪｔ ｊｦｾｩｬＺ ｃ＠ I  

I  R UN N500 I  

E三E

E iT% i  I  

:1データファイル登録 |

!I データ の修正、造方川

il デー タファイ 1レ登録| ; [ 二] 内はEDI TORモー ドでの操作を示す。

図- 2 架 権 解 析 プ ロ グ ラ ム の 入 力 方 法

ノマーソナ j レコンビュータによる架構解析プログラムで、実行形式を利用者が選択でき、効率

のよい利用ができるように考慮されている 。

パーソナルコンビュータによる架機解析プログラムでデータ修正、再実行が容易に行えるよ

うにデータファイ l レを介して、データの保存ができるように配[ f . されている 。

Eコ 内は入力データ データファイルに保存されたデータ

( 実行形式 C)

E E到

| データファイ 1レ名t践 |

E 豆日

( 実行形式 B)( 実行形式 A )

I  R UN N500 I  

E 三E

I  ｾｪｔＥ￬＠ I  

X( m)  . Y( m) ワ

日( m) ，Y ( m) つ

日(10) ，Y( m) 。

NUM 口F NODE ?  

- GRI D PAT T E RN I NPUT  

N U門 口F GRI D I X ，I 'l， OX( n，) . 0' 1( . ，)。

区A

S PA N( I X- 1 )  I r om l ol t  : X 1 ，){2 ，. . . . . 【π，)ウ

区ｾ
HE I GHT ( J V- l )  f r om t o&: : . γ1 ，' ( 2. . . . . .  ( m) つ

区:;::?l;]i二ζ 亙

NUM 口F OMl T  DAT角?

回

白川特 1  I X 1 ，I Y1 ，I X2. 1 'l 2 ，. . .  . . . 守

口 ｾζ 訂
NU開口F 向DD. NODE今

回

角D# 1  NODE格， X( rrd . Y( m)。

匡三三三回

ー-- - GRI D PAT T E RN I NPUT  

NUM OF  CONS T RAI NT  DAT Aつ

S  T  A  R  T  

マーソナルコンビ

ュ タによる架締

解析プログラムて¥

節点の座標を簡略

化するため、聖在形

な架構ではグ 1) Ｎｾ＠

ド形式の入力法が

用意されている 。

図- 4

E XAMPL E  

O  

1  

2 1 0 E 4 ，9 0 E 4  

0  

4 . 6  

4 ，6 ，4  

4. ' 与. 4. l 与， 4

1  

1. 6. ι ，ι  

1  

1. 5 . 2 ，2 0  

1  

1 2 . 2 0 ，2 1 . 22 ，2 3  

5  

1 . 1 . 2 ，1. 3 . 1  

ι ，1 ，5 ，1 ，6 ，1 ，7 ，1  

8 ，1. ヲ， 1 ，10 ，1 ，11， 1

1 2 ，1 ，1 3 ，1 ，14. 1 . 15 ，1  

1 6 ，1 ，1ア，1， 1 8 ，1 ，1 9 ，1

5  

1 ，3ら0 0 E - 4 ，10800 0 0E - 8  ，3600E - 4  

1 ，2 100E - 4 ，857500E - 8 ，2 100E - 4 ，1. 2  

1  ，2100E - 4 ，8 5 7 5 0 0 E - 8 ，2100E - 4 ，1 .  5  

対話形式のデータ 入力

一
，。ι=

 

D

 

L

 

口

-

z

 ω

。

亡
』

、
，

M

N

?

1

・

'

M

N

 

h

V

T

A

 

=

n

n

 

n

u

n

r

 

N

 

A

H

 

-

T

，

 

A

H

 

一一一。

I

C

 

宮

ι

-
-
-
-

=

E

M

門

間

《

門

。

L

A

H

A

"

T

I

1

T

R

R

 

n

u-

-

A「

」

《

H

n
U

「

L

T
a

c

「

」

p

l

N U附 OF MAT ERI AL今

回

MIミT 柊 1 E ( 七1m2) . G( を1 m2)。

I  2 1 0E 4 ，豆霊ヨ

M A  T  E  R  1  A  L  

G( t / m2)  

(  1 )  2 . 100 E 0 6  9 . 0 0 0 E Oう

NUM OF  NODEう

ロ
ー『ー- GRI D PAT TE RN I NPUT  

NUM OF  GRI D  I X ，I Y ，OX( m) ，OY( m) 。

D  A  T  A  

E ( を1m2)MAT #  

E  N  D  

S  T  A  R  T  

架 梅 解 析 プ ロ グ ラ ム の デ ー タ 入 力 例 - 2架 精 解 析 プ ロ グ ラ ム の デ ー タ 入 力 例 ー 1図 - 3

AI SC版の出力

= == = =  C R向NE RUNW向Y GI RDE R = = = = =  

・・CHE CK RUNW向Y GI R( >E R"  ( 附a x l rnum 附' J ment 】

C G 

圏内版の出力

===== C RANE  RUNWA'I GI RDE R = = = = =  

b  ( rnm)  hl 令ω

5 0 0  

1 6  

4 0 0  

1 2  

5 0 0  

2 3 . 2 5  

129. 41 

h

8

2

9

3

$

 

2

7

1

5

2

 

『

f

i

v

R

J1

 

S T RE S S ι DE F L E CT I ON 

( T op)  ( 80金. )

0 . 1 2  0 . 1 5  ( 金I c mZ)

0 . 0 9  0 . 11  ( セ/ c m2)

1 . 11 1 . 3 4  ( t / c m2)  

0 . 0 3  0 . 0 0  ( セ/ c m2)

0 . 0 4  0 . 00  (を I c m2)

0 . 05 0 . 00 (セ / c m2)

0 . 0 5  0 . 0 0  ( t / c m2)  

1. 5 3  1. 6 0  ( t / om2)  

( 1 1 )  1. 3 4  ( セI c m2)

( 12)  1 . 30  (を / c m2)

( 13)  1. 0 9  ( t / cm2)  

( 14)  1. 0 9  ( 令I cm2)

( I y)  0 . 3 8  (セ I c m2)
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図- 5 ク レ ー ン ガ ー ダ 設 計 プ ロ グ ラ ム の 出 カ 例

ノマーソナ l レコンビュータによるクレーンガーダー1 ' l 計算プログラムで、出力プリントがそのまま計算型? として 利用できるよう考慮がなされている 。



イプの機種の導入と言える。この種のマシンは、手計算と大型機の

中間を埋めるばかりでなく、架構解析、クレーンガーダーの- 1't設

計等大型機の代答をも務めうるものとなっている。ちなみに、容量

だけを大型機と単純に比較しても、現在の機種は、昭和49年に導入

された I BM370/135 に匹敵するものである。

このように、コンビュータマシンの導入の過程において大型機の

処理能力を拡大する一方で、パ、ノコンを導入し、さらにはより小型

のハンディタイプのノマソコンをも利用していることに着目したい。

すなわち、大型機のメリ ットは演ｾ Ｚ速度と膨大な記憶容量にあり、

一貫様造計算、振動応答解析のようなケースではその威力を発嫁す

る。しかし、日常の構造設計においては、このような大規模なプロ

グラムを利用するケースより、むしろ小焼棋な架構解析や断面検討

のようなちょっとした問題を処理する場合が多〈、マシンが身近に

あり、簡単にいつでも操作できることが要求される。この点からパ

ソコンが有利と言える。大型機では演算時間の短縮による利点より

も全社的な大型機の集中利用によるホ笑行待ち H や入出力に要する

手間のほうがかえってネックとなる事例が少なくない。このパソコ

ンの利用も、断面性能の算定のように従来のマイクロコンビュータ

が成し得た程度の小規模な処理に対しては、電源投入と同時に実行

できる、より手軽なマシンとしてのハンディタイプのパソコンとそ

れ以外の中規模処理用のパソコンとに使い分けがされている。

以上のように、構造設計部門では 3 つのグレードのコンピュータ

が屑を並べて存在し、構造設計者は、問題の規模とマシンの処理能

力に応じてそれらの武器を臨機応変に使い分けているというのがコ

ンビュータ 利用の現状である 。

開 発 体 制 と 利 用 者 数 育

当社におけるプログラム開発体制は、つぎの 4 つのケースに大別

できる。

①コンビュータ部の開発チーム

②構造部、コンビュータ部の合同開発チーム

③構造部内開発担当者

④構造設計者個人

構造関係プログラムにおいては①のケースは少なく、②、③のケ

ースが一般的と言える。②は、構造部門から専任者を派遣して、コ

ンビュータ部門と長期的な合同開発チームを結成するケース ( 大規

模プログラム開発) であり、③は、構造部内ユーザーの要望に応じ

て構造部内担当者が開発するケース( 中小規模プログラム開発) で

ある。④は、設計者自身が、固有の問題を解決する場合に即応的に

開発するもので、その場合、設計者がプログラミングできることが

前提となる 。いずれの場合も 、構造設計部門が直接開発に関わるこ

とを原則としており、これは利用者側の戸を直接反映し、 Y 変いやす

いプログラム。とするために不可欠なことであると言えよう。

ノマソコンによるプログラム開発は、プログラム単位に担当者を決

め、ある期間設計業務から離れて専任するという前記の③のケース

をとっている。 7 ニュアルの整備も含めて使いやすいプログラムを

開発するとともに、メンテナンスを不備なく行うには、日常業務と

の兼任が難しいことによる。

また、パーソナルコンビュータの即応性を生かした④のケースも、

次第に一般化しつつあるが、個人的開発が日常的な形態として広〈

行われる前提として、プログラマー養成のための利用者教育が必要

である。しかし、プログラミングの技術も一朝一夕にして習得でき

るものでなく、やはり開発作業を通じて身につけるのが最適であろ

う。したがって精進部員が順次開発、あるいはコンパージョンを担

30 

血することによって利用者教育を行っている。

現段階では、プログラミング習得者は音I1貝の約 5 割筏度であるが、

新入部員を中心とした研修体制によって順次増加しており、将米は

全員が、開発も含めた利用者となることをめざしている。

今 後 の 問 題 点 と 課 題

構造設計における利用を例として、コ ンビュータの利用形態や今

日コンビュータ利用がかかえているさまざまな問題点を述べてきた

が、きわめて優れた道具としてのコンビュータを有効に利用するた

めには、まずコンビュータに対する利用者の姿勢が重要である。コ

ンピュータといっても大型機からマイコンまで多機種に及び、おの

おの利点もあり欠点もある。いたずらにパソコンで大型機並みのプ

ログラムを開発しても、{ 変われなくては折角の労力も無駄にな って

しまう。コンビュータには、その性能に応じて使い方にも限界があ

ることを十分に認識する必要がある。大型マシンとパソコン、パソ

コンと マイコ ン。 利用者が数機種のコ ンビュータを使い分けながら

業務を遂行しているさまはどちらかと言えば機械にふりまわされて

いる観がなきにしもあらずであるが、今日の社会の象徴と言えない

であろうか。

このようなコンピュータ利用の中にも、利用者にはどうにもなら

ない問題がある。ハードとしてのコンビュータマシンの開発である。

現在、同一レベルのコンビュータマシンの機種間での互換性がほ

とんどない。パソコンは一応 BASI C という言語上の統ーがされて

いるおり、事実基本的には同じものと言えようが、この BASI C 言

語にさらにメーカーごとに、機種ごとにさまざまな独自の機能を追

加している。そのためにメーカーがちがえば、同ーのソフトが使え

ない、また仮にメーカーが同じでも機種がちがえば互換性がなくな

るといった具合である。プログラミングの段階で機械に固有な機能

は使わないといったことである程度対処できょうが、それにも限界

がある。プログラムの開発には多大の労力と経費がかかるし、また

コンパージョンも大変な作業である。したがって機種を変更した場

合には開発したソフトがそのまま生かされないためにかなり手を加

えてコンパージョンするといった事態が生じる。このことはプログ

ラムを一般に公開する場合にも障害となる。公開したプログラムが、

それを利用できる機種に制限があるため、十分に利用できないから

である。

今日、このプログラムの公開については日本建築学会においてラ

イブラリーの整備がなされており、利用者側にとって大変望ましい

動きと言えるが、折角のこの動きも機種聞に互換性がないために向

社のマシンに組み込むといった利用は大変難しいと，恩われる。ライ

ブラリーの整備が必ずしもこのような利用だけを目的としているの

でないにしても、十分に生かされないことは残念である。 BAS I C

言語だけでなく、ある程度の機能をも含めて互換性があるような万

向に進められないものであろうか。

このほかにもいくつかの問題点があろうが、パソコンやマイコン

をソロパンのごとく使いこなし、ルーチンワークを減少させて、人

聞がじっくり考える時間を少しでも多くしたいものである。

参考文献

1  ) 背柳ほか rt. 理造設計部門におけるパーソナルコンビュータの利用について J 第 4 lilli lI 

子計算機利用シンポジウム 1982年 3 H  

2  ) 須藤ほか「ビ J レ建築情造1 ' 1 動処理システムホBUI LDING RC/SRC/S' その l ーその4J

日本建築学会大会学術点誠艇概l I ! U召初51年 10月

( あおやぎ つかさ 株式会社臼挫設計綿泣向11-k)



国建築各分野における応用例・ a

計画・設計一身近な設計道具としてのマイコン

山 口 重 之

はじめに

われわれの研究室では、従来から大型機やミニコンビュータを利

用して計画や設計のための図形処理や設計システムの研究開発を行

ってきている 。

ここ数年、マイコンの登場によってまさにコンピュータの大衆化

時代の波がわれわれのところにも押し寄せてきている 。仔IJ にも れず、

すでに 4 台のマイコンが大型機やミニコンピュータに加えて稼働し

ている 。そのうち 2 台は以下で紹介するきわめて標準的な 8 ビッ ト

機で、 l 台はその上位機種にあたる 16ビッ ト機、そして 8 ビッ トの

C P Uに16ビッ トの図形処理専用プロセ ッサを組み合わせ、グラフ

イック機能を強化したユニークな設計のマイコンである 。そのほか

にも後述するようなさまざまな周辺機器も揃えることができるよう

になってきている 。 5 年前を与えると隔世の感がある 。

1980年の 4 月から、設計の道具としてマイコンの可能性を探るた

めに rARCHI GRAF  J と呼ぶプロジェクトを開始した。

マイコンそのものは、処理速度、記憶容量、計算精度など基本的

性能は大型機やミニコンビュータに遠〈及ぶものではない 。 しかし

ながら、高度な知識を必要としない、価絡が安い、信頼性も高〈鉱

張性に富む、身近に遣いていつでも利用できる、そして何よりもま

るごと一人で利用できるなど数多くのメリ ッ トがある 。その身近さ

は従来存在しなかったものであり、大げさに言えばコンビュータと

人間( 建築家) とのかかわり方を桜本的に変えてしまうのではない

かという興奮めいたものを党えたからである 。

ARCHI GRAF は、設計のなかでさまざまな図形を扱う作業を援助

する T 定規や屯卓に近い道具としてのコンビュータシステムを指向

している 。大型機ベースの図形処理や設計システムは、大規模で複

雑な作業を必要とする領域、たとえば自動製図、日影図の作図、企

画 ・標準設計などではすでに実用化され大いに効果をあげている 。

一方、大変厳しい設計環境のなかで設計者おのおのの知的生産性

の向上や能力拡大をせまられている状況を々えれば、仕事によって

は計算機パワーを利用できるものの設計作業の大半は T 定規や屯卓

に頼っており、そのあいだの孫差は非常に大きいと言わざるを得な

い。このギャ ップを少しでも埋めてゆきたいということも動機のひ

とつになっている 。

計画 ・設計の分聖f におけるコンビュータ 利用 の範囲はきわめて広

いが、本稿ではマイコンの応用例として、この ARCHI GRAF を例

にとって話を進めたい。

きわめて限られた範囲の利用ではあるが、マイコン利用の可能性

を考えていただく参考になれば幸いである 。

ARCHI GRAF のねらい

建築設計の全過程を通して、また設計対象の規模や穏別によらず

図形を捕さ計算するなど図形処理作業は結構多い 。それも小規模で

頻繁におこる 。たとえば、ハードラインによる平・立 ・断面図等の

作図やその修正、家具配置や音11材の割り付け、床面積や仕上面積の

概算や配分検討、透視図の作成、日影 ・形態規制クリアのための作

図等々数え挙げればきりがない。

これらはひとつの設計案をまとめあげたり、ある種の決定を行う

までの試行錯誤の段階で何回となく繰り返される作業であ る。図面

上での検討結果も必ずしも他人とのコミュニケーションを目的とし

たものばかりではなく、設計者がみずからの理解や探求のためのも

のである ことも多 〈、次から次へと作図される図面や表も設計の最

終段階まで残るものは少ない 。こういった段階では、設計対象もま

だまだ決然、としたもので、扱う図形の精度もそれなりの粗きが許さ

れるものである 。

この程の作業は、その性質から言っても大がかりなシステム化の

対象にはなりにくいし、処理コストからいっても大規模システムか

らは、はみだしてしまっているのが現状であろう。

ARCHI GRAF は、このような日常的でしかも小規模で粗さが許さ

れるような図形処理作業に対して、 T 定規 ・三角スケール ・電車に

代表される身近な設計道具に近いところでマイコンを援用しようと

している 。端的に言えば、それらの道具の適切な組み合わせをマ イ

コンに実現させようとしている 。 したがって、設計における一連の

作業をシステム化したり、空間構成のアルゴリズム等を含んだ設計

システム ( C A  A  D) という概念は別の検討課題として考えてはい

るが、このシステムにはない。身近な設計の道具として、 T 定規や

屯阜のひとつ上の機能をもったレベルにランクされるものである。

写真 一 1 ARCHI GRAF システムの全景
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図- 1 システムの構成図

図 形 処 理 の た め の 基 本 的 ソ フ ト と 機 器

現在f変われているさまざまな設計道具はそれぞれに必然的ニーズ

があって、それにしたがって選び出されあるいはっくり出されてき

ている。

マイコンも大型機と同じ原理でうご くれっきとした コンビュータ

であり、それ自身すばらしい可能性を秘めてはいる 。がしかし、こ

と建築計画 ・設計という領域で図形を扱おうとすれば、いわば半完

成品の道具にしかすぎない 。

いろいろな図形の入出力装置の接続やデータのやりとり、そして

基本的な図形要素をつくり出したり、現実の世界でのディメンショ

ンのスケーリングなどはユーザーに任せられている。グラフィック

機能のあるマイコンと言えども基本セ ッ トのモニタテレビ上でしか

利用 できない。マイコン本体と周辺に接続される図形入出力機器の

あいだのインターフェイスが完備して、はじめてプロ ッタに透視図

を描いたり、タブレットから図形の座椋が入力できる。これはA R-

CHI GRAF のソフトウェアの基本部分とな っており 、各図形入出力

装置ごとにサブルーチン ・パッケージ ( GS P :  Graphi cs Subrout i ne 

Package) として整備し、アプリケーション ・プログラムの利用す

る図形入出力装置を扱 うパッケージのみを附加することができる。

GS P は、各入出力装置とのデータ受け渡しゃ各機器の1111] 御を行 う

ドライパ、そ して図形データのスケーリング・クリ ッピング ・ウイ

ン ドウ処理・ 座標系変換などの汎用図形処理ルーチンがその基本部

分となっている。そのうえに入力データのアラインメント補正、メ

ニュ一定義、図形出力のための透視変換などの幾何学的変換、 短形 ・

円などの図形要素の生成など建築デー タを扱う | 祭比較的よ く使用す

る機能が組み込まれている 。
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図- 2 夏至、冬至の日照パターン ( N35' 、南から 20' 東へ向いた窓)

図- 3 日影パターン



さまざまな図形を入出力装置をとおして扱うための基本的ソフト

ウェアを充実させることは、アプリケーションの多様な展開とプロ

グラム作成の効率をあげるためにも大変重要な点であると考えてい

る。

やるべき仕事の内容は設計者自身が一番よく知 っている 。設計の

道具として設計者に依存してゆく、つまり設計者自身がみずからの

仕事をプログラミングしてゆく方向を考えれば、 GSP の充実は煩わ

しい図形入出力のプログラミングから解放し、アプリケーション ・

プログラムの作成に専念できるようにしてくれる 。

ARCHI GRAF の機器構成は 図一 1 と写真一 1に示している 。日常

的な図形処理作業にこれらがすべて必要であるというわけではない。

われわれの興味をもっ問題を実験するためのものではあるがひとつ

の可能性としてご理解いただきたい 。

応 用 プ ロ グ ラ ム に つ い て

以上のような道具だてのうえに、現在まで数多くのさまざまな図

形処理のプログラムが作成された 。ユーザーエリアの限度である 20

K B をフルに利用するものから、数10行のものまであり、そのうち

のいくつかは捨てられ、またいくつかは改良され拡張されている 。

例をあげれば( 図ー 2 、 3 、 4 、写真一 2 ) 、

・プレセ・ンテーション用製図システム : GRAF 2  ( 後述)

・面積概算: 図面から床面積など図形の面積を計算し作表する

・日影検討: 簡単な建物の日影パターンと時間算出

図- 4 ビジュアル・シミュレーションのハードコピー

写真一 2 企画面積概算システム

- 日当たりパターン: 室内での窓から入る日光の移動図作成

・照度分布 . 点または線光源による照度分布

・透視図作成: PSTI LL、STI LL ( 後述)

・ビジュアル・シミュレーション: 透視図を動画として連続的にテ

レビ上に表示し、ビスタやランドマークの見えかくれなど視覚環

境の検討を行う

などである 。これらは一連のシーケンスで続けて使用することもで

きる 。たとえば、 GRAF2 で製図された平面図から面積概算表を作

成し、平 ・立面図をもとに建物の概略のかたちを周辺環境とともに

入力すれば簡単なビジュアル ・シミュレーションができる。

アプリケーション ・プログラムはひとつの体系として計算機のな

かで関連づけられ盤合性を保っているわけではない。ひとつの仕事

に対していくつかのプログラムが関連することはあっても 、仕事単

位でそれぞれ独立の群をなしている。つまり E いに独立したプ ログ

ラムのコレクションで構成されている。

馴染みゃすい道具は単純で解りやすいという函をもつものである。

利用者の Adhoc な使用、改良、追加など手を入れる余地は残して

おきたい。

透 視 図 と 製 図

今や、透視図を計算機に描かせる際の問題点は、透視変換のアル

ゴリズムや隠れ線を消すことではない。データ入力の手間を、いか

に軽減するかである 。簡単なワイヤフレームで概略図を描いても意

図 - 5  簡単な透視図

図- 6 簡単な透視図
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味はない。もっと簡便な手段があるからである 。図ー 5 、 6 はその

範ちゅうにはいるひとつの例である。 図一 7 、 8 、 9 、10に示す透

視図とは圧倒的に線の本数がちがう。 STI LL と呼ぶプログラムは入

力手間を大幅に改善したデータエディ夕、透視変換、出力昔日の 3 つ

のプログラムから 構成されている 。データエディタは、マイコンの

強力な対話機能を利用するだけでなく、建築的データのもつ性質を

利用して繰り返し作業、チェ ックを 改善している 。それぞれは 30-

90行のプログラムではあるが、入力手間の軽減によってマイコンで

もここまで可能であるという一例である 。

次に、 図ー 11、12、13、14は GRAFZ と呼ぶ対話型製図システム

の出力である。設計者にある程度の構想、があり習熟すれば直接グラ

フィ ックターミナルに向かつてそれを図面化できるものである 。作

図範囲は任意の大きさに拡大縮小ができ、全体と部分を往復しなが

ら作図する。描き込まれた図形は内部では実寸で記述されプ ロッタ

出力時にスケーリングされる 。製図作業は繰り返し図形が多〈修正

が容易でなければならない。入力時の煩雑さを軽減するために各種

図形のコマンドによる簡易入力ができる 。 また 2 点間の距離表示や

分割、グリ y ド ・補助総の表示、図形要素の消去とい った作図補助

機能をそなえている。作成した図面は複数のレイヤと呼ばれるトレ

ペにあたるものに保存され、各図面がもっレイヤはプ ログラムで自

動的に管理され、見かけ上各図だけを意識すればよい。外部記憶の

容量分だけ ( メディアの枚数) のデータを扱うことができる 。GRAF

2 は、データ入力編集、図面ファイル管理、図面レイアウト、作図
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図- 14

の 4 つのサブシステムで構成され、それぞれ約 ZOKB のメモリ限度

までフルに使うかなり規模の大きなプログラムである。

対話型システムの身上は素早いレスポンスである。この点に関 し

ては、 8 ピッ ト標準機には荷が重い。16ビッ ト機の登場はマイ コン

の対話性を失わず、 BASI C を使用しても GRAF2の応答性を平均 3

{音 - 5 倍引きあげる。さらに 500KB以上のメ モ リを内蔵できること

は、より多くの機能をつけ加えられるだけでな く、レ スポンス 時聞

の向上という可能性も同時に期待できる。

おわりに

マイコンを使い込むにしたがってさまざまな欲が出る。また失望

もある 。いたずらに上をみて処理能力や機能の拡大を求めれば、シ

ステムは巨大化し不明解になり次第に身近な道具から遠ざかってし

まうという自己矛盾をおこしかねない。設計道具としての評価も、

より高性能な大型機やミニコンピュータで処理する場合と比較する

のではなく 、むしろ手作業を基準におく必要があろう 。

*  

将来、 7 イコンがほんとうに「身近な設計の道具」たりうるには、

設計者が努力しただけの価値ある結* が得られなければならないし、

さらに言うなればその道具を使うことがホ楽しみかであるようなも

のになってゆくべきであろう。われわれにとっても、これが最大の

目標である 。

( やまぐち しげゆき 京都工芸繊維大' 下助教段)
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国建築各分野における応用例・ b- l

構造設計- マイコンによる一括処理の可能性と限界

魚 木 晴 夫

はじめに

コンビュータを利用して建築物の構造設計をする場合に、その建

物の最終的な状態をすべて予iJIIJ して、一括処理用プログラムの完ぺ

きな入力データを作成することは非常にむつかしい。手計算による

場合には計算をすすめていくに従って応力状態などが順次把鑑でき

て、途中からデータを変更したり、少し戻って計算をやりなおした

り、必要に応じてフィードパ ックを繰り返すのが普通である 。

このように計算に時間をかけることが建物の性質や状況の理解に

役立っている 。

大形コンビュータの一括処理プログラムを利用する場合ても出力

されたアウトプ ッ トを見て、自分が想定していた状態になるまで何

回でも入カデータの修正を繰り返している 。ただしこの場合には無

I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  駄 だ と 知 り 山 修

|  正していない部分も

再度計算させること

になり、コ ンピュー

タの非効率な使用は

避けられなし、。必要

な部分だけを再計算

するように工夫され

コ
図 1

たプログラムもある

が、反面、このような親切なプログラムは膨大な規模になり、開発

コスト、開発H寺[甘l数等を考えると誰にでも作れるものではない。

図 1 は均等ス パン の骨組であるが、手言十t ) = や単能の応力計算プロ

グラムでは対称性を利用して骨組の半分だけを解析したり、中央部

分の柱数本がほぼ間程度の応力になることを考慮して、端から 2 -

3 スパン分だけの応力解析をして他の部分の応力を類推する手法が

使用されている 。一括処理のプログラムでも同様の省略をして計算

をすることはできるが、入力が複雑にな ったり、プログラムが大き

くなる割には効果が期待できない。

以上のような事柄を考え合わせると、大形コ ンビュー夕、マイコ

ンを問わずプログラムは単機能である方が良いと思われる 。設計者

がこの単機能のプロクラムを必要に応じて選択して実行し、得られ

た途中結果を見てデータを修正して元へ戻るか、5 } IJ のプログラムを

選択して次のステ ップに移るかの指示ができるようなシステムが理

想的である 。

昨 今 C A D という言葉がひんぱんにイ変われていて、まるで図形処

理の代名詞であるかの感があるが、この言葉が使われだした 1960年

代では、上のような設計者が計算機と会話しながら作業をすすめる

Man- Machi ne- Syst 巴mをC A D と呼んで設計における計算機利用の

理想的な形態としていた。 ところがこの辺忽も建築設計の分野では

経済的に採算に合わないという現実の問題があり、ほとんど採用さ

れていなか った。最近コ ンビュータが安くなり、多種多様な使い方

が試みられているが、建築設計の分野でもその例にもれず、 C A D

36 建築 と社会/ 1983年 2 月号

全盛の感がする 。同時にマイコンも価格が安くなるだけではなく、

機能的にも大形コンビュータと比べて遜色ないものが簡単に使える

ようにな ってきた 。

このような前提に立 って考えると、これから作成する設計用プロ

グラムは会話形式で運用できる単機能プログラムの集合が最適であ

ると思える 。 しかし現状では、これらの直接的な要因だけではなく、

設計期間が短くな ってきていることや行政的な問題( 確認申請とプ

ログラム評定) など諸般の事情を考慮に入れると、一括処理フ・ログ

ラムも捨て切れないものがある 。 さらにマイコンが大形コンビュー

タ並みの性能を持 っているとすれば、いままで大形コンビュータで

しか考えられなか った一括処理プログラムもマイコン用に作り直す

ことを考えても当然かも知れない。

マ イ コ ン の 問 題 点

マイコンの性能が向上したとい っても、大形コンビュータ用のプ

ログラムを全〈加工しないていマイコンに収容することは不可能でむあ

ろう 。 もし物理的に入 ったとしてもマイコンの特徴を生かさなけれ

ば処理時聞が設計者が期待している範囲におさまるかどうか疑わし

い。大形コンビュータではほとんど意識する必要のなか った機械的

な特徴まで十分理解しなければ実用に供する一括処理プログラムは

できないであろう 。

一括処理プログラムを作成するとすれば少なくとも 64Kバイトの

内部メモリーと倍密度フロ ッピーディスクは用意しなければならな

い。 この程度のマイコンであれば、現在市販されている製品のどれ

をと っても問題はない。 ところが使用する言語は演算速度や機能に

相当の差があるので注意して選択しなければならない。

現在マイコ ンで一番多〈使用されている言語はBASI C インター

プリターであり、 BASIC コン パイラーやF ORT RAN、PAS CAL な

どがそれに続くであろう 。インタープリターとコンパイラーの速度

比較は演算の種類によ って差があるが、約 2 - 1 0倍くらいコン パイ

ラーによるプログラムの実行速度は速い。BASI C と F ORT RANの

比較では約1 . 2- 7 倍程度 F ORT RANの方が速い。

実数 ｍｾ や技術計算用の関数 ｩ 寅ｲｉＺを機械的に処理する演算装置を

持 っているマイコ ンはまだ少なくて、ほとんどの機絡はプログラム

でソフト的に処理している 。 このため整数積算に比べて実数の演算

時間の方がはるかに長くかかる 。 とくに BASICでは指定しなければ

すべての数値は 4 バイトの実数として取り扱 っているので、実数演

算と整数演算の識別がは っきりしている F ORT RANと比較すれば大

きな差が出てくる 。BASI Cによるプロクラムでもこのことに注意を

して整数演算の指定 (DEFI NT等 ) をしたものはかなり演算時間が

短縮できている 。

表 1 言語による演算速度のちがい

| 繋数演算指定なし

FORTRAN I  1  .0 

B.ASICコンノマイラー I  6. 2 

BASICインタープリター 1  10. 6 

型 産 数 ｩ 斑ｾ指定あり

1. 0  

1. 3  

7. 7 



通り名、階名、スパン、階高、その他の一般事項入

力

コンクリート、鉄筋材極の入力

床、壁その他の固定荷重や積載荷重の入力および計

算

はり、柱の断面寸法、岡IJ 滅寸法の入力

はり、 CMoQの入力および計算

はり、柱位置、断面、荷重テキスト番号入力および

データの保存

追加荷重の入力

プログラムの流れ

2 使用材料の指定

3 単位荷重の計算

4 基準断面の登録

5 基準CMoQの登録

6 権成部材の入力

7 主主軸方向カの追加

81也君主用外力の計算

9 骨組の応力計算

10はり断面算定

11柱断面算定

l 骨組の認識

表 2

表 3

-
A

丹

L

円

d

a

u
宅

F
h

u

データエリヤをできるだけ小さくするために、データは階層レベ

ルを持つようにする 。共通に使用できるものは逐ーそのデータを持

つのではなく、テキストとそれを参照するためのインデ y クスに分

ける ( 表 3 )。 柱のデータを例にとると、その断面寸法は建物全体で

数種類しかないであろうから、分類して詳しいデータをまとめてテ

キストとして保存しておく 。 1 本ずつの柱は自分自身の存在する骨

組番号、柱列番号、階番号等とともに断面寸法のテキスト番号を持

つという方法である 。 このよっにテキストとして持った方が便利な

データは、できるだけ先に入力しておいた方がよく、データ量は多

くならないからすべてメモリー内に貯えられる。

建物構成部材の入力とデータ配分

計算すべきフレームを構成しているはりと柱を逐一入力していく

が、このときにその部材のデータは上記のテキストを参照する番号

だけである 。詳細なデータはすでにテキス卜として準備されている

か ら、そのテキストから引用してきて部材に必要なデータを組み立

てる 。このようにしてまとま ったデータは l 部材分を一つのレ コー

ドとしてディスクに書き出す。 この方法は前記のデータの階層化等

と矛盾するようであるが、断面算定の部分ではこの方法がディスク

の読み書きの回数をへらすポイントになる 。

このほかテキストにないデー夕、たとえば柱軸方向力に追加すべ

き荷重等を入力をして各部材のデータファイルを完成させておく。

建物各階に作用する地震力もすべての柱の入力が終わった段階で

各層の重量を集計すれば、以降の計算は自動的に行える。

骨車ift.Ii i : :、力計算

応力計算が全体の演算時間の大半を占めるので、演算手法やプロ

グラムの作り方が全体の良し慈しを左右することになる。

大形コンビュータのプログラムでは種々な解析方法が使用されて

いるが、そのうちでも固定モーメント法とマトリ ックス剛性法が比

較的多〈使用されている 。

固定モーメント法は手計算ではなじみ深い方法であるが、鉛直荷

重時と水平荷重時の解析方法が異なるので、プログラムが複雑にな

る。水平荷重時の解析に D 値法を採用することも考えられるが、反

曲点高の表を内蔵するのに工夫がいるほか、種々の補正を考えると

プログラムが非常に大きくなってしまう 。

マトリ ックス剛性法は荷重条件のいかんにかかわらず、一つのプ

ログラムで計算できるが、解析に要するデータの量が非常に多い。

一般に R C造の建物を対象とするのであればはりの軸方向の伸縮ま

で考慮する必要はない。 さらに柱の軸方向変形が無視できる建物を

表 1 はこれらのことをまとめたものである 。比較に使 った例題は

構造計算のプログラムでよく使用されるガウスの消去法のプログラ

ムである 。

このときの笑行プログラムの大きさも F OR T R ANの場合が一番ノト

きくなり、データエリヤをより多〈確保できた 。

これだけの資料では不十分であるが、現状ではF OR T R ANによ っ

て作るのが一番良〈、 BASI Cで作るとしても最低限コンパ イラーに

よることを推めたい。

一括処理プログラムは大形コンビュータの場合、小さくても 3 万

ステートメント、大きくなれば40万ステートメン卜になるといわれ

ている 。実行に必要なメモリーは少なくとも 300 K バ イト以上、 l

Mバイトを使用しているプログラムも数多くある 。このような大規

模なプログラムを 6 4 Kバイトに分割することは不可能に近い。プロ

グラムの組み立て方もやはりマイコンに適した構成にするべきであ

る。プログラムの大きさだけではなくデータの量にも 注意を払うべ

きである 。6 4 Kバイトに収容するためにデータエリヤを割愛して 2

.  3 層の規模の建物しか計算できないようではせ っかくのプログラ

ムの意味がない。

プログラムを作る前にまずフ手ロ ックフローを作り、全体の作業の

流れを把握し、次に詳細フローチャートを作って細かい仕様を決定

する 。マイコンの場合にはとくにデータについても詳しい流れをつ

かんでファイルの設計をしておかなければならない。

プロ グラムやデータが一度にメモリーに入ることは絶対にありえ

ないから、ディスクに依存するひん度は大形機のものよりはるかに

多い。フロ ッピーディスクの読み書きは平均して 0. 1秒、上手に使

っても 0. 05秒程度は必要である 。 0. 1 秒という時聞は無視できるほ

ど短いかも知れないが、整数の足し算であれば 400 回、実数のかけ

算でも 50回以上も演算できる 。 まして 1 万国にもなれば17分近くに

なるのであるからできるだけディスクを使用しない方法を考えるこ

テ キ ス ト の 種 類

骨組、柱列の座標値

コンクリートの種別、鉄筋の積別、径、本数

床、壁その他の単位荷量

はり、柱基準断面寸法

はり基準CMoQ

とも必要である 。

デ ィスクは 128バイトまたは 256バイト単位で記録されている のが

標準であるから、 l 回の読み書きをその長さに合わせるのも 一つの

方法である 。

データの無駄を省くことも大切で、ある 。たとえば建物の節点位置

を三次元のデータとして扱い、 X (10、10、10) というようにプロ グ

ラムする場合が多い。 この方法は実際の建物の形とプロ グラム上で

の位置とが l 対 l に対応しているので理解しやすい。 しかしこの方

法だとどこかの軸方向の節点が10を越える図 l のような骨組は計算

できない。

マイコ ンでは少々プログラムがや っかいにな ってもデータはでき

るだけ一次元の配列に収納すべきである 。

データの質については l バイト整数、 2 バイト整数、 4 バイト実

数および 8 バイト笑数が使用できるので、それぞれのデータの性質

に応じてこまめに使い分ける必要がある 。たとえばはりや柱の断面

寸法は通常実数で使用するが、 mm単位の整数にすれば半分の 2 バイ

トで十分である 。上限が 127 までのインデ ックスであれば 1 バイト

の整数を使用すればメモリーの節約ができるだけではなく、演算時

間が速くなる 。

一括処理プログラムの構成

R C造建物のプログラムを例にとると、その流れは表 2 のように

なる 。手計算や大形コ ンビュータ用のプログラムと比べると多少そ

の順番が前後している部分があるが、全体としては大差はない。

基準となるデータの入力と準備計算
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逐次鍛荷 同時鍛荷 たわみ角法

図 2 マトリ ックス剛性法による応力の比較

対象とするのであれば、 l 節点に 3 自由 j支を持つマトリ ックスを使

用する意味がなく、たわみ角法で十分粕j互のよい答えが得られる 。

実際の建物についても鉛直荷重は全体の骨組が完成してから作用

するのではなく、 l 層施工するごとにその部分の自重が作用して変

形しているはずである 。全層のコンクリートが打ち上がってから仕

上げにかかるとして施工の順を追って計算したものと、一度に荷重

をかけたときの応力を比較したものが図 2 である 。たわみ角法で解

析した応力の方が近い値を示している 。

メモリーの必要量はたわみ角法て、あればマトリ ックス剛性法の見

- Y s の範囲ですむうえに、 プログラムも相当小さくなる 。マトリ ッ

クスが大きくなればなるほど計算の料皮は悪くなるから、より精密

に解析するつもりでマトリ ックス剛性法を保用しても、誤差が大き

くなって笑用にならないという可能性もある 。誤差 を少なくするた

めに倍粕皮演算をすればデータの品は僚になり、演算時聞はほぼ 4

倍になる 。

たわみ角法では 図 Ｓ のように節点方程式と用方程式で、は式の ｊｦｾ が

異なっていて、バンドマトリ ックスに対する解析法を採用してもあ

まりメモリ一節約にならない。当然このマトリ ックスは対称行列で

あるから対角項より上の部分だけをとり出して、これを節点方程式

の中の節点回転角に| 羽する音11分 ( A ) と層変位に関する部分 ( 8 ) と層

方程式の対角の部分 ( C ) の三つに分けて 図 4 のように詰めて記憶す

る。このようなデータの持ち方をすれば64 K バイトのメモリーを全

部( 実際のプログラムサイズは4 6 Kバイト程度 ) 使い切 って12層15

スパンの骨組がディスクを使用しないで計算できる 。

同一層同一水平変形という仮定に立てば、同一方向全骨粗の層方

程式は同じ場所に重ね合わせられるので、什組の数にかかわらず層

数分だけしかない。図 3 の( A ) と( 8 ) の部分は各骨組に一つずつ存

在するが、 ( C ) の部分は建物全体で X 方向、 Y 方向それぞれに一つ

半パ ンド幅 +1 半バンド幅+1

。

節 ( A)  

1  ( B )  
占

( A )  I  ( B)  

数

対称

、

層， ， 
卜¥( C )

数

図 3 図 4
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ずつしかない 。

ガウスの消去法を使用すればこの特徴を生かして一つのフレーム

単位で計算をしながら、各層の水平変形の整合がで・きて、あたかも

建物全体を一つのマトリ ックス として計算したかのように扱える 。

各骨組の ( A ) と( 8 ) およびその行の右辺だけを前進消去しておき、

残 った( C ) の部分とその行の右辺は前進消去を中断して、マトリ ッ

クス全体を いったん保存しておく 。会骨組の処理が終わ ったところ

で、残 っ た ＨｃＩ の部分を全 Ｇｉｾ ・組分重ねあわして前進消去の続きおよ

び後退代入をすれば、各層の層附1変形角が求められる 。続いて、先

に計算を中断して保存した ( A ) と( 8 )の部分を読み込んで後退代入

をすれば、それぞれの骨組の節点角転角が求められる 。この方法で

は各骨組の水平力分担率を，，: Ji - 前に決定する必要はない ので、分布係

数の計算が省略できる 。ねじり補正の計算に分布係数が必要てーあれ

ば、求められた柱の負担せん断力から逆算すればよい。

断面算定

この部分では、直接入力したデータや計算によ って求めたデータ

等多様なデータを少丑ずつ同時に使用するので、断面t ) : 定をやり始

めてから必要なデータを読み込むとディスクの読み告さがひんぱん

になる 。 これを避けるために事前に計算直してある数値は計算の都j支

各部材のファイルに告さ込んでおく 。 このような準備をしておけば、

一つの部材の断面算定をするときには、一回だけディスクを読めば

必要なデータはすべてメモリー内に入 ってきていることになる 。

断面算定が終わればこのプログラムが終了したのではなく、 1 本

の苦11材の左右端や中央部の配筋が矛盾なくできているかどうかとい

う部材設計も忘れてはならない。

その他、| 凝り合う苦11材との調主主や、建物全体を通して無駄やぱら

つきがないかどうかの判断もマイコンだからといって手抜きのでき

ない部分である 。

おわりに

マイコンといえどもその性能を十分に発揮すれば大形コンビュー

タと同様一括処理ができる 。 しかしながら実際のプログラムは直接

協1 ; ' ) : に関係する部分だけではなく、容易な入力や見やすい出ブJ とい

うことに相当 の労力を費やしている。とくに入力についてはミスや

テータ不足が必ずとい っても良いほど発生するが、これを無視して

演1 ; ' ) : を続けても時間の浪費て神あるばかりでなく、非常に危険である 。

大形コンビュータの一括処理プログラムでは、これらの直接ivm

に関係のない管理的な役割l を持つ部分が過半を占め、 l時には 9 ｾｦｬｊ 以

上も占めることがある 。

プログラム開発は非常に多くの労力を要するので 、保1; ' ) : を. . i J -J)伝す

ると、当然、多数の人I} [ j の利用を前提として開発する 。 ところが利用

する人聞が地せば増すほど闘発者が想像もしていなか った使い方を

したり、入力ミスによるトラブルもｾ加する 。 これらの誤用ｼり ｊ 止の

ために入力データのチェ ックプログラムを附加したり、詳しい説明

性や仕様惑を用意しなければならない。 これが再び開発経費のm加

につながる 。 この悪循環が一括処理プログラムをマンモス化させる

一 因にもなっている 。

マイコンにおいてこの大形コンビュータと同じ開発思想でー折処

理プログラムを作るのは無理な話であるが、とい って質の悪いプロ

グラムで良いということでもない。単に 間違いなく動くだけ のプロ

グラムを作るだけでも非常にむつかしい上に、マイコ ン特有の問題

をA号えると一括処理プログラムを完成させることは至難のわざに近

いかも知れない 。

( うおき はるお y 一 回アンド . "，一 事務所所長)



国建築各分野における応用例・ b - 2

構 造 設 計 一 大 型 機 に 対 す る 補 完 的 役 割 -

福山国夫/ 鈴木厚雄/ 加藤裕造/ 久徳敏治

構 造 設 計 と コ ン ビ ュ ー タ

構造設計の分野において計算機の利用は、その初期の段階にまで

遡ることができるのであり、ハードウェアの急速な進歩に合わせて

今日まで数多くのソフトウェアが開発され、利用されてきている 。

現在では大型計算機と通信回線で結ばれた T S S端末機により高度

なプログラムが多くの構造設計者に提供されており、大規模な、あ

るいは複雑な建築物についての社会のニーズに応えることができる

ようにな っている 。 さらに計算機の利用によ って煩雑化、膨大化す

る計算作業の省力化、能率の向上が計られており、構造設計におけ

る計算機の利用、いわゆる C A Dは必要不可欠と 言えるまで身近で

日常的なものとな っている 。

しかし一方では計算機の性能向上がかえ って必要以上に構造計算

の複雑化、膨大化を招いているとも考えられ、計算機に偏重した構

造設計の弊害についての反省も生まれてきている 。すなわち 「算盤

や計算尺に比べて道具はよくな ったが、肝心の構造設計の質はよ く

なったのか Ji 有効数字の桁数は確かに培えたが、膨大な数字の山に

埋もれて構造設計をしているような錯覚に陥 っ ていることはないかｾ

「大筋を正しく把えた設計判断がなくては詳細な検討をいくらや っ

ても意味がないのではないかJ そして「計算機利用による効率主義

は構造設計技術者として本来持つべき勘を養う機会や味わえるはず

の喜びを奪ってしまうことにな っていないだろうか」等々である 。

私たちは上述のような両刃の剣ともなりうる計算機について、構

造設計技術者としての見識を維持しながら活用する方策を模索して

いかなければならない。

大 型 計 算 機 と マ イ コ ン

OA化時代の到来と 言われ、マイコ ンがブームと呼ばれるほどに

普及しつつある中て¥i マイコンはどこまで大型機に迫れるのだろう

かJi マイコンは大型機に代わりうるのかJ との議論も聞かれるが、

両者はそれぞれその特長に応じて使い分け られるべきであり、現時

点では互いに補完し合う性格を持っていると把えるのが適当であろ

つ。

マイコンの特長は、その性能に比較してコストが安いこと、ポー

タプルでコン パ ク卜であること、会話型使用ができること等であり、

総じていつでも誰でも自由に身近に利用できる便利さにあると言え

よう 。 さらに工業化技術、とくに超 L S  1 技術の進歩によ ってマイ

コンの性能は急速に向上しつつあり、容量面でも 100 万円前後の価

格で数百キロバイトの主メモリ一、数メガバ イトの補助メモリーを

身近に置くことができるようになりつつある 。マイコンはその使い

やすさおよびコスト パーフォーマ ンスの有利さによ って今後さらに

その利用される領域を拡げていくものと考えられる 。

私たちの構造設計部門 ( 大阪本庖設計部約50名 ) では、昭和40年

の機器導入以来、大型計算機を利用して構造一貫計算、汎用骨組解

析、振動応答解析等を行っているが、これと並行して昭和55年にマ

イコンを導入して幅広い利用を試みている 。現在は未だマイコン利

用の試行的段階にあると思 っているが、すでに 100 件を超えるプロ

グラムが開発され、構造設計業務の各分野で役立てられつつある 。

マイコン利用の目的

大型機の利用においては処理量や能率に力点が偏りがちなのに対

して、私たちのマイコ ン利用ではこれを構造設計技術の延長上にあ

るものとして把え、設計者の育成に主眼を置いており、運用におけ

る基本的姿勢は下記の 3 点に要約される 。

①各個人が身近な計算道具として、自由に 7 イコ ンを使用する( で

きる L

②各個人がその思考に応じて、自由にプログラムを開発する( でき

る)。

③ 各個人が開発されたプログラムを、自由に選択し利用する( でき

る)。

機器の使用上、大型機では主として経費上の理由から多少の制約

が設けられているが、マイコンではいつでも、どこでも、いくらで

も使用できる自由な状況が保持されており、各個人の興味や必要に

応じた自主的利用が活発化することが期待されている 。

プログラムの開発において、大型機ではコスト上の理由からその

効用を事前に明らかにする必要があるが、マイコンでは気軽に実際

に作成し使ってみる意欲を積極的に支持している 。 自由な発想によ

る試行錯誤から設計の質的転換が生まれ、論理的思考の訓練や技術

的関心、の持続から技術者の資質の向上が期待でき、マイコンはそれ

らを惹起する契機となる可能性があると考えている 。

プログラムの利用に際し、各利用者はその内容を理解したうえで

自身の責任において用いる形をと っている 。利用者は意図に合 った

プログラムを選びそのまま用いるばかりではなく、その入出力の方

法やデータ処理の内答を改善して利用してもよい 。このことはプロ

グラムの内容とともに相互のプログラミング技術の向上にと って有

益である 。

私たちのマイコン利用の目的は、有能で身近な道具としてより多

〈利用し設計の省力化に役立てるほか、前述したように大型機利用

の中で、とかく不足気味とされている設計者の創意工夫の反映や未

解決な分野での試行に活用することにある 。

建築 と社会/ 1983年 2 月号 39 



マ イ コ ン 利 用 の 現 状

( 利用機器)

利用機器は、 PC8001 ( NEC) が 4 台、 i f800mocl el 20およびmodel

30が各 1 台であり、おのおの移動可能な専用机に設置されている 。

基本的な機器構成を 図一 1 に示すが、他に周辺機器としてデシタ

イザ一、 X Y プロ ッター各 1 i今を備えている 。

デュアJレディスク

ユニット

図- 1 利用機器構成

( 利用方法)

利用についての基本的姿勢は前述の通りであるが、開発されたプ

ログラムの有効な利用を計るため、それらのプログラムソースを収

録したフロ ッピーディスクを各機器サイドに常備し、利用するのに

必要な情報を簡潔に記述したマニュアルを全員に配布している 。プ

ログラム開発上ドキュメンテーション ( 文書化) は重要な作業であ

るが、マイコ ンプログラムにおいてはその煩わしさによる遅滞を避

けタイムリーに情報を交換するため、その内容を最小限度必要なも

のに絞 っている 。

( 利用状況)

利用時間は平均的には約 5 時間/ 日・台程度であるが、 50人/ 4

台の現状では集中 i侍に他部署の機器を利用する場合もあり、未だや

や台数が不足気味である 。
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図- 2 プログラムの利用頻度
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図- 3 習熟度の状況

開発プログラムは次第に替積され、昭和57年12月現在 101 件が登

録、利用されている。利用頻度を 図 - 2 に示す。頻度の多いプログ

ラムは通常の業務の中で必要性の高い任意平面骨組応力解析、保有

水平耐力計算、部材終局強度計算などである。一方、利用頻度の少

ないプロクラムにも未だ試行的段階にあるものや個別の目的に対応

して作られたもの等マイコンらしさを発揮したものが多く含まれて

いる 。

マイコン利用の習熟度の状況を 図 - 3 に示すが、現在では約6 0 %

の人が各個人の目的に応じたプログラムを自ら作成できる 。プログ

ラム作成能力の習得と向上は主として各個人の興味と必要性に基づ

く自主性に任されているが、従来の大型機とそのプログラム言語に

はなかった習得の容易さを示すものであろう。

開 発 プ ロ グ ラ ム の 概 要

開発されたプログラム 101 件の内容について構造設計業務の代表

的な利用分野別の内訳を 図 - 4 に、プログラム例を 表ー 1 に示す。

件数については構造計算に関するものが多〈、新耐震設計法に関連

するものがその5 0 %を占めている 。新耐震設計法は昭和56年に施行

されたが、未だ手法的に確立されない分野が多〈、壁の剛性評価法

や保有水平耐力の計算手法等について定性的、定量的な把握や予備

検討、試行錯誤的検討にマイコンが利用されるとともに、地大した

計算量の能率的処理を補う手段として役立てられている。

分野5. l IJ に見ると、構造計画に関連するプログラムがかなりの件数

にのぼり、構造計算に関するものの中にも、利用上は大型機による

精算、高速度処理を前提として構造計画時に用いられるプログラム

が多〈含まれている 。 この分野では汎用的手法が確立されず、個性

的あるいは試行錯誤的内容となることが多いため、大型機利用にお

いては積極的に手掛けられていなかったが、マイコンは有効な補助

手段を与えうるものとして期待されている 。

これらのプログラムは利用者イコール開発者の形をとり、各個人

のニーズと自主性によって自然発生的に開発されたものがほとんど

であり、大型機との併用にあってなお存在するマイコンに対する高

いニーズとその広汎な適用性の一端を示すものと思われる 。

図- 4 プログ予ム内容内訳



主 な プ ロ グ ラ ム の 紹 介

構造設計に おける各利用分野の 中から主なプログラ ム をいくつか

紹介し、 マ イコンの有効な 利用の可能性を具体的に示してみたい。

・Pl an2  :  S R C 造 建 物 の 仮 定 断面 およ び躯体 歩掛 の 算 定
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( 図- 5)  

階数 、ス パ ン、階高 、荷量ほかのイ ンプ ッ トに より、小梁、大梁、

校の断面を算定し 、同時にスラプを含めた コンク リート、型枠、鉄

筋、鉄骨の数量、歩掛、コストを算 出す る。

機造計画時の予備検討用 プログラムとしては 、こ のほかに S 造お

よび R C造建物、杭地業、床、 小梁等を対象としたものが開発され

ており 、マ イコンにと って有効な 利用分野であろう 。

・l i mi t 1: 節点モーメ ン 卜振分け法に よるラー メンの保有水平耐

カ計算 ( 図- 6)  

スパ ン数、階数、部材の有無、部材長さ、 剛域長さ、柱 ・梁降伏

モーメン ト、モ ーメ ン ト分割l率ほかのインプ ッ トにより 、ラーメン

の保有水平耐力計算を行う 。柱抜け 、梁抜け 、剛音I1材の指定等が可

能であり 、最も 利用頻度の高いプログラ ムであ る。

新耐震設計法に関連するプ ログラムとしては、 このほかに壁を考

慮した部材剛性評価 、昔日材強度算定、層 モー メン ト分割j法お よび仮

想仕事法による保有水平耐力計算等を行うものが開発されて おり、

新耐渓設計法への対応に役立っ ている 。

. S tan 任意形状平面骨組のマト リックス 法に よる応力解析

( 図- 7  )  

節点座標、拘束条件、部材断面性能 、節点荷重、 部材端荷

のインプ ッ トにより、節点変位、部材応力を算定す る。主メ モリ 一

容量、演算速度の制約か ら適用範囲が比較的小規模な モデルに限ら

れるが、大規模構造物についても部分的な検討や概 括的な性状把握

に利用でき 、構造計画時の検討用に用いられ るこ とも多い。

構造計算書の作成は主 として大型機による一貫計算システム ( A

U S T I N) によ っている のが現状であるが、そのイ ンプ ッ トのた

めの準備計算や部分的な修正のための部材断面算定等を行うプログ

ラムが多〈開発されている 。
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Pl an 2  ( SRC造建物の仮定

断面およひ司巨体歩衝の算定)

入出力例C = C/A ， F = F/A， R= RfA.  S= S/A(最下階躯体を障〈平" 描}

図 - 6

l imit  1  ( 節点モーメント振

分け j去によるラーメンの保

有水平耐力計算) 出力例

+ - 15ー- +- 1. ー→

- 15  - 1  U与

3 2  4 3  4 3  

+ - 15ー- + - 16ー- + - 20ー→

- 2 9  11 2 0  

2 臼 2 9 3 2  

+一一 2 2 -ーートー- 6ーー+一一 ゐ『ー+ー- 12 -ー圃トー- 1 2 -ー+

- 2 2  - 13  5  2 0  12  

2 9  4 7  3 4  3 4  16  

+ー- 2 6ー→一- 2 0一一+ー- " ーー←- 2ゐーード- 2 8ー→

- 4 8  - 7  - 2  - 1  19  40  

3 0  4 1  4 4  2 4  5 4  5 9  

3  +ー- 2 9ーー→ +ー- 3 0- - +- +  キ1 1 1 1 1 / 1+

- 29  - 19  - 3 7  2 8  - 1  1  1  

3 2  3 7  3 7  40  2 4  1  1  

2  ←- 3 3- ーャー- 3 :ミーーキーー ミ<3- +- 一 志もー- + 1 11/ 111+ 1 11 1 1 1 1キ

- 62  - 19  - 37  2 8  1  1  1  

3 5  6 8  6 5  6 5  1  / 〆

、キー司、5 - - +1 1 1 1 1 1 1+ 1 1 1 1 11 / + 1 1 1 1 1 1 1+ 1 1 1 1 1 1 1+ 1111111 -1‘

向 D C  0  E  F  G  

+  

+  

"ーヲリa・ヲ ｴＧ ｊｾ ・Ｚｊ Ｇ ｽ Ａｉヲ < t )  令‘

+  

札 I Ml T U E XAMPL E  2  

+  

+  

R  +  

ゐ +

， +  

4事 +

t - j 二J ト ( t m ) +‘  

3 6  7 3  

+・一一ーー寸ーー一一ーー+ +  

6 6 1  6 6  7 3・36 7 3・
l ‘ 3  3 7・7 4 7 6'  7 4  7 6  

+・ーーーーーーー十一ー一一ー- H ・- - H +  

2 3  1  6 6  3 7  6 8  1  6 6  7ゐ1

9 0・8 0 2 1  ｾ ‘ ｯ＠ 4 1  41  4  

+-ーーーーー一一一+・ーーーーーーーー+ーーーーーーー・+C-ーー』ー- H ・ーーーーーー・+

6 2・ゐ2 8ゐ. 7 7  4 0 1 79  4 1 1 7 9  4 1  

1  4 4  9 6・8 ゐ 4 9 8 7 *  8 6  9 7・B 6 10 8 1  ::5‘  

+. -ーーー』一一一N ，ーーーーーー・+

441  8 9  99<< 8 9  9 9・4 9 8 8・8 7 9 9・8 8 5 4 1  

1191 6 ゐ 1 5 2 1 1 9 1 6 6 ・10 2 ・16 5

3  ←一一一・+ 刊一一→+ +  +〆ノノ〆 / 11+

ＸＵ ・ ｾ ｾｉ＠ U I M ｾ ｉ＠ 1  / 〆

1  6 0  13 0・112 13 0・1 2 5 13 0*1 2 5  13 0・1 11 1 〆

三 今‘ 一一一‘ J悼一一ーー‘ H 一一一‘ H ーー- t + / I I I I I I + I I I I I I I 令

40 110 0  11 7 1 10 0  10 5110 0  10 5 110 0 〆 I I  

・1 16 ｾ ＴＷ ・ ＱＸＧ ・ ＱＸＹ * 1 8 9  I 〆 〆

、今一ーーーー‘ + 1111 111+ 1 1 1 1 1 1 1令 1 1 1 1 1 1 1+ 1 1 1 1 1 1 1+ 1 1 1 1 1 1 1キ

l l b 

4当 8 C  0  E  F  G  

+  

<Ll 門2τ 1 ) E XA州P L E 2  

+  

4φ  

Fミ +

ゐ +

5  +  

4  +  

41 



1  ( Fx ) ー〉 〆 .

3 < Mz ) 、>'、

2 ( F y )  I  

- で・，テー， nシ ， ..， ヌウ7 B  

ｾ ・，テン Dx  ( c m)  

1  O. OOOE+ QO 

2  1.  2 8 8 E + Ol  

ｾ司テ ンホワコワ F < t ，t m)  3  1 . 2 9 1 E+ Ql  

1  1  O . OOE +OO 4  1.  2 9 3E +Ol  

2  1  1.  OOE +OO 5  9 .  1 1 4 E +O O  

3  1  1 . QOE +QO 6  O. OOOE +O O  

4  1  1. OOE +OO 7  9 . 10 9 E + OO  

5  1  6. 0 0E +OO 8  O. OOOE +OO 

O  1  Q. OOE +OO 

7  1  6 . 0 0E +OO 

8  1  O. OOE +OO 
ＮＳＭ｟ＮＩＭｾ叫ＭＭＮＮ， Ｔ

11 7  6  5  

l  h:  

• . t r uct ur ・ d・・ ' 9n 州 @ 附0' ・ndu耐 ・

r ec . no 179 コウシーメ4 ・. ・. ・ s・・" ・・・. .・' '7-1no. 82目 ，-_，トヲn "司υ，

. ン。ーヲ .  5 7 1  7  ｾ ｾヲリート アアヲ "1{ " ;'事今 . . ィ. - _ ， コ " ト

ヨウト !I - lらシ4・ - 司F・'ヲト・ F C 240  t' i ヌ" 示。. . . ー・ウ no'  

nイヌヲ 80 F  '5 P l ヲ.f !I :l 、ー勺 ツノ. ， 完ーメム， CA! ) :5 

そ" "':，.01:・ 1289. 6 l  ' 7; 。 側 m C( ; 奪ーコ勾実。 157

ノヘーノーI C" ｢ ｾＲＮ ゐ T nー.， 0  m 3ph コ司完今 2 " "  

υ- ::J . I ( ソ，11' If . ; リ. " 0  t  : . . . . . . . . . . . .. .. . .. .. . . . . . . . . . . . . .・

ツヲコ句ヒ 77661円 〆術 事Ｚ，Ｎｾ＿ 0  t  1<フー n' 守、 4伺 3) (，前2) CkQ)  1m2)  CkO)  

st '， 97 19f' V1II 1  '7ィ' ー，布。( M) ( y )  I  C〆A F/ A R/ A  F / C  R〆C

" イ 2354・内〆耐 =  ルート 3. 3  I  I、ν号 0 . 023 0 . 18 4. 4 7. 94  19ゐ..

シアヲ 121 ｾ‘ Ｙ 肉 Ｑｭ Cb 0 . 35 0' . 35 1  宥宥ハー リ 0 . 061  0 . 51 12. 5 8 . 34 207 . 2  

Eヲヒ 23eOhPVm I  . . . . . . .・ 2  コハーリ 0 . 025 0 . 22 3 . 9 8. 77 1 5 5 . h  

・0 ・・・・・ ヒB 今シ，ン 2  ヌラフー 0. 103 0. 74  10 . 4 7. 19 100. 7  I  

ｾ＿ Ｇｲ Ｎ，＠ RC ｮ ィ Ｂ ｾ ｮ 3. 1  I  n. イ'、守 0. 038 0. 39 ・. 4 10 . 18 11 7. 1  I  

nコ勺 号 - ， 二 刻 、・ンX 7. 2 1"(、字 。. 0 14 0 .17  1. 4 1 2 . 3 h  96 ゐ 』

守ソ ト・ヲリ勺' ソ. . ¥・二，y 7 . 2  

!.f" 'f - . "  ー・ヲt! ") ' fソ 1F ，. n- ' X  56. 0 シーョ勾フー 0 . 276  2. 31  38. 9 8. 37 1‘ 1 . 1  I  

，ィn，n トーマコ". J rn- ，y  22. 0  亨ソ 0 . 038 0 .1ゐ ‘ . 5  4 . 09 115 . 9 I  

/".，n'7 18. 90 l F ハ!.I' 55測 ' "  コー。守. ( 0 . 3 15  2. 44 43. ‘  7. 74 137 . 5  I  

亨ソフn'7 1. 5 0  2F  ハリ 30.  ゐ4

'f ' J j ¥" リ 30M 70 ，h Y'  S〆A . 0. 0 

. S DS : 構造設計データ統計処理プログラム ( 図- 8  )  

既設計データ の保存と活用を行う 。すなわち建物の用途、規模、

椛造、階高、ス パン 、部材寸法、躯体数誌のほか 、図面枚数、 設計

工数等をフロッピーディスクに収録し、それらの中から類似建物の

検索、閲覧やデータ の統計的分析等を行う 。現在 600 件を超えるデ

ータが収録されており、主に設計の初期的な段階における躯体数量

の統計的把濯に利用されている。

マイコ ンの膨大な記憶容量と分析機能、視覚的表現を活用するこ

とにより、従米主に勘と経験で行われていた設計分野における業務

運営の改善に役立てることができると思われる。
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図 - 9  UL  T- CI ( RC柱の終局耐力計算図表作成) 出力例
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St an ( 任意形状平函骨組の

マトリックス j去による応力

解析) 入出力例

図 - 8

5  D  5  ( 梅造設計データ統

計処理プログラム) 出力伊j

. UL T - C I : R C柱の終局耐力計算図表作成 ( 図- 9) 

R C計算規準付録に基づき R C柱の曲げ終局耐力を計算し、 X Y

プロッターでグラフをイ乍成する 。

グラフ 、表等の設計資料作成は ノマラメト リックな単発の処理であ

り、開発効率か ら判 断して大型機よりもマイコ ンに適しており、今

後とも活用される分野であろうと思われる。

今後の課題

私たちのマイコン利用は大型機との併用という背景もあり、その

将来の可能性を考えると未だ試行的段階を超えるものではないが、

現伝までの利用のあり方を反省してマイコンの効果的利用分野を述

べると、次のようになる。

すなわち、構造設計の基本的な方針、たとえば架構計画、構造種

別を決定するための予備的検討段階におけるスタディ一、 およびこ

の方針に沿った最適な部材配置や断商を選定するためのサーベイを

タイミングよく行うこと等に優れた C A D効果を発揮すると考えら

れる。マイコンの将来の可能性を支持する観点に立てば、上述のよ

うな 利用分野は構造設計の要所を 押さえるともい うべき分野であり、

将来の構造設計における C A Dの主流はむしろマイコンにあるとい

うこともできょう。

また、大型機の高速演算、大記憶: 容量、高速出力と組み合わせて

省力化、業務効率の向上に役立てる利用も考えられよう。すなわち、

大型機とのデータ交換によるデータパンクの共用、処理の分担など

であ り、マイコ ンの急速な高性能化に合わせて積極的に検討すべき

時期に至っていると，恩われる。

*  

おわりに、本文を作成するにあた って数多くのご意見を与えてい

ただいた社内研究会のメンバー各位、およびプ ログラム紹介におい

て資料を提供していただいた開発者の方々に感謝の意を表します。

(」 〈 や ま く に お 刷 会 酬 は 純 一 一1

す ず き あ っ お 向上 |  

か と う ゅ う ぞ う 同 謀長 |

ひきとく としはる Jli l  MII 部 長 エ 博 /



国建築各分野における応用例・ c

設 備 設 計 で の パ ソ コ ン の 活 用

荒 井 清

1  . はじめに

コンビュータの勉強をやりかけたが、投げ出してしま った私にと

って、コ ンビュータを扱うなんて、とても私達の世代の手に負える

ものではないと考えていた 。そのよ 7 な私が、それも 50歳を越えて

から、ノ f ソコ ンを買 ってしま ったのは、本当にヒョ ンなき っかけか

らである 。初めは、ポツポツと Ke y を探しなが ら、試行錯誤の毎日

であ ったのは、つい先日のように思える 。

こんな私であるから、より以上に適当な本稿執筆者を求めて、君

はどうかなど尋ねてみたりしたが、とうとう自分で引き受けてしま

って、期日切れの大晦日に一苦労して原稿を Eきいた次第である 。

さて、余談が長くな ったが、前述の通りのオジ ンだが、なんとか

独学て¥そこそこに利用できている状況を考えれば、ヤル気さえ出

せば誰にでも利用できる のではないだろうか。 とにかく手近な所に

機器があれば、思案せずに、笑際に使 ってみて慣れることをお奨め

して、私の本題に入りたい 。

なお、最近は趣向を変え、 パ ソコ ン同士をカセ ッ トインターフェ

スを利用して継いでみたり、ディスケ ッ トの内容解読など、実務面

より少し離れたことに凝っているので、これまで弘に作ったプログラ

ムなどを参考例として話を進めていく 。

2  . 利用に対する要点

前章で諸先生方が述べられた文と重複する恐れがあるが、やはり

パソ コン( 一般的なシステムとしての ) はパ ソコンである 。 したが

って、機器の性能を知 った上での利用が必要で忌ある 。

こんな書き方をすれば、も っと具体的に詳し く教えろと 言われる

や

であろうと思う 。全くその通りであるが、 パ ソコ ンに遺らそうとす

る仕事と、それを処理する パ ソコ ン ( 周辺機器も含め ) の両者を並

べてみて、その仕事の内容と処理方法や手順( 処理必要時間も含め )

を考え合わせて、初めて方針が決まるわけであるから、一般的な答

えはやはり先ほどのような 言い方にな ってしまう 。

具体的な例を挙げれば、 8 ビッ トパ ソコ ンと言えども 、拡張R A M

を付けて CP/ M上でBASI C コンパイラで円周率の1000桁を求める

と60分弱で答えが出る 。 これなどまさにコンビュータの威力である。

もしこの仕事を パ ソコ ンとその附属の BASI C で計算していたら、

時間がかか って途中で投げ出す人も少なくないのではないかと考え

る。 これなどはその良い例で、ハードとソフトを含めての使い方が

いろいろあることを知 っておいて欲しい。

しかし、設備における利用では、空調計算の非定常熱負荷計算な

どは別として、一般日常の利用には、単純な繰り返し計算が多く、

かつ入力項目が非常に多い作業が主だから、処理スピードなど当初

は気にする必要がないと考える 。むしろ数多い入力項目の処理をど

のような方法で処理していくか、これが問題点であろう。

その上、具体的にどのような作業を対象にすれば良いか。これは

私の経験から考え、設備設計者が誰も、今までに処理してきた仕事

を振り返 って、気付いているであろうことの纏めにしか過ぎないと

思うが、簡明に箇条書きにすれば下記の通りである 。

①繰り返し計算、および基準に従つての分類などを行う作業

② 同一パ ターンで行う計算作業

③単純なデータの分類、およびこれらに関連する種々の計算処理

④定ま った書式や表示の必要作業や、計算結果の作表やグラフ化作

業

⑤コードや数値などで、必要な定数や係数や計算式を引き出し計算

や集計などをする作業

などなどて・あろう 。

3  . 実務利用の参考例について

誌上では実際に パソ コンを動作させてお見せて' きないのは残念で

ある 。だから文章で説明するにしても、どうも簡明にはできそうに

ない。 したがって、とにかく実例のプリ ン トアウトをお見せして、

どのような利用のされ方をしているかの一面を知っていただきたい。

実務面に明るい人であれば、プリントアウトを見ればこれら参考

例の大半のプログラムは想像できるものと思う 。なお、ここに参考

に取りあげたものは、できるだけ設計 ・計画系のものを主とし、数
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多い積算系のものは今回は極力取りあげないことにした。

① 例ー 1 、例ー 2

京都市の 3 月の時間ごとの気温測定 D A T A により空調制御の細

部チェ ックをする場合、その測定 D A T A を分析する必要がある 。

このような場合、例一 1 、 2 に示すような表や、折線グラフを描か

せることができる 。

② 例ー 3

空調計算用の壁休などの熱貫流E容の計算なども、必要 D A T A を

プログラム化しておくことで、例 - 3 に示す通りに計算し、かつ作

表できる。

③ 例- 4

空調計算( 定常計算) の一例を示す。本例は建設省の設計要領初

版に準拠したものである 。

④ 例ー 5

44 

ヒートポンプノマ ッケージの機種決定プログラムの一例。本例では

パソコンの画面表示能力上、非常にラフではあるが、空気線図も一

緒にプリントアウトされている 。

⑤ 例- 6

断面など簡明な図なら表示が可能で、これらの一例として、排水

桝の必要資材の数量計算とともに、掘方土量なども計算するプログ

ラムサンプルである 。 これは、掘方の寸法や桝の壁厚から、配筋の

鉄筋径、間隔まで一定基準によって選定し、それを表示し、必要な

らばプリントする 。

*  

そのほかにも種々の参考例があるが、これらのプリントアウトは

紙面を取るので、今回はこの程度にとどめさせていただく 。

なお、例 - 5 はダイキン工業にて作られたプログラムを参考に利

用させていただいた 。
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4  . 最後に一言

私の手元に、当協会の研修委員が行ったマイコン利用の調査アン

ケートがある。これらの中より、設備系の会社19社の利用状況など

を示す図を作ってみた。非常に少ないサンプル数であるから、独断

と推定の多い資料にしか過ぎないが、それで、も一般的な傾向の一端

田規模別に見たパソコン利用の状況と導入意向

固利用台数と操作者人員の状況

4ロA  

パソ コン| の保有| 台数|  
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ノ「『ンポ

体

4 Y  

→ポグづ:イ
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-----
恒ー
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、、、

凶民操作者の人員
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人

国保有台数、操作人員と活用度合いの傾向

6∞ 

日氾
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200 

100 
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30 

2 0  

15 

10 

8  

惇ムー
1(0蜘 人 - |l 3卿人の」会|l 』社)

、、

、、-

多台数，- 多人数でiの活用

sI( 

軍〈是土監

添字は保有台数

①広〈活用中

X  ト一一一一一ー

4まlEF量証E  

0 専門分野で活用

A テスト中

¥ ( 6 6人 一2 3 0人の会社) /  
21  ____________ 

__./""2 
( 広〈活用)

ト一一一Z

( ァスト中)

¥ 

、

¥ 

' - 1 ( 15人 - |6 0人 の 会 社L) /ノ

11' ， I  I / '  

アン「ケート1活用1 項目件数

5 件

卜¥

卜¥

は読み取れると考

え、最後に多少本

題からそれるが添

付し、参考に眺め

ていただきたい。

他の業種と比較

しても、決して劣

ることのない利用

状況を見て、ぜひ

利用者相互間の利

用ソフトの交流の

場を作りたいもの

だと痛感した次第

でhある 。

( あらい きよし 隊式会社東畑建築事務所取締役位備部長 )
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園建築各分野における応用例 ・d

施工管理へのマイコンの応用

安 立 俊 夫

はじめに

ひと口に 7 イコ ンとい っても ポケ ッ トコンビュータと 11乎は、れる

小 さなものから、大型機の端末機としての機能まで備えた大きなも

のまで、その範囲は広い 。 したがって、その利用のされ方も屯卓的

な使われ方から始まり 、現在の大型コ ンビュータ並みの複雑なプ ロ

グラムおよび大谷量の記憶装置を利用するものまて¥種々さまざま

である 。

ひと背前が古代史になると 言われるこの世界で、建設現場におけ

る使われ方も、どんどん多線化していくものと思われるが、現在の

ところ、地工官3理における使われ方は 大別 して次の 4 つに分けら

X - I  7  92，824  8  

9，3∞ IJ IJ IJ 

F- l  

10 11 

IJ 

れる 。

(1)計 ilJi J管理業務

情報化施工の一翼を担うものとして 、大規模工事あるいは、繰り

返し計測の要求される工事に適用され、現状の早期把爆と今後の状

況予 ilil Jに必要な資料を出力する 。建設地工現場でも っとも早〈マイ

コンがとり入れられた分野のひとつであろう 。

(2) 技術計算業務

これは、いわゆる技術的な複雑な手聞のかかる計算ーを機械にやら

せるということで、 山止め ・型枠 ・足場 ・杭の支持力 ・各種架台 ・

橋台 ・水替排水等々の業務に平IJ 用されている 。

(3) 事務処理業務

A  1'，/1 ぱ リ 軸 力 ストレインゲージ 5ヵ所X 4fk  20 

B  一一一- "一一一 」圧針
8  X 4  32 

12 13 
14  

T 明 ぱ リ i且 度 2  X 4  8  

気rl l x  4  4  

IJ 7 似珂 5，724 |  

C  11J  JL 1: ，' 応 力 臥 高 針 22 X 3  

24  X I  90 

D ，山 11 明 査 院 傾斜 計 4  X @l m 1= 2 3 m 

D， -一一- 1 1 -ー一一 トランシ y ト

E  '1 バウンド醐定 沈下計、レベル X 2  

X I  4  

F 山 止 噌 天 掴 レ ベ ル 7  

G 姐 鞠 沈 下 量 レ ベ ル 18  

Depl h 

( m)  

。

10 

15 

図 - 1 計器配置図

8- 8 '  

図- 2 地質断面図 図- 3 地下街関係断面図
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二次元7 トリ ックスデータとして扱われるのがほとんどであり、

縦横計算のほかに、並べかえ ・検索あるいはグラフ化、さらには統

計処理の機能も備えて利用されている 。工事出来高、出商務理に始

まり、各種山秘山崩の計画、データの主主理に利用でき、その応用分

野は広い。

(4) 書類作成業務

ワードプロセ ッサーに代表されるものであるが、マイコンにもワ

ープロ機能が付IJ 日されてきており、各種の技術計算書等まで含めて、

書類の作成をもマイコンにやらせることが可能になってきている 。

以上の 4 つの機能は、それぞれ明確に分け得るものではなく、そ

れぞれの領域が、互いに重なり合 っている 。その重なり具合がしだ

いに大きくな っていくであろうと予 il!l J される 。それは完全自動化す

なわち建設施工のロポ ッ ト化につながるものであろう 。 しかし、人

間の手による* 運搬と組み立て。産業であるといわれるこの業界で

はかなりさきの話と思われる。

計 測 業 務 に お け る 応 用 例

今回報告させていただくのは、さきに述べた計測業務についての

マイコ ンの適用例で、 ( 仮称) 新千 日デパート新築工事における山止

め工事に応用した例である 。

地下工事概要

長辺約 ＹＰｭ 、短辺約 ＴＵｭ の不整形 Ｈ ｾＭＱ ) な平面をしており、

掘削深さは GL - 1 5 .9 mである 。山止め壁はowsによる地中連続壁

で、厚さ 700mm、深さ GL - 2 3 .0 m ( 一部厚500) 。支保工は切梁腹起

し工法を採用 。工期は、昭和56年 8 月に既設地下二重スラプの解体

に入り 、昭和57年 10月に第一段切梁の撤去を無事完了した 。土質状

況は 図 - 2 のごとくである 。 また地下周辺構造物を含めた断面を 図

- 3 に示した 。

当工事の特徴として以下の項目があげられる 。

(1) 掘削平面が不盤形である 。

(2) 掘削面積が大きくかっ深い 。

(3) 既設地下解体工事があり、工事手)1慣が複雑である 。

(4) 被圧水位が高い 。

(5) 敷地周辺の環境が厳しい ( 北面 : 地下街 ・地下鉄、東 ・西 ・南面

繁華街)

計測工事

当工事において行われた計 illiJ 工事は、 表 - 1 に示すように多種に

わたっており、またi RlJ 定点数も多い。この中で、 … … 点で囲んだ部

分がマイコンを使用して管理が行われた部分である。当初の計画で

は、マイコンを導入する予定はなか ったが、計測が長期にわたるこ

と、計測管理の中心が切梁の軸カ illl J定になると予測され、したがっ

て早期に切梁の温度による紬力変化を把握する必要より、 1 JI寺間ピ

ッチの昼夜連統計 iRl Jの予定があったために、安全性 ・経済性 ・迅速

性 ・データの均一性等を考慮し、マイコンを採用することにした 。

計i RlJ システムは 図 - 4 に示す通りであり、主要使用機器は 表 - 2

に示した 。 またセンサーの配置は図 - 1 によった 。

計測結果

ｾｊ 梁の温度応力の大きさを予測する目的で、昭和 ＵＶ 年 ＱＲ 月、昭和

57年 1 月、 2 月の計 3 固にわたり、 1 時間間隔で33時間連統計測を

行 った( 図 - 5  )。 その結果、切梁紬力は温度変化にまったく同調し

て変化しており、温度応力の値は両端完全拘束の6 5 - 8 0 %という高

い{ 直になることが確認された 。

この結果より判断して、切梁軸力が夏期に入ると部分的に中期応

力を超えることが予想されたため、手動ジャ ッキを使用し、各切梁

表 - 1

新千日デパ ート ( 仮称) 工事て' 行われた計測工事

道路測点の観測

- 土 木

・下水

・電力

通信

地下街( 虹のまち)

地下鉄( 近鉄)

周辺地盤周辺構造物の動き

1血圧水位

自由水位

建投による沈下

動移平水

力

+

l

ふ

l

内

，

品

開

奮

e

-

a

訓

υ

畠

予

斜

筋

部

梁

傾

鉄

一

規

切

r

i

l

l

-

-

E

L

 

( センサ一群 )

鉄 筋 応 カ E十

鉛直方向の動き

切梁事自力 2十

切梁温度計

リバウンド計

国

オフライン( キ ーボード入力)

抑入式傾斜計ー一一一一一一一一一一 一一一一

図- 4 計測システム

表- 2 使用機器一覧表

使 用 機 総 {士 様 メーカー 1sii 
; ; ;  各

ストレインゲージ WF L A- 6 - 1 L  東京 iJl IJ 器研究所 鉄筋Z十、-l;J H荘軸カ

温度計 (ス トレイ ン

TF L - 10 

"  ゲージタイプ)

スイッチボックス ASW- 324D 

"  

自動デジタル

TDS- 256DC 

"  益 illi J  定 昔器

タ イ ペ7 TP- 24 

"  

GP- fB 

IF- 1 A 大阪計 iJti J 工業

インターフェイス

傾 ｾＧｦ＠ 1十 DC- 120(1) * 徽エノレメス 手ai:l J 式

沈 下 3十 WF B( 位大6点)

"  

継目計共和電業Bj-50A

エルメータ

E DM- 2  

"  (傾斜計用指示計)

ストレインメータ S M- 60D 共 和 従 業 チェ ック 用

" ?  イ コ ノ Model 3032 コ モ ド ア

フロッピーディスク

Model  3040 

"  装 tn

プ リ ン タ ー Model 3022 

"  

プ ロ ッ タ ー W X  4071 渡 辺 iM 総

フロッピーディスク SF- 5201 J  l  C  
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50t  

図 - 5  33時間違統計調IJ

50T の減圧作業を実施した 。結果は良好であ

った。

また長期にわたって得られた紬カデータを、

現場の状況がかわるごとにグルー プ分けし、

最小二乗法によ って軸力一温度の直線回帰を

試みたその一例を 図 - 6 に示す。 さらにそれ

らをまとめた一部を 図ー 7 に示した 。 これら

と計算結果より、以下のことが言える 。

(1)温度応力は、長辺、短辺で大きな差はみら

れない。

(2}切梁1昆度と軸力で比較すると、 iJ i l . . 度応力は、

完全拘束の値の8 0 %- 9 0 %となる 。

(3) 今回の場合、図ー 7 より明らかなように近

似直線の間隔が狭〈、プレロード の効果が顕

著に現れていることが明らかになった 。 また

地盤がよか った ことも重な って、温度応力が

大きな値にな ったものと恩われる。

昭和56年 12月と昭和57年 3 月の 11寺点で山止

め壁の変形および曲げモーメ ントの挙動予 iHl J

のための FI TTI NG作業を行った( 図 - 8  )。

しかしプレロードの効果が非常・によく現れ、

変形が非常に小さく ( 1. Ocm) 、防げモーメン

トも設計用曲げモーメントに対して十分安全

であると判断し、以後切梁馳力の予 islJ を重点

に管理を行った。

おわりに

段
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今回計 iJll J工事にマイコンを導入したことは、二、三の改良すべき

点はあるものの、成功であり、工事も無事終了した 。今後さらに使

いやすいシステムとして発展させていく予定である 。

ただここで注意しなければならない のは 、こ うした機器を利用す

る場ー合、ともすると数字の細かさのみにとらわれて全体を見失う恐
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図 - 8

れがある 。 このことについては15eに念頭においておかないと人聞の

方がロボ ッ トになる 。

最後に誌面をお借りして現場の方々および当工事にご協力いただ

いた方々に深謝いたします。

( あだち としお 徐式会社大林副lill 築工務部工務課課長代間)



固建築各分野における応用例・ e

ビジネス用ノマソコンによる積算への応用

生 島 道 春

1  . 積算 業 務 、 電 算 化 の 問 題 点

実地設計図書に基づいて、受 ・発注者共通に行われる、入札 ・契

約のための航鉱業務が、現在、大変重要性を地しつつある 。 とくに

公共工・J'; においては、会計法等によって必ず詳細積算をしなければ

ならないし、建設不況に加えて 20社指名等の新入札方式のため、限

られた期間1内で精度の高い積算を求められる建設業にとって、とり

わけこの業務の省力・合理化が急務になってきている 。

*  

怨築技術而でのコンビュータ利用は、最近大変盛んであるが、、

ニコンについていえば、先頃、通産省の発表によっても、この 10年

間で他産業の 16. 7倍に較べ、建設業の 9. 7 倍と、その立ち遅れが指

摘されている 。 とくに積算 ・コ スト関連業務についていえば、中小

建設業や建築事務所等では、いまだにコンビュータリゼーションに

取り残されているのが現実の姿ではないだろうか?

そこで、これまで積算の屯算化が遅れてきた原因を考えてみると、

( 1 ) 現状の航鉱業務のあり方から、宿命的に入 ・出力のデータ量が

変多いこと 。

(2) 業務途"1'での設計変更や修正処理が必ず起きるため、手もとでの

即時処理が要求される 。

(3) 屯算の専門家と積算の現場とでは、いろんな面で隔たりがあって、

同ーの結来を求めるにしても、そのプロセスの考え方に相違がある 。

しかし、これらの諸条件以上に基本的な問題点であった「建築数

五日の共通ルールが、昭和53年 l 月に「建築数量積算基準J として

制定され、また、工事科目と細自の表現分類方法も、昭和56年 1 月

に「工' f ，. 質内訳書標準書式J として大改訂された結果、低価絡パー

ソナル・コンビュータの普及もあ って、最近急速に各方面で屯算税

$1: システムが開発され始めている 。

*  

次に、制算業務の屯t ) : 化を与える上で、まず現実の作業内容の時

間的なウエイトは、おおよそ 表ー 1 のようである 。

身雇体制$1: の R Cや S では、 「拾い J と「計算」だけで90% のウエ

イトを市めていて、当然ながら屯算化が着目されるのは躯体数量で

表ー 1 積算業務の内容比率( 公共住宅)

拾い 計算 内訳占 ft巨 人 れ

出し 集計 作 成 工事費算出

合 計

4両{本fl ' 1tl :

Ｈ よ ｌ コ ン クリ ー ト、 ｊｾｉｾ 枠、鉄筋 Ｉ
65%  25%  5%  5%  100%  

似体fl ' t tl

Ｈ鉄 ＱＧｾ 、 ｈ 主 体ラーメ ン 構造 Ｉ
50 40 5  5  100 

{上J : t自rd内外装、住共、 ｾ＠
木材、 金属・維

40 10 30  20  100  

あり、すでに幾種類かの公開システムがある。

それに反し、仕上積算の「拾い」や「計算」は比較的単純作業で、

ウエイトも 5 0 %程度しかなく、むしろ質的に内容の濃い「内訳書」

の編集や「値入れJ が問題で、その表現方法やコ ーデイング、単価

の内容やグレードなど個別の取り扱い要素が多いために 、電算化の

メリ ッ トが生かしきれないことから、実用性の高い公開システムが

少なかったと考えられる。

2  . 積 算 業 務 上 か ら み た パ ソ コ ン の 利 点 と 問 題 点

パ、ノコンは市販されてまだ10年余のキャリアであるが、その間の

周辺機器を含むハードとファイル処理の進歩には目覚ましいものが

あり、また低価格化のスピードも相当なもので、これらパソコンの

機能上積算向きであると考えられる点は、

(1) 価格の経済性、

(2) データ入力がキーボードからダイレクトに行える

(3) 特別な機械操作が不要、

(4) コンパクトで比較的設置場所を選ばない 、

(5) 周辺機器の組み合わせや増設、またアプ リケーション ・プログラ

ムの選択によって、多用途・多目的に使える、

などの利点が考えられる。

同時にまた問題点もいくつかある。

(1) メーカーや時にはモデルごとに、オペレーションシステムやデー

タファイルの方法、あるいは使用言語の相違があるので、 現状では

互換性はほとんど考えられない。

(2) パソコンのための適切な漢字プリンターが出遅れているため、内

訳書等の表現に制約がある。

(3) 直接入力できるとはいえ 、多量のデータ入力は相当な時間的ネ ッ

クとなっている。経済的な o C  R  ( 光学読み取り装置) 等の開発が

待2たれるところである。

(4){5 ; 価格化と高性能化の競争の 中で古いハー ドが溢れはじめていて、

パソコン用ソフトが追ずいできない面が見受けられる。

3  . 積 算 の シ ス テ ム 設 計 と プ ロ グ ラ ミ ン グ の 問 題 点

(1) なんといってもまず数字が生命であるので、入力と演算過程のす

べてにわたりプログラム内部にチェック機能( リミットチェックや

パリディチェック) を十分に持たせる必要がある。

(2) 積算業務の処理手順のバラツキを防ぎ、精度を 向上させるために

所要のデータシート類( 記入計算用紙) の整備と、記入マニュアル

を確立しておいた方が良い。

(3) データシートへの記入内答は可能な限り合理化 ・簡略化されてい

ることが望ましいので、プログラム上で代替えさせることや、その

建築と社会/ 1983年 2 月号 49 



レイアウトもなるべく従来要領に馴じんだも 表ー2

のの方がよい。

(4) アウト プットはあらゆる要請に対応できる

種類と内容を持っていることが必要。また出

力量が多いので、必要なものだけの選択打ち

出しを考慮しておく必要がある 。

(5) 変更処理や修正処理が、即時に簡単に行え

なければならない。

(6) 数量の扱いは「建築数量積算基準」に基つ'

いていること。また内訳書の内容は「標準号

式」が基準となっていることが必要。

(7) コスト( 単価 ) については、公刊資料、一

位代価、下見積り等の種類と、建物によるグ

レードおよび単価変動要素( 規模 ・工期 ・立

地条件- 一) をアレンジできる単価ファイル

システムを考えておく必要がある。

(8) 特別な機械操作は不要であるにしても、積

算技術者が確実に操作入力できるための操作

マニュアルも必要で、ある 。

(9) 言うまでもないが、当然時間的な面での省

力効果を発揮できるものでなければならない。

(10) 将来を考慮、し、総合積算業務 ( 概算、 コス

ト、原価管理など・・…・) を意識した配慮をし

ておくことか古室ましい。

4.  S E I  KO- 5900I I シリーズによる

f N C  S 積 算 シ ス テ ムj の 紹 介

日積工務 K Kが昭和49年以来の、パソコン

笑用経験を通じて昭和56年末から公開してい

る建築数量積算システムで、現在多くの公共

発注機関等の実用承認を得ているものである。

同社のマニュアルから、その概略について紹

介しておく 。

(1) 機器構成

・本体… … S E  1  K O - 5900 II (5900ても可

能)

・タイプライター・・・… S E 1  K O - 5918 

・光学読み取り装置-…・・目立造船X ONDE X

8000、 0 ・C ' R

(2) システムの内容

a.  N C S - R C システムー・・・・土工事、短体

コンクリート、鉄筋、型枠の数量積算

b.  N C S - S システム… 短体鉄骨の鋼材

および溶接等の数量積算

c.  N C S - D システムー 内・外装仕上げ、

建具・ガラスおよび建具附属品、木材体積、

金属、雑等、仕上関係数量積算、ならぴに、

R C 、 S 、 D を総合して「工種別」また「部分

別 j の内訳書の作成および、全工事数量のチ

ェック表( 統計資料) の作成

(3) 作業手順フ ローチャート ( 図ー 1 )  

(4) 使用データシート( 記入計算書)

. R C システム… ・・・ 7 種類

• S システム・・・… 2 種類
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中間結果
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表 - 7

• 
0 システム ー・

.... 5
種類

これらのうち、 表 - 2  ( R  C システム、梁デ

ータシート) と 表ー 3 ( 0 システム、内外装

データシート) を参考に掲げておく。

(5) アウトプットの内容

• 
R C システム・ 一総括表、階別集計表等、

5 H世J[

.  s システム ・・・・・ ・機種別l集計表など、 3 fif¥惣i

• 
0 システム …工極5 J IJ または部分自 IJ 内訳 f i

部 i立別集計表、内訳計算書、チェ ック リスト

など、 11種類

これらのうち表ー 4 ( R  C システム、 総括

表) 、 表ー 5 ( S システム 、部位別内訳計算性) 、

表 - 6  ( 0 システム、工種別 内訳書のうち左

官工事の例) 、 表 - 7  ( 0 システム 、部分別内

訳:L ' } のうち内部床工事の例) を参考に倒げて

おく 。

5  . 積算 電 算 化 の 意 味 と 、 将 来

7 イコン本体や周辺機器の改良や 、使用言

ているように思う。しかし、桜t ' j : ; 定務に限っ

て考えてみると、基本的には、手拾いでは達

成できなかった精度の向上こそが電算化の意

味であ って欲しいと恩われるし、また、現行

の約t ) : 制度の中で、日常業務に密着して使い

やすいものに発展してゆかなければならない。

第二義的には省力効果と経済性の向上も当然

の目的であるべきだと考えられる。

また一方、今後は飛躍的に建築コスト傑Jlili

技術が重要にな ってく るであろうから、建設

企阿から完成後のメインテナンスやライフサ

イクルコストを含む、一連のコストマネージ

メント業務が、今後グ〉般t ) : の課題であるし 、

， ｨＧｉ ｴＩＺｾｬＡＺ ｴ 下システムの将来 ｦ 象であると思う 。

( いくしま みちはる 目的工務株式会社代表取締役 )
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回行政・民聞からの要望・ a

行政サイドから見たマイコンの利用- 構造計算書作成のポイント

河 野 靖

7 イコンを建築に利用し得る場面は数多くあり、従来大型や中型

のコンビュータで行われてきたことの多くは、新たな活用法が試み

られることと期待される 。 しかし、相当数の人はマイコンの笑用化

として最初に、構造計算に用いることを考えられるのではなかろっ

か。マイコンの標準言語であるBAS I Cは対話型であり、さまざま

な条件を変化させたり、中間結果を見ながらより適切な選択を進め

るようなプログラムの作成に向いている 。 また、プログラムが一度

作成、あるいは購入されたならば、繁雑な計算のプロセスを記憶し

ていなくともマイコンの指示通りの入力をしてやればよいのである

から魅力は大きい。

しかし、マイコンを利用して「構造計算舎J を作成させようとい

う話になるとプログラムを自作する場合はもちろん、購入する場合

でも相当の考慮、が必要で・ある 。そのわけは、構造計算書の目的は、

まず第一に、法令や技術に適合した正しい計算がなされること であ

るとともに、第二に、設定した条件、選択、計算の過程や結果が上

記に従って適当である二とを明示すること にある 。正しい計算であ

ることは絶対不可欠の要件であるが、構造計算書としてはそれだけ

では不十分で、第三者がそれを見て、任意の部分が明瞭に理解し得

るものでなければならない。このことは、単に行政側の審査のため

だけでなく、作成者にとっても後日検証し、あるいは条件や計画の

変更を行う場合のためにも必要なはずである 。 ところが、この第三

者が見ても明瞭に分かる構造計算書をコンビュータに作成させるこ

とは容易ではない。以下では少し具体的にそのあたりのお話をいた

したい。

まず、いささか恐縮ながら、マイコンファ ンの建築家にはショ ッ

キングなお話になるが、現在大阪府下のどの特定行政庁でも、マイ

コンによる構造計算書がすんなりと受理され、審査の対象にしても

らえる可能性は、卒直なところきわめて少ない。なぜか、プログラ

ムの客観的信頼性が低い上に、記載事項のフォローア ップがきわめ

て困難だからである 。最小限どちらかが改善されなければならない。

こうした場合の行政側担当者の心情を象徴する極端な例としては、

かつて府に、プリンター付きプログラム電卓で計t ) : だけを打ち出し

たリボンを持ち込んだ設計者があ った。 [ " 計算は、これで見てくれ

ませんかJ 担当者は' 際然として、早々にお引きとり願ったそうで

ある。年間数千件の構造計算書を数人で担当しているのである 。 と

ても暗号解説? までは手が廻らない。

ことはマイコンの場合だけではない 府に提出される構造計算書

の約 7 割は、電算機によるものであり、もうす っかりおなじみにな

っていながら、概して電算機による構造計算舎は、あまり担当者に

喜ばれない。手容さのものより、分かりにくく、手間ひまがかかる

のである 。

遠因は、コンビュータの神話時代にさかのぼるように思われる 。

かつて、コンビュータは「神J であ った。 したがって、それから打

ち出された出力は、そのまま真理であり、その途中過程で誤りがな

いか、まして、プログラムにミスがないか、などと考えること自体

が胃潰てψ あった。こうした結果、電算機による構造計算書は、それ

を読む人間によりも、電算機の側の御都合に重点が置かれ、人もま
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た、それをやむを待ないことと忍んできた 。電算機は、数表を作る

のは得意である が、図は苦手である 。音11材や荷丞状態、応力等は、

図で示 されれば一 目瞭然となるが、数表ではきわめて分かり難い。

また、田島号は得意だが、詳しい説明は不得手であり、アルファベ ッ

トは得意だが、漢字: は最・近まで全 〈不能であ った。担当者は、計算

詐ごとに異なる略号を手がかりに、速が悪ければ、 「層間変形角 」

や 「保有水平耐力」 などを英語名で読まされながら、数多くの数表

の中の数値相互の関係を追っていかねばならないのである 。 まさに、

コンビュータ神話は、人間を野蛮の野に追いや ったのである 。 この

ようなことで今までこれたのは、担当者の忍耐を別として、プログ

ラムに対する信頼と、提供されたソフトの使用マニアルのおかげで

ある 。 したがって電算機名とプログラム名の記載は、不可欠である 。

以上は、主に大型、中型の電算機についてであり、話をマイコン

利用の構造計算mに戻すと、選択の道は二つあり、一つは、 7 イコ

ン利用をデータや結果等の一覧表や、途中の計算等の一音11に限定し

て用い、図や説明などの手書きと併用して構造計算書にする場合で、

基本的には、問題がないと思われる 。 もう 一つは、構造計算書をマ

イコンに作らせる場合であるが、この場合は、認定されたプログラ

ムや既存の使用熟度の高いものとは異なり、プログラムの信用度が

低いため、構造計算舎の全部分が手書きのものと同等以上に明瞭で

あることが求め られる 。

このためには、すでに述べた電算機による構造計算告の難点を解

消するような工夫がいる 。主要なポイ ン トを次に列挙する 。

①使用機器、プログラム名を明記する 。

② 目次をつける 。符号や記号の凡例をつける 。

③構造、部材、応力等を図化する 。

④選択した事項 ( 条件、方式等) を明記する 。

⑤適宜、説明文を入れて分かりやすくする 。

⑥ なるべく漢字を使う 。

構造計算を審査する行政 Ｑｾｉｊ も最近は、 パ ーソナルコンビュータを

を使用するようにな ってきた 。現在では、まだ全国でも少なく、府

下ででも、大阪市、堺市くらいであるが、今後は、普及が進むと思

われる 。府では、昨年の暮れに N E Cの16ピッ ト機 P C9800を入れ

た。最新機であるため、ソフト類がまだ十分で・な〈、必要なものは、

岡田構造係長を中心に担当者が順次手作りを重ねている 。

現段階での利用方針は、従来の構造計算書審査の際に、確かめる

必要度合いの大きい計算箇所を適宜サンプル的にデータを入力し、

チェ ックしようとするものである 。今後は、これらのデータや中間

結果を記憶させておき、構造計算書の全体または任意の部分を評価

できるようにしたいが、そのためには、全データを入力せねばなら

ず、ディスク等でデータが提供される方式でもとらなければ無理で

あろう 。むしろ少数の主要データのみで、安全サイドの略算定を行

い、これで一次審査を行い、不適の部分について詳細なチェ ックを

行うことも考えられる 。

今後、行政と建築界が協同で、マイコン等の構造計算ｾの仕様や、

データの整理提供方法、 ソフトの認定等々を進めてい くことにより、

大きな効果が期待される 。 に う の やす し 大阪府主I l 築指導課長)



園行政・民間からの要望・ b

民 聞 か ら 行 政 へ の 要 望

貴 瀬 勝

プ ロ グ ラ ム の 認 定 よ り 規 準 や 新 耐 震 の デ バ ッグを

最近の学会規準の改定や新耐震設計法の施行のやりかたを見ると、

学者の研究結呆をストレートに規準化しすぎるようである 。

最近の建築の構造の研究はだんだん狭〈深 くなっていくよ うだが、

それを一般の実務レベルに押しつけるのは無理がある 。各先生方の

研究成果を調整不十分のまま並べ られたのでは、材料は良 くても火

加減も味付けも悪い料理のようなもので、まずくて消化不良となる 。

昔の規i ¥主は頁を順に読めば読んだところまではわか ったが、最近

のはあ っちこ っち見ながらでないとわからない。そのうえ、式がい

くつも書いてあ って、どれを使えとも書いてなか ったり、こ の式は

使わないでくれと役所で言われたりする 。普の規準なら、結論を本

文に書いてあ ってその結論に至 った経過が解説に 詳 しく書いてあ っ

た。 また、今の規準は実際や ってみたらうまくいかないことや、ど

うしてよいのかわからないことも多い 。

その証拠に新耐震の Q & Aが各雑誌に毎月 の ように出て、ょうや

く下火にな ったばかりだし、新耐震の講習があるたびに内容が変わ

っていたり、講習会のテキストを書いてから発表するまでの数ヵ月

間に考え方が変わ ってしま って、このテキストはも う古いと、講師

自身が言い出すことさえあ った。

Q & Aが下火にな ったとい っても、 Qがな くなったのではな くて、

A の出せるような Qが少なくな って、 A の出しにくい Qばかり残 っ

てくすぶっ ているようだ。

また、規準改訂時に出される計算例はと くに計算 しやすいよ うに

想定したモテ'ルでhあって、ほぽ均ーな純ラーメ ンの建 物の中央にコ

アがある ぐらいが関の山である。

壁の分担率でも、連層壁が l ヵ所にあるだけの例題を手間ひまか

けて解いてみせてある 。実際の建物の耐震壁のすべてを、このよう

にして解くことを要求されそうで有難めいわくだが、 「親方の一時

カJ を連想する 。

しかし、実際の建物はも っと複雑な形をしており、とくに 壁の扱

いが明快にはいかない 。 しかも、途中で変更になることが多〈、せ

っかく厳密に構造設計をしても、設計が終わるころには意匠図が変

更にな っていることさえ日常茶飯事で、確認申 iti 提出時にや っ と確

定することもある 。

これだけ構造設計の手間が増えたのに、設計期間は短いし、設計

料も手間に比例して増加していないので、コ ンピュータにより省力

化するしか活路は見出せないであろう 。( 実際は要求が増える 一方でレ

省力化にはほど遠い )

しかし、それだからこそ、現時点でプログラムの評定なヘどしてほ

しくない。それよりも、新耐渓設計法の不備な点をまとめて納得の

い くような改定版を出していただきたい。

新耐渓設計法の中味がこの 1 年間でかなり調整されたが、プログ

ラムがそれについていくのには相当のタイムラグが必要である。と

ころが認定を受けることにエネルギーの大半を使ってしまっては前

へ進まひくなる 。

認定はプログラムの進歩を阻害する

プログラムの認定を受けようとすると、手続きも費用も大変にか

かるようだが、認定されたプログラムは勝手に修正できないし、修

正することを認めてもらう手続きもめんどうだ。そのため、プログ

ラムの内容について、ユーザーから改善要求がでても、よほどのこ

とがないかぎり修正してもらえない。このような現状では、プログ

ラムの認定はプロ グラムの進歩を阻害する結果となろう。

激年前、米国系世界企業の大型コンビュータによる一貫プログラ

ムが出たばかりのころ、使うたびにあれこれと文句をつけたところ、

10回のうち 8 回ぐらいまでこちらの言い分をきいてくれた。夕方ク

レームをつけても翌日の畳ころにはプログラムを改良して、テスト

ランを兼ねてもう一度流してくれるスピードとサービスには感心 し

た。 しかし、認定制度ができてからは、たとえ改良したいところが

あとで見つか っても、次の大改定のときまで待つことになる。

認 定 プ ロ グ ラ ム な ら 安 心 と い え る か

認定プログラムとい っても、プログラム作成者が想定した設計条

件に合う建物に対して、指定された入力方式に従って入力すれば、

プログラム作成者が必要と考えた計算方法と出力様式によって結果

をプ リン トするだけである 。

認定とい う場を経る以上は当然、最大公約数的な意見で修正され

るだろうし、チェ ックもされるから、決まりき った形のテストデー

タに対しては間違いはないであろう 。 しかし、プログラムというも

のは、いくら大勢でチェ ックしても、使 っていくうちに何かトラブ

ルはあるものだから、認定プログラムても絶対大丈夫とは言えない。

また、プログラム作成者の想定したやりかたがJ 標準的なモデル

に対して正解が出ただけで満足しているだけであれば、かゆいとこ

ろに手がとどくようなプログラムにはならない。

たとえば、格子梁や、斜交部材、下階柱抜けなどは扱えないと言

われてもまだしんぼうできるが、吹抜け、部分地下、梁のレベルの

高低差などが扱えないと、かなり利用範囲が減ってくる。

現在市販されているプログラムのなかには、ある階の柱長は X Y

方向ともすべて同じにな って、方向または柱によ って変更できない

ものがある 。その場合、 X 方向と Y 方向とで梁せいが相当異なる建

物や、梁せいがまちまちの建物では、誤差が無視できない。

そのほかに、柱梁のフェイスモーメントを自動的に計算してくれ

るのは当然だが、直交している部材の寸法の泌をフェイス距離にす

るだけでは都合が悪い箇所 ( 柱の左右で梁の天端は同じでも梁せい

が相当異なる場合など ) の補正が全くできないプログラムもある 。
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また、階段などの自立壁がある場合に、自立壁の重量を追加1也氏

力で入力してもねじれ補正には無関係であり、重心位置を補正する

方法もなく、やむを得ず近くの柱に追加軸力で入力すれば、柱の設

計のときに過大な軸力を生ずるが、それを修正する手段もない。そ

れではいよいよ奥の手を出し自立壁の位置に仮想の柱を設けようと

すると、 X Y 方向とも余分な通り芯を設けねばならず、前後左右に

余分な柱と梁ができてしまう 。それらをすべて消去しても、残 った

架橋の中に不用な節点が残り、それらがすべて支点になってしま っ

たりしては使いものにならない。たとえ支点にはならなくとも、節

点が途中にあることにより、床の荷重や壁のデータを入力できなけ

ればそれも困る 。

プログラムの方であと少し改良してくれれば使えるのに、次の機

種用のプログラムの開発や 別のプログラムの認定の手続きに追わ

れていて直してくれない。

ある市販プログラムでは、 R C柱の短期断面算定で、

モーメントは Ms = IML I  +  IFMEI とし、

軸カは Ns= NL :t NE  

のうち不利な方としている 。これによると、フレームの外柱などで

は、モーメントが最大のときに軸カが最小ということはあり得なく

てもそれで断面が決まることになり、不経済で
h

ある 。 しかし、プロ

グラム作成者に再三クレームをつけても改善する気が全くない。

耐震壁などの扱いについては、各人の設計思想、が異なるのに、新

耐震の講習会のたびに新しい方法や意見や問題点が指摘されるほど

であり、現在完墜なプログラムはないはずだ。 1 ヵ所に連層耐袋壁

がある場合にはなんとかうまくいくが、それでも何回か条件を変え

てやってみて、気に入った答えが出たところでそれに決めるとい っ

た方法て解決している人も多い。壁の位置が不規則だ ったり、関口

が片寄 っていたりすると、うまくいかないプログラムの方が圧倒的

に多い。

プログラム作成者に言わせると、そのような建物はこのプロ グラ

ムの対象外だということになるし、認定を受ける場合でも、適用範

聞が狭くても通るだろう 。たとえ不経済な断面算定をしていても安

全側であれば改善を強制されないだろう 。 しかし、使用する側から

は不満が多い。

かりに完壁なプログラムがあ ったとしても、データを間違って入

れれば、よほど不合理なものは発見するが、荷重の入れ忘れとか機

械が判断できない人聞のミスは通るので、コ ンピュータがノーエラ

ーで通してくれでも正しいとは限らない。

「無くて七癖J という言葉もあるが、プログラムにもそれぞれ固

有のクセがあるから、他人の作ったプログラムをう っかり使うと、

予想外の結果を打ち出すこともある 。

それゆえ、プログラムが良くてもインプ ッ トのすべてと、アウト

プ ッ トの要所をチェ ックしなければ、間違いは発見できないまま通

る恐れがある 。

認定をする知恵とひまがあれば、標準プログラム集を建設省また

は学会て・作 って手本を示してはどうか。

自作プログラムを差別するな

自作プログラムの場合は、設計者自身がプログラムを作り、実務

で使用しながら改良していくので、常に進歩、成長していく 。 また、

どのように使えばどのような結果を打ち出すかをよく知 って使うの

で、予想外の使い方をする恐れはない。

もちろん、よほど天才的な人を除いては、笑務はベテランてもプ

ログラムは初心者・中修者という場合が多いので、プログラムのテ
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クニ ックには問題があるが、プログラムをいじるたびに答えが合う

かどうかをチェ ックしていれば間違いは発見できる 。答えは合うが

使い方が不便だとか、アウトプ ッ トが見にくいというようなことは、

自分で一番痛切に感ずるから、他人に言われなくても改良していく 。

実際に建物を設計したこともないプログラマーの作品を認定して、

日常設計活動をしている建築家の作るプログラムを締め出すような

暴挙は絶対にやめていただきたい。

プログラムの簡単なチェッ夕方法を考えたらどうか

コンビュータは 1 回正しい計算をすれば、同じ条件のときはすべ

て正しく、 l 箇所おかしければ同じようなところはすべて閉じょっ

にまちがうのだから、ある意味では人聞のや った計算よりチェ ック

しやすい面もある 。

プログラムのデバ ッグは難儀だが、合 っているか間違 っているか

を見るだけなら簡単なはずである 。ただ、プログラムがどのような

方針で作られ、入力、出力がどうな っているかを知るために、次の

ようなことをなさ ってはどうか。あとのチェ ックは電卓またはマイ

コンでどうぞ。

(1) プログラムのチェ ックリストを脅かせる 。ただし、 該 当事項を O

で囲むとか、わずかな{ ! } き入れですむようにしていただきたい。 し

かも全国統一様式で願いたい。

(2) アウトプ ッ トの必要事項の規準を作る 。

(3) チェ ック用の例題と模範解を数種用意して公表する 。( もちろん、

それらに不備があれば直ちに改定する )

コンビュータを毛嫌いするな

人から聞いた話で恐縮だが、ある地方の役所て¥コンビュータで

や った設計を一切受け付けない係官がおられるとのことである 。そ

の人の言い方によると、「受け付けないのではないが、自分はコ ンピ

ュータのことがよ くわからないので、自分がわかるようになるまで

半年ても 1 年でも待ってくれるか? それでよければ受け付ける J と

のことである 。それなら私たちも「新耐震のことはよくわからない

ので、わかるまでは在来の設計法で提出します」と 言っ ても聞き入

れてくださるだろっか?

「構造不況」にあえぐ構造事務所の省力化にカを貸してくだされ

ば、われわれも少しはうるおい、メーカーは大いにうるおい、まわ

りまわ ってお役所の方もうるおうのではないだろうか。

構造ばかりがなぜ詳細な設計のチェックを要するのか

建築の確認申請について 言えば、意匠は一般図に少し容さ込めば

必要岱類が完備するのに、構造ばかりがなぜ詳しい図面や計算書を

添付せねばならないのだろうか。そのうえ、計算プログラムの中身

までチェ ックなさるのなら、建物が壊れたときは役所で半分ぐらい

責任を取 ってくださるのだろ うか。

構造にミスがあれば人命にかかわるとお っしゃるのなら、医者の

診断にも確認申請が必要になろう 。土木関係でも人命にかかわるが、

設計者はも っと認められている 。

一級建築士にもいろいろあるが、それが信頼できないのなら信頼

できる構造士制度を作っていただきたい 。 もちろん、責任をまかせ

られるに足る料率の方もあわせてお願いしたい。

( きせ まさる 株式会社賞瀬設計事務所代表取締役)



建築関係における各種データ入力の合理化マ之、f
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i oc R の中の O C R をめざしてJ

建築業界のあらゆ る分野P での コンビューター化 にともない入

力ネックの問題が クローズアップされつつあります。

- シートサイズは最大 A 3 版 (80欄) から A 5 版 ( 37欄) まで

川能。特に、データ祉の多いシート読取には最適です。

H Z S は、これらの問題を解消す る為 「手書き文字を読み取

る」と い う基本機能に焦点 をあわせて徹底追求 したO C Rを開

発。今、その成果が、 99.99% の正読率、 600万円台という大幅

なプ ラ イスダ ウ ンをｾｾる ｲ ｘｏｎ ｄ ｅｘＸ ＰＰＰｊ に実りま した 。

・ J 1  S フォント文字( 英字、数字、カナ文字、記号) に準処し 、手書

き文字の読取 り可能性を極限まで追求、書き幼さは抜併です 0

・とりわけめんどうな操作をとり除いたシンプルな操作性です

ので、どなたにでも 簡単に取扱い可能です。

効率的なコンビュ ータ利用を考えつづける、合理化のフ。ロフェッショナル

目立造船l情報システb 株式会社 ET Z

本 社 / 〒550 大阪市西区京町堀卜4-16 センチユリ ーピル 合(06) 448- 5081 

東 京 営 業 所 /〒 108 東京都港区高輪卜4-10 J . W・トンプソンピル ft (03) 447- 5300 

名古屋営業所/ 干450 名古屋市中村区名駅 3-14-16( 東洋ピル) f t ( 052) 583ー1668

中 国 営 業 所 /干720 福山市霞町トト| 信愛ピル( 広銀ピル) 合( 0849) 31- 3974

九 州 営 業 所 /〒810 福岡市中央区天神2-14-8福岡天神センターピル 包(092)761 ー7643

55 



56 

1沙些些主: 毛-

NE C 

CaC 

個性くっきり、多彩なパソコλ
ーーーーーー・ー・・ー・ーーーーーーーーー- ーーーーーーーー ーーー・・ー ーーーーーーーー-- -ー ーーーーーー一一一ーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー

ーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ーーー

ヒずジ河、スに、家事に、学習に、パソコンは、もうすっかり使う人の手になじんで吉ました。

ー・ーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーー一一ーーー
ーーーーーーーーーーーー- - - ーーーーーーーー

ーーー- - ・ーーーー ーーーー. _- - _ーー
ーー・ー

NE Cのノザコンは、8ピットも16ピットも揃って6機種のラインアッフ;

1台1台が鮮やかな個性をもっ℃ますますパーソナルに、ますます使いやすくなりました。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー・ー
ーー一一ーーーーーーーーーー・- ーーーーーーーーー

ーー・ー・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーー
---ーー

さあ、あなたも、目的に合わせて、用途に合わせて、ぴったりの1台をお選びくださし、。

一一一一一一一一 一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー・ー・ー ーー

ーーーーーーー ー・ー ーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーー ・・ーーーーーーーーーー- - - ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー ーーーー ーー一一一ー一一一一一一一一一 一一一一一

…… λ 〆PC・6000ヨリーヌ. .

家族で楽しめる友達みたいなパソコλ

シンセサイザー機能や、ひらがなも使え、

家庭用テレビとも直接接続。豊富 J 酬

なソフトウェアで、ホビーに、家事に、

圃・・・圃・・圃圃圃' 園田園唱園園哩ヨ里竺竺雪E 竺竺竺盟・皿竺ヨE ョ・・" " " ' " ・

. .  園 圃 圃 ・ ・ 圃 - - ー ー 『 ・ 圃 圃

学 習 に と 家 族 の 人 気 者。・ 本 体 I

標 準 価 格 一 … … … 89，800円 ・

パソコン時代を築いた名後。

PC- 8000! Jリーヌ..

もうおなじみのパソコンのベストセラー、

圏内実繊NO.I の実力機です二豊富な

アプリケーションソフトも完イ緒。ビジ

ネスからホビーまて・幅広い分野で

活躍中。自由自在の汎用機。

・ 本 体 標 準 価 格 ・168，000円

… げ を 活 か せ る 帆 番 多

PC・9800ヨリーヌ. .

PC- 8000、8800シリーズのノ、ード・ソ

フ卜の財産を活用できる実戦タイプ

の16ビット。大容量、処理の高速化

を実現。ク.ラフィック処理をはじめ、

あらゆる機能がさらに充実。

・本体標準価絡・・・ '298，000円

パソコンがヒ';; キスをものにした。

PC- 8800! J リーヌ"

ビジネスの多彩な要求にま正面から

; 実力機。漢字が使え、ク・ラフイツ

ク機能も充実。PC- 8001 ( J ) ソフトウ

ェアや周辺機器もそのまま利用で

き、オフィスの可能性が広がります二

・ 本 体標 準価 格 228，000円

ｏａ Ｇｊ Ｗ ド ｌａｎＢ｢ Ｇ 自慢の ＱＶ ヒ Ｚ ＧＮ［ｉ ｾ Ｎ

N5200 モテ:JL05

キャリアが生んだ強力な 16ヒヘy 卜。高速処

理、大容量を実現。COBOLを装備し、さ

らに、表計算 ・ファイル作成・グラフ表示・

高度な日本語処理などの、充実したOA

ソフトLANシリース. を備えた実力機でれ

・システム標 準価 格 ・・ ・698，000円

{ ディスプレイ. キーボード. フロッピイディスクl 台}

情説:bY芯白ンファミリー⑮

NE C日本電気クワレープ

N E Cパソコンインフォメーションセンター干 108 東京都港区三国三丁目14-1 0(明治生命三図的レ) f i ( 03) 452- 8000( 代)



- 耐酸被覆鋼板

ケE言力号@A了ロEJ マメヲル

耐候・耐蝕性合成樹脂

表面仕上層

プラスチック無機繊維

・コンバウンド

高性能接着層

合成樹脂表面処理層

化成処理層

亜鉛鍍金層

建設省認定不燃〈個〉第1118号・第1131号・不燃材料

A C B C屋内テニス場

鋼板( J I 883313)

新時代の建築工法、驚異の新素材o

E重 量 宜 喧 喧 田 信m m己 四 重 宣 車 圏 直 主 盟

美しく、丈夫て燃えない建材 で、しかも被覆面に加工劣化がありま

新しい時代の建築工法とともに建材の持っ せん。

あらゆる要素一一耐候性、耐蝕性、美観、 @ 耐薬昂・耐油性に優れ、耐活染性

強度、断熱性、防音性、さらに軽量で施工

性がよく、 経済的 など、おしみなくそなえ

なあ刀、つ省力化、省エネルギー効率を上げ

なければならない素材として誕生したケミカ

ラーオーシマメタルは優れた建材として業界

各位からご妻子評を博しております。

@ 耐候性ガ按群です。

特殊力ラ一樹脂被覆により耐候性、耐

蝕性、極色性等の耐久牲に優れ、長期

にわだって再塗装の必要ガありません。

@ 加工・耐摩耗性に優れている。

打ち披き、折り曲げの80。密着〉ロー

ル成型 ・深絞り等あらゆる加工ガ可能

ガ良い。

@ 落ちついた色調。

力ラーは厳選しだ 5種類、伺れも時代

の二一ズにマッチし疋高級で落ちつい

だ雰囲気をかもします。

@ 経済的です。

疋び疋び張り替えや再塗装の必要な他

の金属板に比べて経済的です。

@ 不燃材料です。

建 設 大 臣 認 定 不 燃〈個〉第1118号

不燃( 個〉第竹31号

として認められています。

- 用途

特殊カラー樹脂被覆の優れ疋耐蝕l性に

より腐蝕性ガスの発生する戸ルミ電解

工場、化学工場や大気活染の厳しい大

工場地帝、 E安定塩分や強烈な紫外線に

さらされる海岸地帯の建物の外装。

いつまでも変らぬ美しい色調により、

事務所、学校等の仕上げ化粧材として

最適です。

@ 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 干578 東 大 阪 市 新 庄 114番n l J 6( 745) 5121附

・東京支庖ft 03(580) 6061附 ・新居浜支広告0897(46)230鮒廿

・仙台営換所合0222(87)3129 ・福岡営業所管ω12(473)8343

・名古屋営聾所管 052(241) 85お側 ・四日市営軍所f t 0593(45) 1∞5  

・神 戸 営 輔 副78(331) 叩 5 ・岡山関所宮崎 94(2)3蜘

・広 島 営 輔 副822(48)38明司 ・宇都営車問飽36(21) 6鵬

工場 ・作集所/ 岡山 ・新居浜 ・川崎 ・四日市・広島 ・仙台
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Aヒ

ｘｴｾＱＡ＠ ｾ，＠
アクリルゴム屋上化粧防水材 アクリルゴム外壁化粧防水材

- @. 冒声芭宣言i F Z l . 胃声τ Eヨ1司・

完壁な防水という基本理念に個性をプラス・. .  

東 亜 合 成 化 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

合 ( 0 6 ) 2 0 3 - 3 1 7 1

大阪市東区平野町 4 丁目 35番地

防火・防煙シャッター

その他各種シャッター

オーバーヘッドドアー

各種防災・避難用装置

命 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

‘ ａｾ 大阪市東区 両 替 町ト ＱＲ 日本生命 谷 町ピル宮 ＨＹＴＳＩＶＵ ＷＱ

.... ，...... 東 京 都 港 区 六 本 木6- 3 第 一地 所 麻 布 ピル f t ( 479)  2911 

横浜・水戸・仙台・静岡・名古屋・富山・京都・神戸・岡山・広島・高松・福岡他全国主要都市
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1 0 2  

木構造の変遷と地方性

( その 2 )  

宮本長二郎

高 床 式 と 平 地 式 本 誌 昨 年 12月号では、竪

穴住居の榊造と変遷についての概妥を記した 。

その婆点は、盟主穴住居の全盛期は縄文時代か

ら平安時代にかけての約7000年余りの長期に

わたり、情造形式は 1000- 2000年 の 周 期 で 大

きく変化し、約2000年 前 に 近 世 住 居 榊 造 の 骨

格が成立したことである 。 2000年 前 は 、 米 作

が伝来して全国的に普及しつつある時期で、

米 作 に 伴 って 移入された南方系の住居にお床

式と平地式の建物がある 。 これらの迷築遺跡

は西日本に主として発比されている 。丘 陵 t

に立地する竪穴住居に対して、平地式 . rt"!i床

式 の 建 物 l立、水回耕作地に近接して建てるこ

とが可能で、、竪穴住居にとって代わる機能を

備えていた 。 しかし、西日本の急峻で、平坦地

の少ないよ也形と、風水害の多い自然環境によ

って 、西日本の集落は古墳時代末期まで竪穴

住居が主流を占める 。 いっぽうの高床式 ・平

地式述物は、 5 - 6 世 紀 の 各 地 の 豪 族 の 古 墳

から発見される家型埴輪に表現されるように、

支配者用に占有されることとなり、したがっ

て、発掘遺構として発見される例は竪穴住居

祉 に 較 べ て き わ め て 少 な い 。最 近 の 発 掘 調 査

例 に 、 平 地 式 ・高床式建物のルーツに関わる

重 要 な 発 見 が 相 次 い で お り 、 簡 単 に 紹 介 し つ

つその発展を追ってみよう 。

棟 持 柱 の あ る 平 地 住 居 鹿 児 島 県 鹿 屋

市王子遺跡は、現在発掘調査中の弥生時代中

期末の集落祉で、 27棟 の 竪 穴 住 居 と と も に 械

持 柱 付 き の 平 地 式 建 物 3 械が発見された( 図1 ) 。

そのうち、五正大の建物は桁行 4 間 ・ 梁rJ 13 附i

で、ｾ側壁面から約 Ｑ m 縦れでやや内傾する

棟持主主跡がある 。弥 生 時 代 中 期 に は 、 土 器 や

銅鐸に隙侍柱をもっ高床建物を描いた例があ

り(図 2 ) 、現在、伊勢神宮本殿( 図 3 ) に代表

される神殿建築として継承されているが、似

持柱をもっ建築遺構としては本例が最古のも

ので、しかも、平地式建物に用いている点で、

後世に類をみない形式をもっ特集な遺椛であ

る。 これらの遺精 ・遺 物 に み ら れ る 棟 侍 柱 の

ある平地式. ? J i 床式建物は、現在でも、中国

o  3m 

ｾーーー ι ーーーームーー ーｾ

図 1 鹿屋市王子遺跡

-------イ4 7

雲 南 地 方 や 、 東 南 ア ジ ア に こ の よ う な 建 築 形

式がみられ、王子遺跡の住居士止は弥生文化の

ルーツをたどることのできる t ' t 重な発見であ

る。

棟 持 柱 の 特 殊 性 昭 和56年末に、神 一

市松里子遺跡では 6 世紀前、ドの隙侍位付き高床

式建物土l上が発見された( 図 4 ) 。 桁 行 3 間 ・梁

間 2 問、屋内棟通りにも柱の立つ総柱建物で、

友側中央柱の外1 . 2 mに隙持柱をもっ。建 築

形 式 は 上 記 の よ う に 弥 生 中 期 の 遺 物 に 描 か れ

たものと同穏で、 i針湾としでははじめて発見

された例である 。弥生時代の高床建築遺構は、

桁 行 2 - 3 問 ・梁 1m11mの も の が一般的で、

平 地 式 建 物 と 同 様 に 、 は じ め は 隙 侍 位 付 き の

建物として移入されたが、 一般 的 に は 煉 侍 位

を除いた平地式・高床式雄物が普及したもの

と考えられる 。松里子遺跡では隙持主主付き高床

建 物 と 並 ん で 、 桁 行 4 問・梁間 3 悶 の 総 柱 建

物 が あ り 、 こ の 2 隙 を 中 心 に し て 一辺 30- 40

m の区画を掘立柱塀で閥い、普通の屋放機え

とは異なった、聖域 ・祭 儀 均 等 の 特 殊 な 施 設

と推定される 。 す な わ ち 、 弥 生 時 代 中 期 以 降

の 棟 持 柱 は 象 徴 的 な 建 築 に の み 使 わ れ 、 伊 勢

神宮本殿に継承されたものと忠われる 。

朝 鮮 建 築 の 影 響 総賢遺跡で発見された

総 柱 建 物 は 古 墳 時 代 以 降 の 高 床 建 築 の一般 的

な形式であるが、弥生時代の梁r:，9 1 聞の高床

建 築 か ら 梁 間 2 - 3 問 ・ 総 位 の お 床 建 築 に 発

展 し た 婆 因 を 物 語 る 逃 械 が 、 昨 年 秋 、 和 歌 山

市 I!fl 滝 遺 跡 ( 5 世紀前、ド) で先見された 。桁

行 4 問・梁間 311日、総位の大型高床建物 7 隙

である 。松里子遺跡、の総位と児なるのは、梁行

の両」淵IJ 柱 筋 ・ 中 央 位 筋 の 梁 聞 を 四 等 分 す る

位置に余分に伎を立て、両ｾ中央主主の直径を

とくに太くしていることである 。 このような

平扇形式から、梁聞を 三等 分 す る 総 往 を 床 束

図 2 弥生時代高床式建物の絵

位、問等分する位を、桁を支侍する通し位、

」刈' - 9 - ! : 住を似持柱とする復 j京が考えられる (図

5  ) 。中村7往 と 似 持 位 は の ち の お 床 辿 築 に は み

られないことから 、改良が加えられて変化し

たものと忠われる 。 このような新形式の辿築

技術が、‘ 勺 H寺盛んであ った朝鮮、k Qとの交易

によ って もたらされたことは、この逃跡が帰

化 系 氏 族 である紀氏 の 本 拠 地 に あ り 、 そ の 管

締 F にある ft 庫 群 と 考 え ら れ る こ と か ら 符 易

に忽定される 。 また、閉じ帰化系氏族である

穴太氏の本拠地、滋賀県大津市穴太田Tの 斗 商

遺 跡 ( 6 世紀末) では、 一辺 約 9 mの 方 形 平

面 で 必f!¥l J '1' 央 位 に 棟 持 往 を も っ 、 大 壁 構 造 の

平 地 式W; ! 1 が最近発見され、これも他に矧例

をみないものである 。 このような笠付きの棟

持 往 は 、 肯 墳 時 代 に 入 って朝鮮、ドぬから j度来

したことが王買えるのであるが、出

.. 

ｾＺ大社 本殿

にその泊三科が認められるだけで、弥生時代の

独 立 棟 待 柱 と 同 様 、 特 殊 な 用 途 以 外 に 、 一 般

に普及しなかったと言える 。

地 方 文 化 圏 鹿 屋 市 王 チ 遺 跡 の 平 地 式 住

居 や 、 和 歌 山 市I! f . } i 竜遺跡、の高床倉庫の建築形

式は、 fMH，寺住は別にして、全く新しいも程式と

技術を MI i えたものとして、当時の住宅建築に

同期的な影響を与え、祭良時代以降の時代に

全国的に 11三及し 、全盛期を迎える 。 ただし、

その作及による各地での受容のされ } j はそれ

ぞれに見なり、たとえば、東日本では予I也式

建物の柿造形式に竪穴住居の影響が強く認め

られるなどの地方差が認められる 。 このよう

な地方性は、純文H寺代以来の地方文化闘を恨

必〈踏襲するものであり、新しい外来文化を

:W伍 的 に 取 り 入 れ つ つ 、 独 自 の 文 化 に っくり

変える 11 本 文 化 の 特 性 を 十 分 に 発 仰 し た も の

と J えよう 。 ( つ づ り

( みやもと
ちょうじろう 奈良国立文化財研究所叫)

; 宮跡発錨調査部遺t/ l l 調査室長/

建築と社会 /1983年 Hl 号 59 
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視聴覚教室の設備( その 1 )  

， 

視聴覚教室システム案

ｾ＠

上の関係から、化粧扉やステージカーテンを使

用する場合もあるが、視聴覚教室を会議室等多目

的に利用する場合等、特定の場合に多い。 O H P

は黒板と同時に使用することが多く、 OHP スクリ

ーンは主スクリーンとは別に天井に埋め込む( 巻

き上げ式) か、パネル方式が多い。

以上、光学系を主体に述べたが、そのほか音響

設備、照明に対する考慮が必要なことはもちろん

であり、少なくともつぎの事項を明確にして設備

の計画を進める必婆がある 。

任対量写システム( 前面スクリーン方式か背面ス

クリーン方式) 、②使用光学機器( 映写機の種別) 、

③スクリーン方式( 同時に投写するものは) 、④ス

クリーン寸法、⑤黒板( または白板、材質、可動

方式か等) 、⑥バリアプルマスク( 婆、不要方式) 、

⑦化粧扉・ステージカーテン( 要 ・不要、仕上り

等) 、③O H P スクリーン( 方式、大きさ) 、⑨カー

テン、 l培幕( 方式、材質) 、⑩機器の操作( 場所、

方法等) 、⑪音響設備、⑫照明( 調光方式等)

{つづけ

写真 1 ・1 映写室の配置伊j

単である、等の手IJ 点がある一方、①教室を暗くす

る必要がある、②映写光がＮＱｾＯｊＱｦになる、③大きな

画像を得るには、天井高等、建物に対する揖IJ 約が

ある、等の欠点がある 。背面スクリーン方式は、

前述の場合と反対で、設備コスト等の問題がある

が、①教室側を比較的明るくできる、②映写光が

郷魔にならない、③教室側に画面の大きさに対す

る制約が少ない、等の手IJ 点があり 、両者それぞれ

教室の使用同的に応じて、投写する方式を決定し

ている 。

スクリーンの大きさは、教室の大きさ、すなわ

ちスクリーン取付面での物理的な制約のほか、見

る人の座席IJ !IJの措IJ 約をも併せて考慮する必要があ

る。実際の、f 法は、映写距離、使用機器およびレ

ンズにより決まる 。

種 h の機 i揺を組み合わせて使用する湯合、機器

により、またフィルムにより岡面の大きさが変わ

るため、スクリーンの不安部分をマスクするバリ

アブルマスクを使用する場合が多い。 また黒板は

スクリー ンと同一面で使用することが多く、通常

可動式とし、黒板の大きさは、スクリーンの大き

さよりも大きく設定する 。 また均合により、内装

視聴覚室教に利用される機穏としては、オーバ

ーヘッドプロジェクター( 以下OHP) 、 スライド

等の光学機器、 V T R 、カラーテレピ受像機等の

A V機器、ブーステープレコーダ一等のランゲー

ジラポ機総( 以下L L機器) 、集団反応測定器( 以

下 GT) がある。 これの機器は、目的に応じて単

独または組み合わせて利用されており、大きくつ

ぎの 4 つのタイプに分類できる 。

(  1  ) 光学機穏を主体とした教室

( 2)  A  V 機器を主体とした教室

( 3)  L  L 教室

( 4)  G  T を主体とした教室

また小中学校では A V調整卓を中心としたスタ

ジオ ・調書室室を含めて視聴覚教室という場合も多

〈、この場合についても簡単にふれることとした 。

知司本音

図 1 ・1

ミキシング

地 幅 器

光学機器は古くから教育の場に取り入れられ、

OHP 、スライド等が広〈利用されている。

本教室では、スクリーン上に画像を光学的に投

写し、その画像を利用するが、音声情報について

は、肉声の場合、マイクロホンを利用する場合、

および予め録音された素材を利用する場合等があ

る。 O H P の均合は肉声またはマイクロホン、ス

ライドの場合はカセットテープレコーダ一、 8畑、

1伽mY I 央写機の場合はフィルムからの再生信号を利

用することが多い。

スクリーンに投写する方法として、前面から投

写する方法( 前面スクリーン方式) と背面から投

写する方法( 背面スクリーン方式) とがある 。前

面スクリーン方式は背面スクリーン方式に比して、

①教室の広さに適した映写ができる、②スクリー

ンの選択が容易で、かつ自由度が高い、③映写し

ながら画像のチェックが容易である、④設備が筒

光学機器を主体とした教室

さとし 1  

J I { 京芝浦電気株式会社小向工場政送機設計部/
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施工材料の頁

二

1 0 0  

集合住宅の防音浮床工法

斎 藤 実

会では、この問題について種々研究がなされてお

り、紡音浮床工法が床騒音を解消するための有力

な技術として推奨されている。

防音浮床工法

防音浮床工法とは、コンクリートの床スラプの

上に緩衝材( グラスウールとかロックウール) を

敷き、その上に浮床材を施すもので、浮床材の質

と緩衝材のパネによる減衰効果により、浮床上

の衝撃音が躯体に伝わりにくくする工法である。

浮床材には一般に、モルタルまたは夏砂利コン

最近では、騒音問題が近隣聞のトラブルを発生 クリートが用いられるが、適切な目地切れや、ワ

させる要因のーっとして社会問題化している 。 こ イヤーメッシュ等を埋め込まないと乾燥収縮によ

の騒音問題のうち目撃戸のEまから伝わる音に関して るひひ官lれが発生 ・伸展し、浮床層が破壊する恐

は、早くから建築基準法が規定され、技術的対応 れがある。

も進んでいることから、現在ではクレームとなる 最近では、この浮床層の一部に α 石膏によるセ

伊1) は少なくなっている。しかし上階から床を通じ ルフレペリング材を用いた防音浮床工法が開発さ

て伝わる音は、固体伝播音が主要因で、その特性 れ、前述の欠点を解消している。

を把握し技術的に解決する方法が難しく、規準化 α 石膏によるセルフレペリング材には、 (1) 1憂れ

が立ち遅れると同時に、技術的対応も遅れていた。 たレベル精度をもっ、 (2) 硬化が早〈、工期短縮が

このため現在でも上階での輸とびはねぺ、、走 り回 可能、 (3) 乾燥収縮によるひび割れがない、 (4) 強度

り¥ホ走行砂による騒音のクレームが圧倒的に多

いのが現状である 。

工業技術院では、昭和49年に恥 iH1J 定法ぺ 54年に

、、建築物の遮音等級ゅの J 1 S 化を図り、また日

本建築学会では同じく 54年に* 建築物の遮音性能

基準砂を作成しており、さらに建築学会、音響学

が高い、 (5) 防火性がある、などの特徴がある 。

床の遮音性能

床の遮音性能を表すには、床衝聖書音レベルと L

数を用いる 。

(1)床衝撃音レベルの測定方法 J 1 S  A  1418、、建

築物の現場における床衝撃音レベルの測定方法修

により測定した値をもとに、 J I S  A  1419" 建築

物の遮音等級砂で定められた L カープからその床

の L 数を求める 。

(2)床の遮音性能の評価方法 上記の方法で求めた

L 数を建物用途 ・室の用途・部位に応じて対応さ

せ、特級 - 3 級までの等級で評価する建築学会の

、建築物の遮音性能基準作によって行う。

防音浮床の納まり

防音浮床は、緩衝材によって浮床材と床スラプ

を絶縁し、国体伝橋音をカットしようとするもの

であるから、床端部 ・配管廻り等も絶縁するよう

な納まりが必要となる 。

防音浮床の沈下

緩衝材はパネであるから荷量I をかければ縮むし、

長期間荷重がかかれば圧縮して床の沈下現象が起

こる 。したがって、本工法においては、緩衝材を

部屋の端部は96kg/ m' ⑦ 12mm、中央部は 64kg/ m' ⑦

20mmを標準とし、部屋の周囲に本箱など重量物が

笹かれても沈下が少ないよう A考慮している。

また、似j 音浮床は、木床や畳のように歩き心地

がソフトで、コンクリー卜床直{ 土上のように足首

や膝にショ y クがない、断熱性が良いなどの冨IJ 次

効果も有している。

Ｈさいとうまこと 脱尚 ｩｬｬ 設株式会社 ｩｬｬｾ 島技術部技術開発課長 Ｉ

l  上階で右表の1m似械を却下させ‘ そ

何時的下階的床衝撃音レベルを測定す

る.

衝聖書の種類 I J I S 法の加j震源 測定結巣( 床衝撃' f f レベル)

幅木

測定例

E  E  

、ｾ 2.0 

:.:Ei 同

lι  

:ぜ

J 4-44Eぷ竺，〆r

曲

床仕上村

α石膏

浮床材

ポリエチレンフィルム

グラスウール96kg/ m'12mm

グラスウール

64 kg/ m' 20mm 

l 曲 剖0 320 4曲

事7 重( kg)

図 - 6 載荷試験結果例

2  その他を右苦をの遮音等級カーブ ( L  

カーブ) 上にプロットし、その接点か

らL t'J. を: ) <める.

3  そのL 散で床の遮音刊ー能を評価する.

加 似 i同1

(軒t 音 な ど)

80 

床

i. 可 70

幣

f t  

1I  60 

レ

ハ4

J レ 50

( dB)  

40 

30 

(傑スラプ130mmの場合 )

、

ー一一三.... L - 411

63 125 250 5∞ IK 2K 4K 

オクタープバンド中心周波数 ( Hz)

タイヤ

図 - 2 床衝撃音レベルの測定方法

図 - 3 " 建築物の遮音性能基準. ( 建築学会) における適用等級(左劃 と適用等級の意味{右犠)

建 築 物 室用途 部 位 特 級 1 級 2 級 3 級

集合住宅 居 翠 隙戸聞界床

L  - 40 L  - 45 

L  -50. 55 L - 60 

L  - 45・ L  - 50・

ホテル 客 室客室聞界床

L  - 40 L  - 45 L  - 50 L  - 55 

L  - 45・ L  - 50・ L  - 55・ L - ω・

長1匹 校普通教室 ft 宣聞界床 L  - 50 L  - 50 L  - 60 L  - 65 

戸也住宅 届

室同一住戸内

L  -45.  50 L  -55.ω  

L  - 65 L  - 70 

2 階床 L  - 70・ L  - 75・

( 眼目'1として帽. . . . 両衝. 誠に討して週間. ただし・印. . . . 1街懸輔町みに; 8111)

図 - 4 端部・埋込配管の納まり

特級 学会特別仕様

遮音性能上，1常

にす〈れている

退官性能上好ま
l 級 小企推奨傾司自

L 、、

連音性能上ほぽ
2 級 学会首下容)j ， t帆

満足しうる

3 級 学会基準外仕機 連限音度性で能あ上る最低

ロ 樋 木 口取居( 洋室と和室問の納まり) I口給水・鎗渇管

桝 ＱＱ に遮音性能が要ＺＡ＼ｾ il 

使用状態的場合に適用する

i I b常的使用状態で使用釘か ら

能の Jkhf 情的が支ほ障がと生んどじ出なずい遮脊性

使用者からの苦情や遮音性能

k町ぽ支障満が足生しずること bある

n' ほ うる

使用 Jすからの帯情がIHる繍耶

が高い

( カーベ y ト敷き) 立上り揖衝材を量居と面ーで貼れるようにn l 彼積鋼管7. ( B( 元 端 ) 仕 上 村

阪を取り付ける 1

ソワト恥 ｬｩ ｾ く

H=80 

立1'. り緩衝材

口偏木( 長尺塩ビシート)

ソヴト・. : 本 日

H=60 11 

U  長尺嵐

11 ピシート

11 浮床材

立上。} 緩衝材 H  

lr ll ¥1 11 ¥1 1111 ¥1¥1 11111 緩衝材

持m補強材I! 荷鼠に耐え得る断面とし、転び 11

めには埋込ボルトを用いる.

ロ ガ ス 管

ガス' r. ' 1  B  

:11w品r

:1品 村
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A U T O  A I R  F I L  T E R  

オ ー ト 工 戸 フ ィ ル タ 一

〈う戸材自動再生型〉

重 量 法

ＷＰｾＸＰＥ＠

F R E S H  Z  F I L  T E R  

フレッシユゼ、ツトフィルタ-

〈ビル管理法適用型〉

DOPテスト

7 5 %， 4 0 % 

- 主 要 製 昂 .

オ ー ト 工 戸 フ ィ ル タ ー ・ 高 性 能 エ ヨ コ フ ィ ル タ 一 ・ ク リ ー ンJ レ ー ム ・ バ イ オ ク リ ー ン 関 連 機 器

(  1，，:s.- 9 リ: 」主主主書記: : ; :

44ミ 芸 社 忍 足 研 究 所 工 a 二21z z j Z村 山 新 座

日本建築協会企画・建築技術選書園

「祝詞奏上」

これは地銀祭における

もので，I::i. 下に消砂に

立てた五行幣がみえる

〈目録進呈) ft 075-343-0811 

62 

式典の意義と種類

式典の形式

式次第

式典用語

式典の計画

式典の準備

若林嘉津雄著

現場係員としての注意事項

手水之儀

玉串奉奨について

地鎮祭

起工式

立柱式

学 芸 出 版 社

司会の要領

挨拶の例・ 案内状の例

A 5 ・136頁・定価1300円
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日本建築協会

月間の動き

、a

昭和57年12月分

理 事
42』2E 

14日 51時- 5 時半 於太閤図 3 階集会室

出 席 者 福田会長ほか28名

議事 (1 ) 定時評議員会議決事項報告の件

(2) 就任寝事会務分掌の件

(3) 建築工事実務講習会収支概算報告承認

のイ牛

(4)  入退会者承認の件

(5) 報告事項

総 務 委 員 4Z』3E 

23日 2 時 - 4 時 於本会会議室

出 席 者 福 田 会 長 、 佐 野 委 員 長 ほ か 3 名

議事 (1) 定款一部変更案の検討

(2) 常任理事会運営、人選等の件

編 集 委 員
.6. .  

"ZIO 

施工材料分科会

1 日 4 時 - 6  a寺 於本会集会室

出席者 岡田善弘委員ほか 3 名

議 事 (1) r施工材料の頁」の企画

(2)  4 月号「施工材料特集」の企画

r: 多様化するスポーツ施設」特集編集幹事会

3 日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

出席者 田辺一之( 日建設計) ・償尾辿夫( 安井建築

設計事務所) ・北村繁夫( 美清滋) 各持別幹

事、中河 ・高山両委員

議 事 掲 載 内 容 の 検 討

委員会

9 日

出席者

議事 (1) 

ド

4 時 - 5 時15分 於本会集会室

償山委員長ほか 4 名

12月号「風土 ・空気と人間」特集および

「東畑建築事務所作品集」報告

(2)  1 月号「関西の建築文化を考える」特集

経過報告

(3)  2 月号「マイコンの建築への利用」特集

経過報告

(4 )  3 月号「多様化するスポーツ施設」特集

編集幹事会報告

(5)  4 月号施工材料特集「建築と品質管理」

案報告一施工材料分科会報告ー

(6)  5 月号特集の企画と 6 月号計画特集の

企画

(7)  そのほか

(8) 収支状況報告

4 月号「建築と品質管理」特集編集幹事会

20日 4 時 - 5 時15分 於 本 会 集 会 *

出席者 岡回委員ほか 3 名

殺 事 「建築と品質管理」特集の企画の具体化

広告企画小委員会

21 日 4 時 - 6  a寺 於本会集会室

出 席 者 渡 辺 理 事 ほ か 6 名

議事( 1 ) 正月号「関西の建築文化を考える」特集

広告収入報告

(2)  2 月号「マイコンの建築への利用」特集

広告途中経過報告

(3)  3 月号「多様化するスポーツ施設」特集

広告途中経過報告

(4 )  4 月号「建築と品質管理」持集報告

(5)  5 月号「グラフイツク ・プレゼンテーシ

ョンの技法 J ( 仮称) 特集報告

(6)  そのほか

(7 ) 収支状況報告

5 月号「グラフィック ・プレゼンテーションの技

法 J ( 仮称) 特集編集幹事会

27日 4 時 - 6 時半 於本会集会室

出席者 笹田剛史( 大阪大学助教授) 特別幹事、 田

中・ 手嶋 ・宮口各委員

議 事 5 月号「合意形成とプレゼンテーション」特

集の編集方針の協議

事 業 委 員
ム一

A

委員懇親会打合会

2 日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出席者 山形副委員長、葛谷 ・中川 ・三宅各幹

事

議事( 1 ) 本年度の事業委員会委員懇親会の企画

(2)  そのほか

建 材 委 員
.6. .  

=  

16日 4 時 - 5 時半 於本会集会室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か13名

議事( 1 ) 材料説明 r コンプラスト」

説 明 者 東 亜 貿 易 制 1 名

(2)  今後のメインテーマと新建材紹介コー

ナー

建 築 工 事 実 務 講 習 会

7 日 9 時 - 17"寺 於 大 阪 府 立 労 働 セ ン タ ー

聴ま著者 104名

科 目 講 師 施 工 計 画

胸大林組本底建築工務部次長金田 宏氏

仮設兄干

脚大林組本庖建築工務部工務課長吉川 稔氏

積算業務

紛竹中工務 l苫大阪本底兄償課長黒 J l H正一郎氏

見 学

.6.. 

=  

茶室見学会( 第 2 回)

国宝・妙喜庵の 「待J i l J の見学とサントリー山崎

ディスティラリーを訪ねる

8 日 1 時20分 - 4 時半

参加者 39名

講師 岡田孝男氏 (帝塚山学院大学教段)

建 築 ク ラ ブ

役員会

2 日

出席者

議 事 (1)

(2)  

0 時 半 - 211寺 於本会集会室

塚本代表、志賀委員長ほか 7 名

今後のスピーカーについて

新年宴会の実施について

(3)  そのほか

朝食会

14日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 81名

当日は、永年簡易速記法の普及に努めておられ

る中根正縫氏より、スピー ドメモ法と題してすぐ

に役立つ簡易速記法についてのお話を伺った。

建築関係団体合同忘年懇親会

実行委員会

7 日 3 時 - 4 時半 於本会集会室

出 席 者 藤 原 委 員 長代行ほか 10名

議事( 1 ) 諸準備の進捗状況報告

(2)  当日の進行について

委員会終了後、太閤園に赴き、ホテル側と打合

会を行った。

忘年懇親会

14日 6 時 - 8  a寺 於太閤図ダイヤモンド

ルーム

参加者 350名

本年も建築 5 団体の共催で開催、会日有志の後

援資助、景品の寄贈などを受け、盛会を極めた。

12 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員 5 名〕

中本 臣

建築関係団体合同忘年想親会

- 訂正とおわび

本 ｾｬ 月号「関西の建築文化を考える ｊ 特集の“建築文化の

継承" のrJ i (p 106) において、今西家の新設J十者を安井肢と

しておりましたのは安川般の誤りです。 H正し、関係者各位

におわび申しあげます。

建築と社会 11983年 2 月号 63 
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 后 大 阪 市 北 区 西天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目 ( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 防水専業の研究 ・経験から生れたすくない資源的パーフェクトな防水層です。

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完援です.

p且度変化にイ申びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐l l ! 品位に優れ、腐蝕しません.

カ y ・叫ム帯 コーパータイト 新工法

" 1 / 、- 1 i J 否7 K&! I

Ｏｾ＠ ｾ＠ r / J ' J 、・m' オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式会紅
2ド 社 東 京 田 中 央 区 銀 唖8 - 4- 9

大阪事萌所大阪市詫川区東三回6- 1- 41

崎玉曾調住所 埼玉恥桶川市東 1- 3- 30

厚木出掛所神帯川悌厚木市金田 259

名古且雌硯t 名古M市南区軒続町33

九州出張所 佐賀県佐賀園鶴宮町大'T-J 書官i掌450

電話回 (511)  2103 

電話師 ( 391) 10剖 f

電館。481( 14 )28. 5-6  

電話0' 62 ( 21)  1161 

電話052 (811 ) 羽 田

電話回日 ( .1) 29. 5 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 棟 式 会 社

本社: 大阪市東区両答回T l - 1 2 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東京・償浜 ・盛岡・仙台・水 戸 ・静岡・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・神 戸・広島 ・高 松 ・福岡他 全 国 主 要 都 市

左官作業の近代化を更にすすめる

vuaヲヌ71'Yト

特殊自 ￐ｾ 明 ｬ
ｾＭｉ 、ﾭ

目・・ヲー

司E

一発で特殊「白モルタル」スタ ッコが仕上げられます。

⑧ 
( 株) 新興建材工業所

支庖・営業所

東京・仙台・高槻・明石・中国・四国・九州

、防

、‘



， 

， 

r  

空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ 答喜朗目玉業社

本 社 東京都港区浜松田T1  -25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

震災詞汚禁処造設計地工

争 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電話 京紡561局4944( 代 )

神 戸 市中 央区 下山手 通 6 - 2 - 8 7立話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産換廃水設備

設 計 施 工

・m 大阪電気暖房株式会社

ヨド 底 大阪市西区江戸総 1 丁目 10番 li 号 〒550 7電ぷ (441 )8231  

本 社 東京m中央区銀座 2 丁目 2 番17号 〒 104 電. 活 (535) 5251

支 社 大阪・東京・名古屋

支 庖 礼申見・仙台 ・全iR ・広島・縞間

営. 所 ｆ 斤 槻 ・ 実 母・岡山・ あ 松・Ｚ［ｾＭｩ＼

出張所 帯広 ・青森・秋印・盛岡・前嶋・ 千葉・繍浜 ・併問

富山・福井・盟 国 ・京郎 神戸 ・徒、111・鹿児島 ・那翁

海外主后 シンガポール

. 給排水衛生 ・冷暖房

. 空 気 鯛 和 殺 備 ・その他管工恵一切の被昔十・ 8恒工

⑮ 斎 久 互 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270)  -7411附

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  5041(:的

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉・繍浜・名古屋・金沢・四国 ・広島・福岡

出張所福井・倉敷・松山・宇都宮・静岡・苫小牧

空 気 調 和 訟 備

給 俳 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房

⑧ ;;;iii 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 五 百 純 治自11

取締役支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市来区北浜 2 r  R  2  2 111' J也 官t!，l，Ii 大阪 (202) 代 表3071

本 /，1; 点ボ . n比 谷 ・三倍 ピ ル

支 1，1; 名古尽・ 九州 ・北海道 ・中国 点 ｾｴ . 北陸

，'H 張 所 附 浜 ・ 四国 ・静岡・ ｾ ｾｉ 刊・ 問 ｉ ｬｊ . 金沢 ー新潟

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工費将来案審匙

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 織 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本僑割高鮫町ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・ 徳 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横浜

。 献 金 桂 三 発 空 調

取 締 役 社 長 粛 藤 博

本 社 大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電話 06- 363- 1371

東京本 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ Jレ 電 話 03- 344ー 1911

大阪本庖 大阪市北区西天満 3 丁 目13番20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 番 12 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電話052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電話092ー 761- 3795

出 張 所 青森・秋田宇都宮・機浜・福井・京都・神戸・松江・高松下関沖縄

cl eanOi r  
丸

02要望;EZ里捗点舎fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 漉 結

配哩， よりよき環境へ技術て弛む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、ｾ 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 111倖16号( オートセ ンターピル2際)

郵便番号542 電 話 大 阪 ω6) 768- 5  0  3  1 番

ノ チナ ノ ス郡大 阪市大 淀 区ｾ崎 Ｔ 丁目 Ｕ 1ft 21 号

郵便番号531 電話 大 阪 (06) 374- 2  4  5  5 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 H 書5号( 九段ピJレ8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

商昂は手守す。¥' r -

a・・E 熱と空気のエンジニアバ』ーー-

F  大気扇土

ｾ｜｟｟Ｏ滞品問園地

空 気 調 和 / ' 下k 搬送杉並設備

給排水衛生 、云ノ〆 設 計 施 工

第ーエ索株式会私

大阪支届

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 r 日 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

電 話 o  3  - 2  1 ' 1  - 8  5  1  1  ( 代表 )

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計 .ttl 工

ガス段傭・ガス住宅段自信 大阪ガス住t童相11ft 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11・12 電話 06- 313- 1“6

2委主 I! 大阪市北区西天満 5 -1日 制 ω- 313- 1846

方肯 案所 枚方市甲安田東町 9 番 3 号 電話。720- 49- 2128

設 備 部 大阪市北区西実測 5 -1ト12 .鋲 06- 313- 1846

65 
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「冊闘B側1::;， 空 気 調 和 設 備

股計施工

換気・除塵段備

東 洋 熊 工 . 織 亘 書 省 経 大 幅 安 値

大 阪 市 西 区 絢 本 町 3 - 1 - 2 7

2院 をt 東京続中央区 ｾＮＲ 丁目 Ｙ

J: a 名 古 屋 ・ 福 岡

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 信 大 阪 ( 458) 3531番

支底・ 営 業 所 福岡 ・京都・ 天理・ 川 西

回

大阪支腐

本 干上

日 愛 ・ 冷 房 ・ 空 気 温 温 度 調 桜 装 置

設 計 施

高 6!!: 

工

蓋拘

ふ 凶

ー争・

大 阪 市 北 区 芝 田 1丁 目4- 8 ( 北 阪急 ピル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表 )

東 京 都 千 代 図 区 神 図 駿 河 台 4 丁 目 2 番地

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大阪市東区高腿僑 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

白ホり
住 ま い の ガ ン 細胞 、 し ろ あ り 公害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

① シ ロ ア リ 予 防 ・駆除 ・施 工 (10ヶ年保l ! i H寸)

I サ ンブレザー( 予防剤1 ! 8 定)

@ 製 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土 喰 処 理 剤 )

1 P G ス ケ ヤ ー { 加 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 ・ 大 曳 周)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 飯 倉揖 所 守 541 大 阪 市 車 区 北 揖 3 丁 目 7 1冨安 ピ ル 宮 崎 - 23ト 6406

化 成 品 部 〒 101 . . 京都千代田 区 神 田 靖国 町ト 担 芝 慣 神 田 ピ ル 官 03- 254- 佃 31

設計並施工

⑨日本管工業株式会社

京 都 市 市 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 庖

三 量 支 庖

四 日 市営 蝶 所

滋 賀 営 難 所

名 古 屋 営 難 所

大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )  352- 3501側

海 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ( 0592) 26- 36100匂

四 日 市 市 西 末 広 町 電 信 (0593) 53ー 743H的

大 湾 市 中 央 2 丁目 4- 28 電 話{0775) 22- 973創的

名古昆市中村区則武 1- 23 電 話 (052) 452- 3701附

."". 
Ｒ 宅ｾｾ震 ｓ 誓 Ｑ ･ｊＺ
圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 1 1 : . . . 可 : I : U:I: .. 

ーa:電_......

③百是正棋草橋部

c1l 

営業種 目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王葉桜武舎駐

大阪市西区江戸堀1丁目22番7号

f !  06- 441- 1994 ・443- 0331

電 気 ・ 鰻 冷 房 ・ 笠 岡 工 事 般 針 施 工

S注

*  

H  

支 底

支 庖

営 11，;(j

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (: 堂ピル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京 都港 区 新 僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑 ピル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代)

神 戸
堺 ・千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 買宮本

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社

日本写樋センヲ-

i章山写植セ ンヲー

沖縄写樋センヲー

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 . . 06 (伎町 111 1代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル 官ω92 ロ6) 4371 

〒708 津山市大手町8書S号 傾範庖会館 . . 0邸82 (4) 1771 

〒銃犯荷風原村兼城 沖縄印刷団地 雷O鎚8 (55) 6100 

、

4  



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを
社

ム一

A
式電陽朝

↑導

本 社 大阪市北区中之島 3- 2- 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385) 1361  (代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361 ( 代) 京都営業所 TEL 京都075(311) 1185 (代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 偏向092(771) 6  1  68 

本山代表取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- IIOI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取 締役 社 長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社興株 式 会 社

， 

大 阪 支社 長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 伸 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 岡

営業所・出張所 全国主要都市 20ャ所

ネ士

庖

本

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

取締役社長 田 中 実

社

総合段備工事〈段計・1 ! I i 行〉

建築・電気・アンテナ・送電線・プラント .1"十裟 ・空鯛・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

大 阪市西 区北堀江 1 丁目 10番 2 号

電 話 大 阪 ( 538) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

社本

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2- 8  

T E L (  06) 452- 1 151(大代 )

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

林

合イミ

本土本

営業所事業所

電気・計装・空調工事設計施工

ｔＷ ｙ 卜圃気工ＺＯｾ二 ｙ リレヲ蹟式 ｑ ｉｴ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 1 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東 京 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 岡 山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡・沖縄

取締役社長

社

支 l古

事 業 所

金込

本

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

揖

通

区

元一

町

一

T

目

七

間

二

電

話

制

U

A

O

六

i

Standard 

代表取 締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 領 山

⑪ 
怠商

工

轡

鵡

唐

崎

淑

馴

日

薄

ま

'

d

品

川

喝

事

川

-
P

1

4

n

‘
，
 a

・
フ タ パ

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33(靭 本 町 バ ス 停 附)

電 話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

宅士ヨ事

文化庁・宮内庁・各府県庁

量要文 化 高 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部

飛 鳥 野 瓦 ( 意匠登録549771号) 1  

110750， ｾ製造販売
渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出版中II07Si') J  

各利j羊瓦全般 カラーベスト・モニエ Jレ瓦 ・セキスイカワラ U

御 用 達

所

造

官

業

麻

高

ι
恥
い

ヨ
4

V

A

W

M

工

川

町一

う

'

同

「

西

川

叫

R
-
役

市

川
W

-

1

M

締

良

良

ゎ

E

凶

取

十

奈

-

d

表

若

舌

式

社

代

印

需

株

会

〒

〈信〉

創 業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・松下電工紛・日本モニエ Jレ側・積水化学工業側富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 < o544

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 郎 県三 原郡( 淡路島)

6 7  

営 業 所



a  
w  

各種障害撤去・砂喋層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

111 IS 園

.::，'手町、

‘ 登 ヨｩＢｾ
. 唱市コEι .

"一 "
040♂ 

膨張材 J I ¥野田工クスパン

防嗣ヲヌ ＢＢｔｾ

Jll 野田セメント獄武書蹴

本社 鐙 中 市 宝 山 町 22 番 44 号 〒560 電 話 ( 06) 841- 7121- 3  

工 場 鐙 中 市 利 倉 東1丁目 16番5号 〒561 電 話 ( 06) 863- 0207 (代)

木 部 東 京 都 江 京 区 豊 洲 1 - 1 - 7  TEL 531- 4111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 1 - 8  - 1 7  TEL 341- 8331 

支 底 本U幌・仙台 ・東京・名古屋 ・大阪 ・高松・広島・福岡
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営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・シート| 防本・モルタ 1レ防水

・樹脂注入接漕工法 九種樹脂注入被必補修 1:本

・ 亀 裂 補 修 工 穆 作 傾fiHI J:'i i.主人 ・充填・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン・似性タイル ・その他

O .  I量 業 許 可 大阪府知事.1午"f ( 般ー 53) ¥.il; 51225} }  

。日本シーリング工事業協会4 員

大 阪 市 北 区 末 広町 3 - 2  1  ｉｾ ι 、比三ＱＺＺＮ ' r I I - ...........τ 主主

爪刷J也1側 関I ピル201S  ｬＧ 噌甥 ｾｉ "f' ' : ' ' ' t'守2・r .r τ 7 4 H T

T E L  06(315)0701  '"-・ 7 ・... "....・..-、r'#・

子二.InCSA ｔＮ，ニＮｉ ｮ ｬＡｾ，ニ ＮＱＧＢ
セキサンパイル ( S M.A C.P C.R C)  

カネライトフォーム.A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 j賓 岡 浩

本 社 〒629- 31 京剖』府竹野: ml 網肝町長: 網n

T E L  ( 07727) 2- 2220( 代 )

舞 鈎 :λ 業 所 〒 624 舞 鶴 市 保 米 1 6  0- 1  

T  E  L  (0773)  76- 0133( f l : )  

本 社 / 東 京 仰 港 区 六 本 本 3- 16- 26 ・03- 日ロー8811

大阪Ｎｾｾ昆所 ＯＩ￧ 阪市東区北浜 Ｓ - 7  _  06- 20宮- 3294

⑤ ｟ＢＮ＾ｊ｟Ｉ｜ｊｾＭ 勝代の断熱郎、
1るy " Ｍｾみ

目立バイナリーシート P
日立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層 した，ニ量権造の断熱費雇用二重防水シートです。

自主電線株式曾祉 制問刊田区抑汀ｅｬ ＱＱＱＲｾＨ 干代田ピルｽ

デンカC S Aファミリー製品

Ｎｾ二 ｊｄｃｓａ …………………………コンクリートのひびわれ防止に
( 膨 張 性 混 和材)

・子二J D弓克ヨニJ … … … … … … … … ・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グ ラウ ト用無収縮材)

ＮｾＺＢｄ 守ョー宇吻 ｉｊｾＮ ………・……コンクリート躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補 修 用 急 硬 セメント)

・寄与DES … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与DI I OOO・…………… … … ・… コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製 品 用 超 高 度 混和 材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

TE L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

、



J  

電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑露に/

圃ｾＫ圃画Ｋ置困Ｋ画圃Ｋ圃画面
総ｼ直｛￮｝ｾ圃圃函圏直国同園

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界 ，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テ ーマを と

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニ ーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニ ュ ー ス 圏内 ・海外 ニュース，機器 ・文献ニ ュース

国会社だより，研究所だより その他

. . H:iT- IJ ・I ()() (1 .  '，1:: llih I  ( ) 川川 11込 次 引 け . ，

Ic I 社団法人建築設備綜合協会 干 104 東京都中央区銀座1-6-10( 皆川ピル) 告 03( 535) 6690 ・(561) 1765

ト

築 技 術

ＭＰ 隅ＧＶＯＮ・・・・Ｍ］Ｎｾｾｾ司三ＧＢ言 ｲｲｷｄ 圃刷 ｅ

低こう配屋根架橋の設計と施工{ 弘前市

克雪トレーニングセンターの耐雪計画一喝日鈴木善夫、

P C鋼棒による柱せん断補強績の

設計例ー洛西高島屋新築工事一. ......・H ・- よ根本陸、

- 新しい異形鉄筋の継手工法

ーネジ・グリップ継手とその応用一一一一一ー本橋秀世 I!か

・建物外壁の改装とサッシの取替え 一一一一中根芳助

・研究施設の計画と設計 8. 無塵室一一一一一一荻原利久、

・建築技術者のためのわかる電気 (8) 一一一弁上 博

・構造物の動的解析( 21) . . . . . 一一一一一一一一一一石丸 辰治

・構造計算データシート (90). ..... 一一一一構建設計研究所

- 建築 経 済 統 計 図 表 ・フ ォ ト ニ ュ ー ス ・ トピックス ・建 築 家 の 良 識

・読 者 コ ー ナ ー ・ 海 外の 話 題 ・建 材 の 動 向 そ の 他

直後購続ご希望の繍合年間予約金 》句 2 ，0 0 0 ( 送料共)

推薦のことば

川 大学名 嘗敏担 辻井 飾 二

途築情進計算資料集は、積維な

柵造計算の結果を容易に、端的

に、かつ、 機倒的に求めるため

の図表集であり、プログラムを

くり込んど簡易コンピコ ター

と考えることもできょう。

I骨補改8丁

目 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 細 川

図 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造 綱 引

自 鋪 構造編( 1 )

図 鋼 構造輔副2)

国 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 綱

図 基 礎 構 造 編

震建築工事検

(全 8 巻) 中川 j事 編 著

高 橋 昌 著

型わくの紡料および設計、組立から取はずし後の補修

にいたるまでを、著者が新らしく舎きおろした詳細図

などを豊富に織りまぜながら Q & A形式で平易に解説

しながら、あくまでも省力化とコストダウンに重点を

おいた型破りのコンクリー卜型わく専門答。

A 5 ・216頁 定 価2，600円・送料300円

|劇町6印O 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 即1引 中 島 ビ ル 8肝F 詞 建 築 技 術 娠儲答口座東京剥和…か ｗ叩 Ｍ子 Ｗηｾ 剖 Ｔ吋宮東京 Ｈ怖お ｭ お引ｍωＩ 川川 Ｔ位仙 Ｒ引 Ｑ什 Ｑ (げf代tやI
l  
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錆 び な い /

わ れ な い /

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大 波 ・V 波・ ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

審 判I !J 9 旭 川t 製造掠式会祉

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412- 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06)488- 1081( 代 )

支 庖 及 工 場 大 阪 ・ 九 州 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路( 東 洋 建 材工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 渇 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484)42- 3115( 代)

、

、

支 庖 及 工 場 東 北 I  ｾ＠

現場の信頼に応える

70 

句F I
J 8

I I， 製品

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用
防水剤

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用 急結剤

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用
早強剤

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用
防凍剤

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用 剥離剤

ノロ湿潤型モルタル密着用 接着剤

塗布混和型モルタル密着用
."'t; ' 1マー

非 加 硫 ゴ ム シー ト防水用 ー量 ｾｩ ・ｾＭＧ｟

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用 守 ｾＹＢＺＧ
化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用 11守- q-ー

セメント起泡・軽量 ・裏込用 %%: 1 .・，，_

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ Ｚｉ Ｍｉｊ ι＠

一一 セメン卜混和・助材綜合メーカ一 一

瞥 跡 式 会 祉 ? 1 " 16.
斗 F 東京都品川区二糞 1ー 18- 8 含 03 (787) 1131附

東 北 支 庖 福島県福島市下野寺字逮原3- 2 宮 0245(91) 113H間

関東営業所 茨城県土浦市下高津 4 - 8  - 35 ft 0298(23)  113H向

盛岡営業所 岩 手 県 議 岡 市 月 ケ 丘 3 - 39 ft 0196(41)  1331( !1J 

大 阪 大阪市東成区東中本 2 ー 17- 26 ft 06(974)  1131( {勺

吋



最大の敵。

貴重な資源“ 水" も建物にと って最大の

敵と なることもあります。

日本アスは多年の経験 と実績を生かして

完全防水に取り 組むプロ集団です。

地 区 会 社 名 所 在地 電 話 地 区 会 社 名 所 在 地 電 信

北 海 道 日 本 防 水 総 襲 株 式会 社 ネLI見市 T  E  L OII ( 231  ) 75 11代 東 海 三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 市 T  E  L 0542( 85) 9151- 2  

日 本 防 水 総 業側 旭川 出 張 所 iI!lIl I，!， T  E  L OI66( 47)  1050 三 i言 建 材 工 業 株 式 会 社 ＡＺＮＺＮｾ繍市 T  E  L 0532( 45) 8211代

日本 防水 総 業側 釧 路 出張 所 釧 路 市 T  E  L OI 54( 23) 2056 合 資 会 社i青 谷 商 底 沼 埠 支J苫 沼 郡 市
T  E  L 0559( 21  ) 9610 

日 新 建 エ鮒 札 幌 出 張 所 本LI見I! i r  E  L OI I ( 5 12) 808Ii t  大 池 建 工 株 式 会 社
名 古 屋 市 T  E  L 052( 211 ) 1885代

大手口工喋附 苫 小 牧 出 狽 所 汚 小 牧 市 r  E  L OI44( 34) 3358 重 喜 防 水 工 業 株 式 会 社
名古 屋市 T  E  L 0 52( 991  )011 1代

大 和 防 水工 業 株 式会 社 本LI見m T  E  L OI I ( 641 ) 17 17  
辰 巳 防 水 エ 操 有 限 会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 50 1)  1401代

トー フジ 工 柴 株 式会 社 本LI見市 T  E  LOI I ( 822) 0331 中央建材工事睦株式会社
名 古 昆 市 T  E  L 052( 761) 6181代

東 北 開 発 株 式 会 社 秋l Hi ' li T  E  L 0 188( 24) 2233 
東 京 建 材 エ 柴 株 式 会 社 名 古 屋市 T  E  L 052( 411 ) 6621  

北 原 建 材 工 操 附 仙 台 出 張 所 (Ihfi i l i  T  E  ｌ ＰＲＲＲＨＹＶＩＶＷＶＸ Ｑ Ｇｾ＠ 東 海 物 産 株 式 会 社 名 古 屋市 T  E  L 052( 72I )  2211代

協和建材工事提側仙台支 庖 多 賀 城 01， T  E  L02236( 6)  11 36 日 本 建 材 鋼 業 株 式会 社 名 古 屋市 T  E  L052( 571) 554 1代

日新l l ! 工附仙台支f苫 fllJ fi 市 T  E  L0222( 73)  Ｑ ＹＲ Ｑ Ｑｾ＠ 宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 33 1)  1531代

日 新 盤 工 側 腎 森 出 強 所 r' f fi :市 T  E  L OI77( 22) 3 155 近 世E 池 田 涯 青 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 T  E  L 0 6( 699)  5757- 9  

日 新 起 工 側 郡 山 出 張 所 ml ll li 打 T  E  L 0249( 23)  1677 
株 式 会 社 神 原 商 庖 マf ロf ! l T  E  L06( 909)  1433 ・ ( 908) 1282

関 東 葵 工 業 株 式 会 社 i [ ) f( 区 r  E  L03( 632) 3385- 9  
国 際 工 事 株 式 会 社 大 阪 市 T  E  L 06( 211 ) 6385- 6 

伊 路 建 材 株 式 会 社 拘 束 区 r  E  ｌＰＳＨＸ Ｔ ＲＩ Ｑ Ｔ Ｓ ｉＱ ｾ＠ 清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 市 T  E  L 06( 372) 0250- 3  

い わ き 建 材 工 柴 株 式会社 '1
1  ｾリ区 r  E  L03( 389) 456 1イt

日 新 エ 材 株 式会 社 大 阪 市 T  E  L06( 541  ) 3785- 6  

春 日 工 業 株 式 会 社 尻 川 区 T  E  L 03( 802) 387I11: 日 新 建 工側 大 阪 出 張 所 大 阪 市 T  E  L06( 326) 3845- 6  

金 岡 工 捜 株 式 会 社 新 約 区 T  E  L 03( 363) 43，11イt
日 本 綜 合 防 水側 大 阪支庖 大 阪 市 T  E  L06( 361  ) 0471- 5  

北 j京 建 材 工 柴 株 式 会 社 品'，J.iI，oI， T  E  L03( 307)  Ｑ ＶＶ Ｑ Ｑｾ＠ ヒカ リ工 業 株 式 会 社 大 阪 市 T  E  L06( 395)  105H I: 

木 下 工 撲 株 式 会 社 l HITI 区 T  E  ｌＰＳＨＶＳ Ｔ ＩＰＸＲ Ｑ Ｑ ｾ＠ フ タ パ 興 業 株 式 会 社 l次m叶I T  E  L06( 385 )  278Itl: 

協 立 エ 柴株 式会 社 i {，区 T  E  L 0 3( 432) 35 17  .  (433)8485 有 限 会 社 丸 綴 商 腐 大 阪 市 T  E  L 06( 351  ＩＲ ＱＵＰｴｾ＠
大 東 スレ ー ト 株 式 会 社 足 立 区 T  E  ｌＰ ＳＨＸＸＳＩＳ Ｑ Ｓ ｉＱ ｾ＠ 久 下 商l苫 京 都 市 T  E  L 075( 311  ) 2044- 5  

株 式会社 東京 シ ン グ J レ 練 馬 区 T  E  L 03( 994 ) 386 1  東 洋 建 材 株 式会社 京 都 市 T  E  L 075( 672) 5351- 5  

東 京 涯 膏 株 式 会 社 荒 川 区 T  E  ｌＰＳ ＨＸＰＳＩＳ ＴＸ Ｑ Ｑｾ＠ 中村; a : 管工業株式会社 神 戸 市 T  E  L 078(  341  ) 5884 ・ 1223

日 新 建 工 株 式会 社 足 立 区 r  E  ｌＰＳ ＨＸＷＰＩＶＲＳ ｉＱ ｾ＠ 棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 T  E  L 078( 841 )3551t t  

日本 綜 合 防水 株式 会 社 渋 谷 区 T  E  L 0 3( 403) OI 7 I1.t  有 限 会 社 ミ サ キ 商会 相H且山 m T  E  L0734 (22  )3922 

日本防水総重量附東京営嫌所 渋 谷 区 T  E  L 03( 464 )  35881'1: マ ル フ ジ工 業 棟式 会社 大 阪 市 T  E  L 0 720( 57) 3293 

野 口 工 材 株式 会 社 北 区 T  E  L 0 3( 903) 4151- 2  中 国 束 中 国 防 水 工 業 株 式会社 岡 山 市 T  E  L 0862( 72 ) 1221イt

ｾ図工業株式会社 千代 III 区 T  E  L 03( 263) 486 1代 株 式 会 社 三 洋 技 建 大 竹 市 T  E  L08275( 2) 5155t t  

官 士 エ 材 株 式 会 社 江 * 区 T  E  ｌＰＳ ＨＶＳＴＩＰ Ｑ ＶＳｴｾ＠ 三 和 防 水 工 喋 株 式会 社 1.J:J: .¥Tli  T  E  L 0822( 83) 3366代

路 湿 膏 興 業 株 式 会 社 中野 区 T  E  L03( 367)  1611 
豊 永 建 材 株 式会社 広 島 市 T  E  L0822( 61  ) 6371千t

フ タ パ興 策附 東 京 営 雛 所 港 区 T  E  L 0 3( 591  ＩＲＴＹ Ｑ Ｑｾ＠ 大 和 工 業 側 広 島 出 張 所 広 !;，¥市 T  E  L0822(64 )2761 

古 川 株 式会 社 台 東 区 T  E  ｌ ＰＳＨＸＳＴＩＴ Ｑ Ｕ ｉＱｾ＠ 株 式 会 社 巴 商 会 宇 都 市 T  E  L0836( 2 1  ) 0760 

北 傑:J l I . 青工業株式会社 江 東 区 T  E  ｌＰＳ ＨＶ Ｔ ＳＩＳＹＶ ＳＱＧｾ＠ 和 光 工 業 株 式 会 社 松 江 市 T  E  L 0852( 38)  1321  

大 和 工 業株 式 会 社 筑 川 区 r  E  ｌＰＳＨＸＰＲＩＴＷＵｈｾ＠ 四 国 大 三 工 業 株 式 会 社 ，.1松 市 T  E  L0878(51  ) 6811t t  

涯 膏 題 材 株 式会 社 千代日l 区 r  E  L03( 861) 2706- 8 
徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 f卓h. ¥市 T  E  L0886(3 1) 4161イt

有 限 会 社 神 守 建 材 社 愉 訂i 釘，1; T  E  L0468( 22) 4288 
株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖 今 治 市 T  E  L0898( 32 ) 5000t l: 

金 港 涯 膏 株 式 会 社 目指浜市 T  E  L 045( 42 1  ) 652 1- 2  側 マ J レマス河野商l吉松山 支 庖 松 山 市
T  E  L0899( 22 )2121 

不 二 防 水 工 業 株 式 会 社 wi 浜 市 T  E  L 045( 23 1) 4'161 株 式 会 社 山 本 商会 絵 山 市 T  E  L 0899( 3 1  ) 6261t t  

北 J京 建 材 工 業 側 千 葉 営 難 所 千葉市 T  E  L0472( 22) 316111: 大 三 工 業 側 高 知 支 底 rrs拘l i n T  E  L 0888(45) 4 8 0 MI: 

三 和 エ 柴 株 式 会 社 rli Jl lrli T  E  L0473( 57 )515311: 北 九 州 安 緩 工 事 株 式 会 社 制 岡市 r  E  L 092( 56 1  ) 7012t t  

石 田 建材 工業 株 式 会 社 日 崎 市 T  E  ｌＰＲＷＳＨＲＷＩＳＳＰＲＱｾ＠ 加 茂 装 備 株 式 会 社 編 岡 市 T  E  L 092( 561 ) 6250 

石 田 建 材 工 喋側 大 宮 支底 大 i;' ; ，li T  E  L 0486( 5 1) 125 I11: 草 野工 襲 有 限 会 社
北 九 州 市 T  E  L 093( 922 )7631代

石 田 建 材 工 業 側 宇 都 宮 出 張 所 'i' {，11符 m T E L 0 2 8 6( 24 )4191 
日 建 工 材 株 式 会 社 福 岡 市 T  E  L 092( 74 1  )66651-1: 

:J l I . 膏建材附宇都宮出張所 。j': {，II  T;  01; T  E  L  0286(  22 ) 9737 
株 式 会 社 工 材 社

北 九州 市 T  E  L 093( 371  ) 1468代

株 式 会 社 奈 良 昼 水 戸 市 T  E  L 0292( 4 1  )5141 t l: 株 式 会 社 三 宮 エ 材 大 分 市 T  E  L 0975( 36)  2326- 7  

信 越 鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社 七位 /'11 r  E  L0255( 24) 3402 安 藤 工 事 株 式 会 社 長 崎県 T  E  L  09588(  2  ) 2200 

株 式 会 社 仙 嶺 松 本 市 r  E  L 0263( 58) 3188代 山 崎 工 業 株 式 会 社
ヰヒ九州市 T  E  L093( 94 1  )5441 

北 陸 株 式会 社 祈 橋 政次 郎 商 庖 tSI珂司I T  E  L 0766( 22) 0999 南 九 州 株 式 会 社 大 二 商会 宮崎市 T  E  L 0985(47 )6155t l: 

一 公工 繁 株 式会 社 刊 |珂市 T  E  L 0766( 23) 039 1  日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 市 T  E  L 0982( 33 )2455- 9  

』附 折矯 商l苫金沢営 業 所 金 沢 市 T  E  L 0762( 47 )4139 
株 式 会 社 北 原 建 材 商会 鹿 児 品 市 T  E  L0992( 23) 9395- 6  

マ J レ セ 化 建 株 式 会 社 金 沢 市 T  E  L0762( 42) 515 1  上 原 建 設 工 業 社 ド ｬ Ｇ 制 ｮｾ［ｬ T  E  L 09889( 2 ) 2368 

石 橋 建 材 株 式 会 社 ｾ ｉ ｾ＠ Jt.，li T  E  L0776( 23) 0775 .  0885 

東 海 協 和 建 材 工 築 株 式会社 消 木rli T  E  L0543( 45) 222 1イt

協力車且合員 中 部 伊 旗 防 水 工 撲 有 限 会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 503) 1172代

北 海 i u ク レ ミ ス エ 蝶 株 式 会 社 みLI見叶7 r  E  1_ 011 ( 882 ) 1232代 株 式 会 社 岩 昇 一 宮 市 T  E  L0586(24  )0505 ・ 1678

株 式会 社、ノロ防水北海道 札 眺 市 T  E  ｌｏ ｉｉ ＨＷ ＵＱＩ Ｑ ＷＳＶｴｾ＠ 小 野 建 材 株 式 会 社 山止!'，'!..市 T  E  L0582(31  )7158  

株 式 会 社 防 水 セ ンタ 本LI見m r  E  L Oll ( 683) 56 16イt 長 登工 業 株 式会 社 名 古 屋市 T  E  L 052( 751  ) 8141 

株 式会社 互 砧 防 水工 業 ':1り7:汁I T  E  L OI 55( 25) 57761'1: 日 精 工 業 株式 会 社 金 沢市 T  E  L0762( 49  )4593 

株 式 会 社 畠 興 建設 砂 川 市 T  E  L Ol 255( 4  ) 11661'1: 株 式 会 社 名 神 防 水 向日 ｾＡＧｦＧＡＮＮｲ ｬ ￯ T  E  L0582( 7 1  )7459 

関 東 株 式 会 社 大 ニ 商 会 淀 川 区 T  E  L 0 3( 803 ) 265ト 2 名 涯 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 市 T  E  L 052( 721  ) 5381代

日 涯 工 業 株 式会 社 '1' lef 司7 T  E  L 0552( 32) 5477 合 資 会社 明 光 建 材 名 古 屋 市 T  E  L 052( 524  ) 1411 

合 資 会 社 中 西 商 会 4反儲 l亙 T  E  L 0 3( 961)  Ｑ ＹＲ ＴｦＧ ｾ＠ 北 陸 涯 膏 工 業 株 式 会 社 日 山 県 T  E  L 0765( 22) 4523 

糖 f言涯 膏 株 式 会 社 両日4高司T T  E  L 0474 ( 38) 45 11 吉 田 防 水 庖 岐 阜 県 T  E  L 05732( 5 ) 3297 

マ サ ル 工 業 株 式 会 社 江 東 区 T  E  L 03( 643) 59 1 HI: ;iL ｾｩ ｩ＠ 株 式 会 社 沖 縄 裟 喪 エ 雛 ｎｉ 車 ｵ ｵ［ｾ T  E  L 0988( 87) 3847 

園建 設 省 東 計 第 2 4 0号 認 可 1 & ¥ 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4 まま ( 870) 505 1- 2  

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4 日 新 工 業 内 密 ( 882) 2424 ( 代 表 )

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19( 岐 阜 正 ピ ル ) 日 新 工 業 内 e ( 74 1) 6257( 代 表 )

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 1  2  - 2 日 新 工 業 内 包 ( 5 3 3 ) 319 1( 代 表 )

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日 新 工業 内 含 ( 451 ) 1095( 代 表 )

製 造元 日 新 工業株 式会社 北 海 道 支 部 札 幌 市 中 央 区 南 3条 酉 13- 3 1 9( 柴 田ヒソレ 4 F ) 日 新 工業 内 e ( 28 1) 6328( 代 表 )
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田島庇恥、用 閏 束. 西床協組

*島 〈わし〈αlは1貞料をお求的<1だごさい

東京営業所 干 101 東京都千代田区岩本町3- 1ト 13 n ( 03) 866- 61 01 ( 代)

札 幌宮 ( 011 ) 231- 8261 i晶 浜合 ( 045)68ト 4835 大 阪会 ( 06) 441 -5951 

背 綜合 ( 0177)42- 8202 新，間合 ( 0252)65- 0261 神 戸3 ( 078)232- 0132

仙 台3 ( 0222) 22- 641 3 北 陸宮 ( 0762)3ト 5741 広 島3 ( 082) 246- 9436

北 聞 東宮 ( 0486)5 ト 9721 長 野宮 ( 0263)27- 1 841 高 松宮 ( 0878) 62・5285

東 関 東宮 ( 0472) 56- 8801 静 岡宮 ( 0542)8ト 8931 福 岡宮 ( 092) 712- 9141

tJ. r.;! 3 ( 0425)27・8132 名 古 屋台 ( 052) 57 ト 6361 鹿児島3 ( 0992)29- 6160

03379- 2  雑 誌


